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問題解決学習における学びの成立について 

－小学校 3年総合的な学習「大豆大作戦」の実践を通して－ 

 中島 淑子 

 

１． 問題と目的 

2002 年から，小学校と中学校において総合的な学習が全面実施された。小学校学習指導要領

第５章 総合的な学習の時間の項には，「探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学

習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を

次のとおり育成することを目指す」とある（文部科学省，2017）。このように，総合的な学習で

は，課題を解決する問題解決学習が求められている。 
また，斎藤喜博（1968）は，「共通の困難に向かって教師と子どもとが集中し，相互の力を出

し合って困難を突破したとき，初めてそこに発見が生まれ想像が生まれてくるからである」と述

べている。 

また，宮坂（1970）は，斎藤喜博の島小における実践を例にして，「教師の発問から個々の子

どもたちは，既有の経験的なあるいは，科学的な知識にみちびかれながら，対象を分析した結果

として答えを発言する。それらは，個々の子どもの既有の知識の違いと教材の多様性により，複

数の答えとなる。複数の答えの全体は，個々の子どもたちにとって，自分の思考の枠をはみ出し

た新しい情報である。ここに集団思考の本質的な意味がある。さらに次の段階で，この複数の答

えとか考えとかを出発点にして，対立を作りながら，子どもたちを新しい知識の発見にみちびく

のである」と述べている。 

問題解決学習では，「相互の力を出し合って困難を突破」こと，「既有の経験的なあるいは，

科学的な知識にみちびかれながら，対象を分析した結果として答えを発言する」こと，「対立を

作りながら，子どもたちを新しい知識の発見にみちびく」こと，それらを通して，新しい知識の

発見に至る。問題解決学習において，子どもたちの意欲を育て，学習意欲を継続させるために

は，どのような方法があるのだろうか。 

問題解決学習の学びの成立に関する研究においては，教材の工夫や教材の提示方法の工夫の実

践研究は報告されている。しかし，それらの研究の評価が教師の視点になりがちであり，子ども

たちの発言や行動による分析を基に，問題解決の過程を明らかにしている研究は多くはない。 

そこで，小学校 3年生，総合的な学習「大豆大作戦」の「工場ではたらく人々」の中の「豆腐

屋さんの仕事」を取り上げ，授業の記録の分析を通して，問題解決学習の学びの成立の要件を明

らかにすることを，本研究の目的とする。問題解決学習の学びの成立の要件として，相互の力を

出し合って困難を突破」，「既有の経験的なあるいは，科学的な知識にみちびかれながら，対象

を分析した結果として答えを発言する」こと，「対立を作りながら，子どもたちを新しい知識の

発見にみちびく」こと等である。 

２．研究の方法 

2-1 分析の方法 

逐語記録，単元構造の分析を行い，問題解決学習成立の諸要因を明らかにする。なお，逐語記

録とは，教師と子どもたちの授業での発言を記録したものである。 
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分析対象の逐語記録は，小学校 3年生の「豆腐工場が豆腐のことで大切にしていることはなん

だろう」の 1時間の記録である。逐語記録内の「教師」は，学級担任であり，「C」は，氏名が

特定できなかった子どもである。また，逐語記録内の氏名は仮名である。 

逐語記録の発言を，「観察した内容と気づき」，「疑問」，「問題解決の方法」の３種類の観

点により分類をした。「観察した内容と気づき」とは，豆腐工場の見学をもとに観察した事柄や

気づきの発言である。「疑問」とは，その観察や話し合いから生まれた疑問である。「問題解決

の方法」とは，疑問を解決するための方法の提案である。なお，本文中における個人の発言は，

発言番号と氏名，発言内容の順で記載するが，本文中では，発言番号の語句は省略する。

子どもたち一人一人の関心や知識を明らかにする分析と，授業の動的過程を明らかにする分析

を行うために，逐語記録にもとづく授業分析の手法を用いる。これは，授業を構成している諸要

因の関連，学習者の思考過程，教師の意思決定など授業の諸現象の背後にある規則や意味を，逐

語記録に基づいて明らかにすることをめざす研究アプローチである（的場 2013）。重松鷹泰が

提唱して以来（重松 1961），様々な研究者によってその手法の開発が進められている（八田

1962, 柴田 1999 など）。 

2-2「大豆大作戦」の単元構造

表 1 大単元「大豆大作戦」の単元構造

「大豆大作戦」は，2015 年に，

A県にある公立小学校 3年生に

おいて実施された総合的な学習

である（表１）。 

大豆の栽培経験，国語科の

「すがたを変える大豆」の学

習，きなこ団子作り等，大豆を

中心にした学習が，7月から２

月まで実施された。 

2-3 「工場で働く人々の仕事」の学習の流れ

表 2  小単元「工場ではたらく人々の仕事」の単元構造

10 月から 11月にかけて，小

単元「工場ではたらく人々の仕

事」の学習が行われた（表

２）。 

第 1時の豆腐工場の見学後，

①製陶工場との比較をした。②

豆腐工場で働く人々は全身真っ

白なのか③食べ物を作っている

人はなぜ白いか④豆腐工場が豆

腐のことで大事にしているこ

と，⑤おいしさの秘密，⑥他の

豆腐工場と比べてこの豆腐工場

－ 2 －
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のこだわりを見つける，⑦それぞれの豆腐工場の良さ，⑧機械を使って心をこめるってどうする

のか，⑨豆腐工場の学習の感想の順に学習がすすめられた。 

2-4「豆腐工場が豆腐のことで大切にしていることはなんだろう」の授業

表 3 10 月 28 日の授業の流れ

 10 月 28 日の学習の流れである（表

３）。本時では，豆腐工場で観察した内

容を基に，試食の体験，工場での説明，

そして子どもたちの生活経験による発言

が記録されている。 

教師は，「みんなどう思う」，「で

は，続けていきましょう」と発言を促す

ことが主で，話題の進行を進めることは

なかった。子どもたちの発言に従って学

習をすすめたため，12と 16 のように，賞

味期限の問題等，同じ話題が繰り返され

ることがあった。 

18 の内容の中から 8番目，17番目，18

番目の場面の分析を中心に行う。 

分析の１では，8番目の「ひびが入った

り，割れたりしないように丁寧に豆腐を

作る」を扱う。豆腐工場の見学という経

験的な知識に導かれながら，対象を分析した結果としての答えを発言する過程を明らかにする。 

分析２では，豆腐工場の説明の話から，17番目の「３万丁作るが，豆腐を置く場所がないの

で，どうするか」という子どもたちが問題解決に取り組む場面の分析を行う。見学した知識を大

切にして，共通の困難に向かうため，対立をつくりながら，新しい知識の発見に向かう場面の分

析を行う。 

分析３では，18番目の，３万丁の豆腐の行方について，既有の経験的なあるいは，科学的な

知識にみちびかれながら，対象を分析した結果として答えを発言する場面の分析を行う。 

分析４では，「相互の力を出し合って困難を突破」することことができた，子どもたちの原動

力ついて分析を行う。 

⒊ 結果

3-1 経験的な知識に導かれ対象を分析

教師の「豆腐のことで，他に大事にしていることは無いだろうか」という発問の学習である

（表４）。184 さくら「はるきさんと，このみさんと，めいさんと同じで，ひびが入らないよう

に大事に作ると思います」と発言をした。この前に，76はるき「割れとる豆腐…割れとる豆腐

ばっかやと，ちょっとなんか…あんまり…割れやんように大事に作っとる」，78めい「豆腐に

ひびが入らんように」,81 このみ「ひびが入らないように大事にしていると思います」と発言し

ており，さくらは，この３人の発言に共感して，発言することができた。 

－ 3 －
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184 さくら，187 あいみの発言においては，主語が明確ではない。そこで， 188C「機械

が？」，189 はるき「機械が乱暴に・・・」という発言があり，大事に作っているのは，機械で

あることが確認された。そして，それを受けて，200 かいり，203 さくら，213 しょうこらが，

機械がやさしく扱うことを発言した。 

表 4 機械が丁寧に豆腐を作る 

次にさくらは，203 で「パッケージに入れるときは，機械が入れるやんか。手で入れるのにや

さしく豆腐を入れるから，やさしく豆腐を扱ってるんじゃないかと思う」と述べた。機械のやさ

しさと，手でやさしく豆腐を扱うことと関連づけて考えることができた。また，水の中に入って

進んでいく豆腐を見たことから，211 あいみ「あそこで汚れを落としたり，豆腐に最初は付いて

なかったけど，だんだんついてきたごみを取っているんだと思います」と発言した。水の中を運

－ 4 －
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ばれる様子からごみが取られていると関連付けた。さくらとあいみは，既有の経験的な知識，あ

るいは，科学的な知識にみちびかれながら，対象を分析した結果として発言することができた。 

表４では，観察した内容と気づきが 12回あった。多くの子どもたちにとって，機械がやさし

く扱うことが印象的であった。工場見学による気づきが生まれることができた。 

3-2 共通の困難に向かうため対立による知識の発見

表 5 豆腐の生産数への疑問 

225 うらら「豆腐。もし，残って売れやんかったら賞味期限が来てしまうから」と発言したこ

とから，豆腐の製造数が話題となった（表５）。そして，229 はるきは，豆腐屋の水谷さんから

聞いたこととして３万丁を作ることを発言した。３万丁と聞いたうららは，238「そんなに作っ

て豆腐がおけやんやん」と疑問を述べた。238 うららと，240 かいりは，経験と知識を活用して

店には，３万丁の豆腐を置くことができないことを見学から推察した。一方，はるきは 241「豆

腐屋さんの人は，売るって言っとったで」と発言をした。これは，はるきが見学で聞いた自信の

ある発言か，また，豆腐は置けないけど売るって言っとったという矛盾に対する疑問を感じた発

言かは明確ではない。 

そこで，豆腐が置けないということと，売るって言っとったということから，子どもたちは問

題を解決しようとした（表６）。245 けんた「だから，３万丁を，３万丁で作ったら，それでほ

とんどのやつが割れとって，それでほとんど割れてないのがあって，それで，あれ，置けないか

ら，あれ，食べてて，それで，あれもうおけるくらいまで食べとって，それで，それで…」の発

言があった。250 たすく「半分ぐらい食べて，半分ぐらい…」と発言した。けんたとたすくの 2

人は，余った豆腐を食べるという発言である。 

半分食べるという発言は，唐突であり根拠が明確に述べられていない。工場見学において，割

れていた豆腐が多いということが，印象的であったと考えられる。けんたは，豆腐工場の一部に

－ 5 －
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ある直売所のケースの中の名水豆腐とひびの入った豆腐が，それぞれ数十丁入っていた様子を観

察したのではないか。名水豆腐と同じぐらいか，またはそれ以上のひびの入った豆腐が入ってい

たので，多くの豆腐にひびが入ると考えた。そして，ひびの入った豆腐は売れずに残るので，そ

れを食べるという解決の方法を考えたのではないかと考えられる。 

表 6  3 万丁の豆腐の行方 

しかし，はるきから，257「作ったとき余ったやつは全部食べている」という発言があったこ

とから，他の子どもたちは３万丁をなんとかしなければと解決の方法を考えた。261 うらら「け

どさ，持って帰っとるんちゃう？」，265C「お弁当に」， 270C「昼ごはんでたべればいい」と

いった発言である。 

それに納得しなかったのは，さくら，うらら，かいりである。264 さくら「豆腐のみで食べる

わけないやん」，268 うらら「だって，そんなに食べれやんやん」という発言をした。かいり

－ 6 －
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は，251，254，258 と「えっ」と 3回発言をしたが，269 かいり「弁当で食えばええやん」とも

発言した。 

うららは，261 で持って帰ると発言したが，268 でそんなに食べれないと，考えを変更した。

これは，264 さくら「豆腐のみで食べるわけないやん」という発言に影響を受けたと考えられ

る。うららは，264 さくらの発言から，この問題と自分の生活とをつなげて考えることができ

た。話し合いを通して，うららの思考が深まることができた。 

工場の見学では，次々に作られる豆腐を機械がパッケージに詰めているということ，工場の直

売上では，壊れた豆腐と，良い豆腐が売られているという事実を見てきた。そこから，子どもた

ちは，３万丁の豆腐の行方という問題に真剣に向かい合い，限られた情報と自らの経験から話し

合いを通して問題を解決しようとした。一方，教師は，途中で言葉をはさむこともなく，そのま

ま学習を継続させた。 

3-3 経験的、科学的な知識に導かれ対象を分析した結果

表 ７ 大型ショッピンセンターで売られている豆腐 

残った豆腐を全部食べるという考え方が多く出されてから，272 あいみ「そんなに食べるんや

ったら，３万丁も作らんでいいと思います」と発言した（表７）。すると，たすくは，274「あ

っ！わかった！ピアゴとかにも売っとる」と発言した。他の子どもたちからも，278C「ああ

－ 7 －



問題解決学習における学びの成立について 

－小学校 3年総合的な学習「大豆大作戦」の実践を通して－ 

- 8 -

～！」，279C「同じ」という発言があった。表６で，「豆腐のみで食べるわけない」という意見

が出されても，「食べる」という意見は容易にくずされなかったが，ピアゴやジャスコの話が出

ると賛同の声があがった。豆腐を食べるという発言に対して，子どもたちは，懐疑的であったと

考えられる。 

一方，281 みどり「豆腐屋さんで売れ残ったやつは，他の店でも売っとると思います」の発言

から，豆腐の販売は，工場の直売所が中心であり，売れ残りを他の店で販売すると考えていた。

みどりのように，考えている子どもたちが存在するのではないか。 

また，あいみは，287「ピアゴなかったで」と発言をした。店で売っていることに自信がない

ようである。289 はるき「あるときと，ないときとあるんちゃう」という発言に対しても，290

あいみ「昨日見たけど，ないで」と大型ショッピングセンターで豆腐を見ていないと発言した。

自分の見たことを基にして発言していた。 

３万丁の豆腐の行方は，解決されたかのようであるが，本当にピアゴやジャスコに販売されて

いるか，また，直売所での売れ残りが販売されているかという問題が残った。教師は，292「ま

だ言えなかったって言う人？じゃあもう少し今度の時間出そうか」と次時の予告をした。残され

た課題を整理するのではなく，発言できなかった人として次時につなげた。

3-4 共通の困難に向かうことのできた追求の力

3-4-1 体験をもとにした発言から生まれる共感

豆腐を壊さないように機械がやさしく豆腐を扱っていることに気づくことができた（表４）。

さくらは，184「はるきさんと，このみさんと，めいさんと同じで，ひびが入らないように大事

に作ると思います」と発言をした。そし

て，それに続いて，187 あいみ，191 は

るき，192C，193 けんた，200 かいりら

の 5人から「やさしく」，「丁寧に」とい

う発言があった。そして，発言に対して，

他の子どもたちの発言を聞き，共感すると

いう場面が表れている。共感されること

は，発言に対する喜びである。これらは，

同じ経験から，得られた共感である。  

 今回は，豆腐工場の見学という共通の体

験が基になって，このような共感を得るこ

とのできる発言となった。 

3-4-2 働く人に寄り添った思考 

本実践では，「豆腐のことで大事にして

いることはないだろうか」という発問か

ら，問題解決学習が始まった。発言番号１

から 291 までの子どもたちの発言から，大

事にしていることの内容を書き出した（表

８）。62あいみ「来てくれたお客さんに，

わかりやすく説明すると思います」では，

表 8 豆腐のことで，大事にしていること 

（発言番号１から 291 まで） 

発言番号 発言者 発言内容 気持ちを表す言葉

30 うらら 機械だと思います。

52 るり 不清潔（不潔）をなくすため。

57 るり ゴミとかを入れないようにする。

62 あいみ 来てくれたお客さんに、わかりやすく説明すると思います。 わかりやすく

72 ゆか
材料を大切にしないと味が悪くなるから、材料を大切にしてい

ると思います。
大切に

74 かえで
豆腐を作っているときに、菌とかは入っていたら買う人が嫌に

なるから、豆腐を作る前に消毒をする

76 はるき
割れとる豆腐…割れとる豆腐ばっかやと、ちょっとなんか…あ

んまり…割れやんように大事に作っとる。
大事に

78 めい 豆腐にひびが入らんように。

81 このみ ひびが入らないように大事にしていると思います。 大事に

82 かいり 味を大事にしている。 大事に

85 はるき 豆腐本来の味。

86 かいり そう。うまい豆腐。

100 みどり

例えば、大豆とかに虫がついていたら、ダメだから、そのまま

豆腐に入ってしまうと(聞こえない…)しまうので、材料を大切

にしていると思います。

大切に

104 はるき
虫がついとった時、そのまま入れると、絞る時虫の汁が入って

しまう。

113 (あいみ)その日までに食べて下さいって。

115 ゆうすけ
賞味期限が過ぎていたら、えっと、えっと、えっと過ぎとると

…過ぎとると、ええっと…不良品になる。

117 ゆうすけから、賞味期限を大事にする。 大事に

184 さくら
はるきさんと、このみさんと、めいさんと同じで、ひびが入ら

ないように大事に作ると思います。
大事に

187 あいみ
例えば、豆腐を傷をつけずに、欠けたりせずに、やさしく、な

んか扱う。
やさしく

200 かいり
えっと、機械が、俺らが見学行ったときは、機械がやさしく

扱っとった。

機械が

やさしく

213 しょうこ
あいみさんと同じで、豆腐は少しでも、なんかやわらかいもの

だから、なんか割れたりするかもしれんで、やさしく扱う。
やさしく

225 うらら
豆腐。もし、残って売れやんかったら賞味期限が来てしまうか

ら。
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説明にわかりやすくが加わっている。81このみ「ひびが入らないように大事にしていると思い

ます」では，大事にがある。200 かいり「・・・機械がやさしく扱っとった。」では，やさしく

が加わっている。物事の説明に，気持ちや様子を表す言葉が入っていることは，子どもたちが豆

腐屋で働く人の気持ちに寄り添おうとしているのである。 

 このような働く人に寄り添うことのできる発言は，どのような学習に支えられるのだろうか。

第１に，豆腐工場の見学において，働く人々の姿を見るということがあった。 

第２に，教師の「豆腐のことで大事にしていること」の発問自体が，働く人の気持ちを考える内

容である。その発問を基に子どもたちは発言したのである。 

しかし，発問がそうであっても，子どもたちの中に働く人たちに寄り添う気持ちがなければ，

大事にとか，やさしくといった言葉を発することはない。単元構想や本時以外の学習の中に，指

導者の意図がある。7月から翌年の 2月まで大豆に関する学習を行う総合的な学習の取り組みも

影響していると考えられる（表１）。 

大豆を育てるために，子どもたちは大切に育てようとする気持ちが育まれる。大豆を加工して

豆腐を作る段階において，育てた大豆にも思いを馳せる子どもがいる可能性がある。豆腐を作る

工場の見学だけでは感じることのできない学習である。 

また，10月 8日の工場見学後，10月 14 日に製陶工場と豆腐工場との比較学習を行った。その

後の，10月 16 日，19 日，23 日の３日間にわたって，豆腐工場や食品工場で働く人は，白い服

装であるかを話し合う学習を行った。10月 28日の逐語記録に，この白い服装について教師の発

言がある（表９）。 

豆腐工場や，食品工場で働く人は，白い服装であるかについての 3回の話し合いを通して，白

い服は，「汚れたら着替えられる」，「見やすい，わかりやすい」，「食べる人が嫌な気持ちに

なる」と言った発言があった。この話し合いの主人公は，工場で働く人である。白い服を着る人

の気持ちを考える学習を通して，白い服の謎を明らかにすることができた。話し合いを通して，

働く人が，食べる人が嫌な気持ちにならないよう，消費者に配慮していることを理解した。 

⒋ 考察

4-1 経験的な知識にみちびかれ対象を分析

豆腐工場の見学という共通の経験を基 

に話し合いを行うことで，子どもたちの

発言の中に共感が生まれる。機械のやさし

い動きに気づき発言したことから，同様の

気づきが発現された（表４）。このよう

に，他の子どもたちに共感された喜びが，

次の発言の原動力になり発言を促し，また

追求の力が強くなる（表８）。 

そして，多くの共感により自信をもつこ

とができた子どもたちは，安心して対立を

作ることができる（表６）（表７）。対話

的な学びには，批判的な思考や発言に関心 

表 9 食品工場で働く人はなぜ白い服装であるか

（教師の発言） 

－ 9 －
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が向きがちであるが，その基盤として信頼関係の構築が必要である。豆腐工場の見学という共通

の体験から，共感を生む発言がうまれ，問題解決に取り組むことができる。 

一方，総合的な学習では，必ずしも同じ経験を行うことができない実践がある。そのような場

合にも，最初の学習において，その事柄に対する問題意識を共有することが必要である。 

4-2 共通の困難に向かうため対立による知識の発見

「３万丁の豆腐を作る」ことと，「店に豆腐を置くことができない」という解決すべき問題が

生まれた（表５）。そこで，３万丁の豆腐の行方に対して話し合いがされた（表６）。 

「豆腐のみで食べるわけない」，「そんなに食べれやんやん」という疑問の声がある中で，問

題を解決しようとする 11回の発言があった。子どもたちは，限られた情報と自らの経験を基に

して，対立しながら問題を解決しようとした。 

4-3 経験的，科学的な知識に導かれ対象を分析した結果

無駄とも感じられる混沌とした話し合いの後の，あいみの 271「そんなに食べるんやったら，

３万丁も作らんでいいと思います」という発言は，子どもたちの心に素直に入ることができた

（表７）。たすくが 274「ピアゴにも売っている」と発言したことにより，さまざまな場所で販

売しているのではないかということに気づくことができた。あいみの論理的な思考と，たすくの

経験からの話により，問題が解決された。問題解決のために，経験的，科学的な知識に導かれな

がら，対象を分析した結果である。 

しかし，答えが導かれたことが成功ということではない。「割れた豆腐を食べる」が，最終的

な回答であっても，問題解決に努力をした成果である。総合的な学習では，どのような答えが得

られても，子どもたちが，共感し，対立し，話し合いを重ねたことが成果である。 

4-4 共通の困難に向かうことができた追求の力

工場の見学では，何をどのような工程で作るかに焦点が向きがちであるが，工場により作業工

程が異なり，知識として得る内容は明確ではない。では，工場で働く人々の姿を学習することの

意味はなんであるのだろうか。それは，工場で働く人の姿に対面することと，工場で働く人から

直接話を聞くことにより，単に生産しているだけではなく，働く人々が消費者のことを考えて生

産していることを知ることである。そこから，働く人への共感の気持ちが生まれる。共感するこ

とにより問題解決学習の追求の力が生まれる。子どもたちの個人の問題の解決ではなく，働く人

の問題を解決するという共通の課題があるとき，よりよい解答を得るという共通の問題となり，

異なる意見による対立を乗り越えることができるのである。対立により，多様な考えを知り，新

しい知識を得ることができるのである。 
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教材作品における 翻 案
アダプテーション

についての一考察

－高等学校「文学国語」所収教材を例に－

松村 美奈

1．はじめに

新学習指導要領の告示（平成 30年 3月）以降、高等学校でも順次新教育課程に切り替わり、

2025 年 1月の大学入学共通テストでは、新課程の範囲における試験内容が出題されるようにも

なった。 

 新学習指導要領における大幅な科目再編は、これまでの高等学校国語教育での様々な課題を解

決するために行われてきた。全 6科目のうち、共通必履修科目 2科目として「現代の国語」（2

単位）「言語文化」（2単位）が設定され、選択科目 4科目は「論理国語」「文学国語」「国語表

現」「古典探究」（各 4単位ずつ）が配置された。特に「文学国語」と「論理国語」に分けられる

ことになった際には、様々な議論が起こっていたことは記憶に新しい。(1) 

 特に、新学習指導要領における「文学国語」の記載の中で、「指導事項」及び「言語活動例」

として「翻案」という語が散見されている事がわかる。これまで「書き換え」等の表現は見られ

たが、あえて「翻案」という語を用いている点は大変興味深い。 

『日本国語大辞典精選版』によれば、「翻案」とは、「自国の古典や外国の小説、戯曲などの大体

の筋・内容を借り人情、風俗、地名、人名などに私意を加えて改作すること。」と解説されてい

る。 

本稿では、この「翻案」をキーワードに、教材の在り方について検討する。特に、高等学校用

検定教科書における教材配置及び指導事例などを概観することで、改めてこの科目の意義を見直

してみたい。なお、扱った検定教科書の中では、「翻案」を「アダプテーション」と説明してい

るものも見られたため、本稿の題名中の「翻案」の語には、「アダプテーション」とルビを付し

た。また、文中の「学習指導要領」からの引用文は、全て『高等学校学習指導要領（平成 30年

告示）解説（国語編）』(2)を使用した。文中では以下『解説』と記す。 

2．「文学国語」の科目特性について 
 平成 30 年度告示の学習指導要領（国語）で示される「文学国語」という科目の性格は、『解

説』では以下の通りに説明される。 

共通必履修科目である「現代の国語」及び「言語文化」により育成された資質・能力を基盤

とし、主として「思考力、判断力、表現力等」の感性・情緒の側面の力を育成する科目とし

て、深く共感したり豊かに表現したりして、書いたり読んだりする資質、能力の育成を重視

している。（中略）この科目では、読み手の関心が得られるような、独創的な文学的な文章

を創作するなどの指導事項、文学的な文章について評価したりその解釈の多様性について考

察したりして自分のものの見方、感じ方、考え方を深めるなどの指導事項を設けるととも

に、課題を自ら設定して探究する指導事項を設けている。(3) 

また、上記のような説明とともに、位置づけとして「特に、文化としての言語、多様な言語芸術 

や芸能などの価値に重点を置き、理解したり尊重したりすることにとどまることなく、自らが継 

承、発展させていく担い手としての自覚をもつことを目指」す教科であることがわかる。(4)
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また、「文学国語」「書くこと」の指導における【言語活動例】では、「翻案」について 

ウ 古典を題材として小説を書くなど、翻案作品を創作する活動。

と示される。（傍線部分は筆者により。以下同じ）この説明について、『解説』では以下のように

述べる。(5) 

翻案作品を創作するためには、基になる文学作品を客観的に、分析的に読む必要がある。た

だし、この言語活動では書き手が基の作品から読み取った内容が、読み手に効果的に伝わる

構成や表現の工夫をすることに重点を置く。 

古典を題材として小説を書く場合、まず題材となる古典には、それ自身がもつ特徴的な世界

観や背景、設定、表現などがある。ここでの翻案とは、現代語訳のような単純な置き換えと

は異なり、題材となる古典が元来もっているものを損なわずに、作品としての新規性を出す

ためにどれくらいどのように変えるのか、ということも含めて書き手に委ねられており、文

学的な文章の創作を行う活動だといえる。（中略） 

作品を翻案するということは、古典の表現と近代以降の文章による表現を行き来し、それぞ

れの言葉や表現のもつ意味を比較し分析することとなり、自由な発想で一から創作を行う場

合とは違う視点をもって、言葉や表現の特徴を捉えることができる。 

我が国の言語文化においては、しばしばこうした翻案が新しい言語文化を担う行為として機

能してきた。口承文芸だけでなく、和歌の本歌取りや謡曲などもまたその産物といえる。近

世や近代以降の小説の多くもまた我が国や中国の伝統的な言語文化を基にしていることは言

うまでもない。このような背景を踏まえ、翻案という言語活動を通して、言語文化への理解

を深め、読書活動に生かしていくことも大切である。 

さらに、「読むこと」の指導では、「翻案」は、指導事項及び言語活動例として以下の通りに示さ

れる。 

【精査・解釈】ウ 他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察すること。 

なおそれぞれの解説としては以下の通りである。(6) 

一つ一つの作品を吟味・検討するだけでなく、他の作品と比較することによって、その作品

の文体の特徴や効果を明らかにすることが可能になる。例えば「文体」という観点で翻案小

説とその原典とを読み比べることによって、それぞれの特徴やその効果を吟味することがで

きる。文体の特徴や効果について考察するには、他の作品と比較するほか、例えば、作家論

や作品論のように、研究の成果として明らかにされている事柄を検証する方法が考えられ

る。 

【言語活動例】ウ 小説を、脚本や絵本などの他の形式の作品に書き換える活動。 

原典となる作品を書き換える過程には、字数の制限や対象となる読み手の制限など、何かし

らの制約が発生する。この制約やあるために、生徒は原典の作品と向き合い、作品に描かれ

ている書き手のものの見方、感じ方、考え方について考えを深めることになる。なお、我が

国の言語文化においては、こうした書き換え（翻案）が新しい言語文化の担い手として機能

してきた。こうした言語活動を通して、言語文化への理解を深めていくことも必要である。 

 このように、『解説』では、「翻案小説」という一ジャンルを通して、言語文化への理解へと結

び付けたいという明確な狙いが現れている。 

紅野謙介は『国語教育 混迷する改革』（ちくま新書）の中で、今回の学習指導要領を基に示
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された指導計画例を概観しながら、「文学の概念があまりに狭いことに驚」かされたと指摘しつ

つ、「これは文学部日本文学科とか文芸学科とかで扱う『文学』ではないでしょうか。それを普

遍化して高校生たちに学ばせる必要があるのか、はなはだ疑問に思」うと述べている。すぐれた

評論やエッセイは広義の意味でも「文学」であるため、複数の資料をまたぐ必要があるにも関わ

らず、「選択科目」にしてしまうことで統合的な教育の機会が奪われる、という懸念を抱いてい

る。 

 確かに紅野の指摘は正しいが、「文学国語」に掲載される教材で、いかに指導するかは、各教

員の、教材への向き合い方にもよるものである。今後「選択科目」としてどのような指導が可能

であるのかは、検討の余地があろう。しかし、今回取り上げた「翻案小説」という切り口は、高

校生に対しての文学の入口としては十分に活かせる教材となり得るのではないだろうか。 

3．検定教科書における「翻案」教材について

では次に、現行の教科書で扱われている「翻案」教材を概観していきたい。 

現在、「文学国語」の検定教科書は全 8社で取り扱われている。その全社で、「翻案」や書き換

えについての教材またはコラムが確認できる。以下に教科書会社ごとで「翻案」を扱う部分につ

いて概要をつけた。 

教科書会社名（検定済年令和 4年） 教材名・コラム概要 

701 東京書籍 『文学国語』 Ⅰ部〈小説 4〉の中の教材としては、安部公房「鞄」・角田光代

「あの日」を取り上げている。 

【言語活動】として「翻案作品を創作する」というコラムを配置。 

「翻案」の際に必要な「作品の読み込み」「伝え方の検討」につい

て説明し、翻案作品の創作へ導く。 

702 三省堂 『精選文学国語』 〈五 翻案〉教材は、佐野洋子「ありときりぎりす」〔参考〕「セミ

とアリ」 

翻案小説の魅力について考える／古典を題材にして翻案小説を書く 

という単元目標を掲げ、読み比べをさせる課題を提示する。 

さらに〈学びをひろげる〉として「翻案作品をつくる」ことを課題

とし、具体的な教材『大和物語』「姨捨」を挙げ、翻案作品の創作

へ導く。 

703 三省堂 『新 文学国語』 Ⅱ部〈9 作品の変貌〉「言語文化の可能性を追求する」 

教材は、安部公房『鞄』をとりあげ、「作品の理解を翻案して表現

する」という探究学習を課している。 

森見登美彦訳『竹取物語―かぐや姫の昇天』をとりあげ、「作品の

原作と翻案を比較して読む」という探究学習を課す。「古典文学を

現代の視点から解釈して読む」という視点から、マンガ古典文学と

の比較の試みや、映画としての企画書作成など、二次的創作への挑

戦を促す。 
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704 大修館書店『文学国語』 第Ⅰ部〈3小説（二）〉教材は中島敦『山月記』を取り上げてい

る。 

探究学習「翻案が広げる世界」として、中国の「人虎伝」との読み

比べを通して違いを整理する。さらに森見登美彦の翻案作品『山月

記』を紹介し、翻案作品への理解を促す。 

705 大修館書店『新編文学国語』 第Ⅰ部〈4名作を読む（一）〉教材は中島敦『山月記』を取り上げ

る。 

【文学の窓 3】「生まれ変わる文学」の中で、「山月記」の翻案のリ

レーのつながりを概観しつつ、翻案の一種である「パロディ」や作

品の映像化について概説し、翻案への理解を促す。

706 数研出版 『文学国語』 第 1章 教材は中島敦『山月記』を取り上げている。 

探究学習として、李景亮「人虎伝」との「比べ読み」を促す。 

「古典と現代語訳」として『源氏物語』の現代語訳版与謝野晶子・

谷崎潤一郎・角田光代の文章と、橋本治『窯変源氏物語』の文章を

取り上げ、ここでも「比べ読み」を促している。

707 明治書院 『精選文学国語』 前編〈3文学の境界を広げる〉教材としては安部公房『鞄』をはじ

めとして星新一『地球から来た男』、江戸川乱歩『押絵と旅する

男』、永井均『マンガは哲学する』などの作品を取り上げている。 

【単元の言語活動】の中では、さまざまなメディアの中にある文学

作品を発見しつつ、「アダプテーション」という語を使用しながら

読み比べやメディア表現について考えるよう促している。 

708 筑摩書房 『文学国語』 「書く」実践②「詩歌から発想を広げ、小説を書こう」の中で、和

歌から小説を創作させる取り組みを促す。 

「書く」実践④「創作の背景について調べよう」の中に「翻案」の

説明がされる。 

709  第一学習社『高等学校文学国語』 

710 第一学習社『高等学校標準文学国語』 

第Ⅱ部 中島京子『富嶽百景』を教材として取り上げる。 

コラム「文学のしるべ 模倣と創造」の中では、「翻案」ではな

く、あえてフランス語「パスティーシュ」という用語を概説し、太

宰治がその名手であったことを説明する。 

「創作をする」【言語活動】「古典を基にして物語をつくる」という

活動の中で、『伊勢物語』「筒井筒」を基に 1600 字の物語を書くこ

とを課している。 

711 桐原書店 『探求文学国語』 Ⅰ部 教材として中島敦『山月記』を取り上げ、「人虎伝」との比

較から「翻案」を学ぶ。 

さらに【活動のプロセス】「書く」では、「古典作品を翻案する」と

して、古典を題材として、新しい作品創作の試みを促す。その際、

翻案の例として上田秋成『雨月物語』「夢応の鯉魚」を提示してい

る。 
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上記は、全ての教科書内容を調査し、大枠で「翻案」について触れている教材、説明している

コラム、言語活動をピックアップしたものである。全社を検討すると、「翻案」については、そ

のまま「翻案」とするものや、「アダプテーション」「パスティーシュ」「パロディ」などの用語

解説をするものなど様々である。ほぼ全社を通して、作品教材を読み比べ、翻案作品を創作させ

る言語活動を取り入れたものとなっている。つまり、検定教科書では、翻案作品を教材に据え、

自ら創作することによって、「翻案」の意義を学習することをねらいとしていることがわかる。 

さらに、「文学国語」の教材作品を「翻案」という視点からみると、古典文学も近現代文学も

時代を超越して相互に享受し合える教材が揃っているといえる。上記の表からも、古典文学を翻

案した現代文学を並列し、各作品の魅力を読み取ることができるよう工夫されている。 

 一方で、これまでどおり、定番教材である中島敦『山月記』と『人虎伝』との読み比べからの

「翻案」創作へ結び付けているものが目立つ。しかしながら、新しい試みとして、中にはマンガ

などのメディアと絡めた翻案教材を提示するものもあり、工夫の凝らされた教材も揃っている。 

「翻案」小説の読み比べや翻案作品の創作という活動は、「小説」への入口として十分機能する

意義のある活動なのではないか。 

以前筆者は古典作品を「自分の言葉で書き換える」言語活動を「国語総合」の授業の中で行

い、その成果を紹介したことがある。(7)拙稿でも記したが、「主体的に作品を再構築することか

ら、本文の理解を深めることができる」活動こそが、翻案活動だと考える。先の紅野謙介は、小

説について次のような私見を述べている。 

物語はジャンルをはみ出して、さまざまに翻案され、置き換えられ、社会の隅々に広がって

いるのです。小説はそうした物語を踏まえながら、絶えず逸脱し、ストーリーに収まりきら

ないディテールや錯綜する多様性に目を向けていきました。ここに小説の栄光があり、小説

というジャンルの際立つ意義があるのです(8) 

新学習指導要領では、「文学国語」科目で位置づけられるようになったが、多様なメディア作品

も併せて「翻案」を探究することで、改めて「小説」自体に関心を持ち、自分なりの読みを深め

ていけるのではないか。 

4．創作としての「翻案」指導例について

こうした翻案教材における指導例については、愛知県総合教育センター「授業研究 2」が参考

になる。(9)三省堂『精選文学国語』掲載の、単元名「翻案小説を書こう」（佐野洋子「ありとき

りぎりす」）「書くこと」の指導例である。「授業のねらい」「学習活動」の概要は以下の通りであ

る。 

1時限目 「翻案小説と原作を比較し、共通するテーマと異なる主張を読み取る」 

①佐野洋子の翻案「ありときりぎりす」を読み、原作と比較。 

②原作の「ありときりぎりす」と共通するテーマは何かを考える。 

③翻案発表時の時代背景を日本史や現代社会の授業で学んだことと関連させなが

ら、想像する。翻案作品に現れた原作とは別の寓意や主張を読み取る。 

2時限目 童話を一つ選び、翻案小説を書く 

④「うさぎとかめ」「嘘をつく子ども」「北風と太陽」の中から一つ選び、原作か
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ら読み取ることができる寓意を考える 

⑤原作とは異なる見方で書き換えることができないか検討。 

⑥主人公を書き換える、結末を書き足す、原作にはない第三者を登場させる、な

どの方法を使い、原作のあらすじを踏まえながら異なる寓意的解釈ができる文章

になるように構成を工夫して各自で翻案する。 

3時限目 相互に評価しあう・振り返りアンケートに記入する。 

⑦生徒 4～5人でグループをつくり、それぞれの作品から読み取った主題をワー

クシートに書き込む。（後略） 

その他具体的な学習活動についてはアンケートでは ICT を活用するなど、様々な工夫がなされ

ている。 

 本指導例で重要なことは、「書く」前に「読む」こと、つまり、テーマの読み取り・寓意理解

の時間を取った上で、「書く」という点である。添付表示されているワークシートを見ると、生

徒が細かく読み取り作業を行っている過程がよく分かる。さらに、書く作業においても、書かせ

るだけでなく、「視点を変えて翻案する」といった指示を与え、アイデア・表現・下書きといっ

た工程を経て書き上げるという「仕かけ」がなされており、生徒はその工程に従って考えをまと

めていくことが出来るよう工夫されている。 

本指導は、「書くこと」の指導の一つとして行われたものである。しかし、こうした授業展開

の一例を見ても分かるとおり、「翻案」が物語や小説を読み解く切り口になり得る重要な指導の

一つであることはいうまでもない。特に言葉・語をどのように置き換えていくか、的確な語を探

すことは必至である。また登場人物の視点の位置をどう変化させていくかなど、様々な観点から

独自に考えなければならないため、作品を読み込む力を養う事につながっていくことになる。

『精選文学国語』では、佐野洋子の「ありときりぎりす」を読解したのち、創作を促す教材とし

ては『大和物語』「姥捨」を位置づけている。『大和物語』は平安時代の歌物語であり、あえて現

代小説と並列することで、時代を超越して「翻案小説」を理解できるよう工夫されている。(10) 

５．森見登美彦著『山月記』の翻案から学ぶこと 

 最後に、現代の翻案作品と教材との関わりに目を向けてみたい。先にも触れたが、「文学国

語」で必ず取り上げられている定番教材の一つが、中島敦「山月記」である。森見登美彦は中島

の『山月記』触発され、翻案小説としての同名小説『山月記』（『新釈走れメロス』（角川文庫）

所収）を著した。この作品は検定教科書（大修館書店『文学国語』）でも紹介されている。 

森見登美彦自身は、『山月記』を書くことにした理由を、次のように述べている。(11) 

一つは、孤高の腐れ大学生を主人公にして、「山月記」を書くというあまりにも魅力的な提

案に、どうしても抗えなかったこと。もう一つは、こういった古典的名作の書き換えは「物

語を書く」という商売では、むしろ王道であるはずだと思ったこと。最後の理由は、もし誰

かに叱られたところで失うものは何もなかった、ということである。 

さらに同氏は、翻案することについても面白い指摘をしている。 

自分で書き直すつもりで名作を読むようにすると面白い。自分ならばこの名作をどのように

書き直すだろうか。その小説のどんなところが捨てがたいか、この登場人物はどんな人間に

置き換えられるか、その小説のどんなところが現代に通じるのか（後略）。 
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 森見の上記の指摘は、「翻案」を学ぶ上での重要なポイントをおさえていると思われる。中島

敦『山月記』を読解した上で、森見登美彦版『山月記』を読むと、登場人物の誰がどのように変

化しているか、主題がどう変化しているか、を読み取ることで、双方の違いに触れながらも「翻

案小説」の書き方も学ぶことが出来そうである。 

森見の作品では、孤高の「李徴」が「斎藤秀太郎」という人物として描かれ、「虎」ではなく

「天狗」へ変身する。エリート官吏の袁傪は「京都府警の夏目孝弘」として設定される。変身の

理由については、「今の俺は、万人を軽蔑する中身のない傲慢が、ただ人の形を成しているだけ

のものだ。だからこそ俺は天狗なのだ。」という言葉で書き換えられており、巧みな翻案小説と

して仕上がっている。中島敦の『山月記』は漢語の多様（格調高雅、意趣卓逸など）も特色の一

つであるが、こうした部分も森見は「桃色遊戯」「杯盤狼藉」「猫視眈々」などの熟語をちりばめ

ている。 

 佐野洋子の「ありときりぎりす」のみならず、現代小説を教材として多用し、翻案小説のモデ

ルとして読み比べていく活動も今後は有効ではないだろうか。ちなみに森見は『走れメロス』や

『藪の中』などの翻案小説も創作しており、今後の国語教材として有用かと思われる。 

６．まとめ 

 本稿では、「文学国語」における「翻案」教材について検討した。検定教科書では充実した教

材が掲載されており、「翻案」することから、様々な学びを得ることが可能な教材であることも

明らかとなった。今後はいかに生徒に「文学国語」を学ばせていくかが課題となるだろう。 

 新学習指導要領が告示される以前、「論理国語」と「文学国語」に区分けされることや「実用

性」にシフトした教材の増加について多くの議論を呼んだことは、先にも述べた。特に選択科目

となった「文学国語」については履修の難しさを説く意見も出されたという。この点について

は、以下の様な大滝一登の言説がある。(12) 

選択科目については、「論理国語」と「古典探究」を選択する学校が多く、「文学国語」が選

べないとする論調が多く見られた。この点についても、そもそも統計的なエビデンス（高等

学校は多様であるため、統計結果の評価も困難が想定されるが。）も示されておらず、また

選択主体が学校（自由選択科目の場合には生徒自身）である以上、学習指導要領自体を問題

視すべきかは疑問である。（後略） 

この大滝の指摘も一理あるが、今後高等学校ごとの履修状況を調査することも必要不可欠では

なかろうか。さらに大滝は、新学習指導要領では文学的な文章の教材としての有効性を高めるた

めにも「文学国語」など、教材として位置づけられた科目において適切に指導すべきであること

を強調しているとも指摘する。 

今回教材を検討して、教科書会社の努力と工夫により、読み応えのある興味深い教材が並べら

れていることを改めて知ることとなった。『指導要領』では「文学国語」の位置づけとして「翻

案という活動を通して、言語文化への理解を深め、読書活動に生かしていくことも大切である」

と記載されている。令和 5年度「国語に関する世論調査」によれば、1ヶ月の間で 62.6％の人が

読書しないという結果が出されたが、(13)「文学国語」の教材を入口として、少しでも本を「読

む」ことにつなげていく工夫が必要であろう。こうした教材の中でも、「翻案」の観点からの言

語活動は、文学と生徒の距離を縮める可能性があり、「文学国語」という科目の意義は十分認め
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られるのではないだろうか。 

今後は、「翻案」する言語活動を基に授業構想を作成し、その可能性を探ってみたい。特にマ

ンガなどの多様なメディアへの「翻案」の在り方も含めた授業構想も必要だと考えている。(14) 

また、最近は宝塚歌劇団の脚本・演出家の作品を例に、ヒロインの翻案とその享受について述

べた論考もみられ、(15)文学研究の動向として全体に「翻案」というキーワードが挙げられる傾

向が顕著である。今後は国語教育と文学研究の両面から検討をすすめていく重要な課題としてよ

さそうである。 

〈注〉
(1) 紅野謙介編『どうする？どうなる？これからの「国語」教育』（幻戯書房）2019 年の中で、「論理国語」「文学国語」

のを分けることについて様々な論者が意見を述べている。2019 年 9 月 17 日中日新聞夕刊「国語教育に文学は不要か上

下」の記事において、紅野謙介、中沢けいが、それぞれ私見を述べている。また、2020 年 7 月 15 日中日新聞朝刊「今
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ウィーンに響く六段の調べ

－ボクレット編曲『日本民謡集』のブラームスによる加筆修正の音楽的考察―

野中 亜紀

はじめに 

 数年前より、大学の出前講座にてクラシック音楽講座を担当している。その中で題材として、

日本音楽と西洋音楽の関わりを模索する中、自身の地元岐阜で興味深い絵に出会った。守屋多々

志画伯による屏風絵『ウィーンに六段の調（ブラームスと戸田伯爵極子夫人）』である。現在

は、大垣市守屋多々志美術館に所蔵されている。

図１ 守屋多々志『ウィーンに六段の調（ブラームスと戸田伯爵極子夫人）』 （大宮 1998: 
184） 

1980 年代、ブラームスの遺品に書き込みのある楽譜集『日本民謡集』が見つかった。これを 
日本の音楽学者大宮真琴氏が調査・報告し、その結果をテーマに 1992 年に守屋氏が本屏風を描

いたことを知った。

ブラームスの時代に、日本人女性がウィーンで筝を演奏したという事実に興味を抱き、自身も

調査を行った。詳細は本論にて述べるが、戸田伯爵極子夫人の演奏をもとに音楽家ボクレットが

『日本民謡集』を出版した。その後、本民謡集を手にしたブラームスが日本音楽の演奏に興味を

抱き極子に会い、書き込みを行いながら彼女の演奏を聴いた、これが守屋氏の描いた一場面であ

る。

 現在までに、戸田極子氏やボクレットの人物像、およびブラームスが民謡集に加筆を施した経

緯に関しては論文及び書籍が出版されており、調査が進んでいる。しかしながら、楽曲自体に関

する調査、例えばボクレットとブラームスが日本音楽をどのように編曲したか等、つまり楽譜の

音楽的な考察はあまり進んでいない。本稿では音楽的な観点から、これまであまり焦点が当てら

れなかった、ボクレット作『日本民謡集』の中から『六段の調べ』をブラームスの加筆修正の効

果を踏まえて考察を加えたい。
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1． 戸田極子伯爵夫人

岩倉極子（安政 4 1857 - 昭和 11 1936）は、岩倉具視の三女iであり、明治 4 年に戸田氏共

（安政元年 1854 - 昭和 11 1936）と結婚した。戸田氏は、美濃大垣最後の領主であり、戊辰

戦争では官軍として活躍、明治天皇から恩賞を授かった人物であった。大垣藩知事に任命された

後渡米、帰国後は伊藤博文の憲法調査団に加わり渡欧した。帰国した明治 16 年に授爵する。こ

の頃、東京の日比谷に鹿鳴館が建設され、華やかな舞踏会が催されていた。ここで妻戸田極子伯

爵夫人は、その美貌で人々を魅了し、鹿鳴館の花形の 1 人として知られていたという(大宮 
1998: 180‐181)。 
夫の氏共伯爵が駐墺全権公使に任命されたのは、明治 20 年 6 月 29 日であり、極子も 4 人の

子供とともにウィーンに渡った（萩谷  2021: 155）。極子伯爵夫人は、幼小の頃から山田流の箏

を師事していたii。3 年のウィーン生活の中で、友好親善を目的とした日本公使館で催されたパ

ーティーなどでも、日本から筝を携行し、演奏を披露していたと考えられる。そこには、政界人

や外交官のほか、当地の文化人も招かれていただろう。よって後述する音楽家ボクレットや、当

時すでに大作曲家でありウィーンの重鎮であったブラームスが、日本公使館での音楽を伴ったパ

ーティーに招かれたとしても不思議はない、と先行研究者である大宮氏は述べるiii。

 ウィーンでの生活の中で、極子は子供たちのために語学・一般教育の家庭教師を招いた。そこ

でさらに、音楽教育の専門教員も招こうと考えた。西洋音楽の中心地・音楽の都と呼ばれたウィ

ーンに身をおいたならば、母としては当然抱く想いだろう。

2． ハインリヒ・フォン・ボクレットと『日本民謡集』 

前述した音楽教師として戸田伯爵家に招かれたのが、ハインリヒ・フォン・ボクレット

Heinrich von Bocklet （1850-1926）であった。日本における知名度は決して高くないが、オー

ストリア人である彼は、ピアニスト、音楽理論家、作曲家として当時のウィーンでは著名な存在

であった。16 歳でピアニストとしてデビューし、ウィーン帝室師範学校でピアノ・オルガン・

音楽理論の教授職に就いていた。ボクレットの父親はシューベルトの難易度の高いピアノ曲「さ

すらい人幻想曲」の初演者であることから、親子ともにウィーンでは活躍していた音楽家であっ

たと推察する（萩谷 2021: 153‐154）。 
1888 年頃から、ボクレットは戸田伯爵家の音楽レッスンを担っていた。帰国後も戸田家には

外国製のピアノが存在していたことから（萩谷 2021: 154）、この時期に子供たちはピアノの手

ほどきを受けたと考えられる。おそらく彼はそのような家族間での交流の中で、また前述したよ

うなパーティーの中で、極子伯爵夫人の演奏する箏曲を耳にする機会があったのだろう。

当時のヨーロッパ音楽界は、民族音楽に題材を求め始めた時期であった。その対象はヨーロッ

パ諸民族にとどまらず、パリ万国博覧会の影響もあり、東洋にも関心が向けられた。このような

風潮の中で、ボクレットは 1888（明治 20）年に『Japanische Volksmusik』を出版した。タイ

トル和訳は「日本の民族音楽(日本民謡集)」である。 
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図２ ボクレット編『日本民謡集』表紙 （Bocklet 1888: 1） 

出版譜の表紙には題として、「Gesäng und Instrumentalstücke nach handschriflichen 
Originalen harmonisirt und zum Claviervortrag bearbeitet Prof Heinrich von Bocklet (ハイン

リヒ・フォン・ボックレット教授による、手稿をもとにピアノ演奏用に編曲された声楽曲と器楽

曲)」と飾り文字が入り、最上段には異なる書体で「Seiner Excellenz dem Herrn Grafen TODA 
kaiserl. Japanischen Gesandten in Wien ehrerbietigst gewidmet（日本帝国の駐ウィーン大使

戸田伯爵閣下に謹呈）」と印刷されている。

収載曲は、以下の 5 曲である。Miyasama; Soldatenlied (宮様 : 軍歌)、Hitotstoya; Volks-
Lied (ひとつとや : 民謡)、Regenzeit-Nachtmusik für Gesang mit Begleitung des "Biwa" (春
雨 : 雨期の夜の歌 琵琶iv伴奏つきの歌)、Rokudan; Sechstheiliges Musikstück für das  
"Koto"(六段 : 箏のための 6 部よりなる器楽曲)、Midare; Zwölftheiliges Musikstück für das 
"Koto" (みだれ : 箏のための 12 部よりなる器楽曲) 、筝曲の器楽曲のみでなく民謡も加わっ

た、ピアノのための器楽曲集である。

内容と献呈者を鑑みるに、ボクレットは極子の演奏する箏曲及び筝の伴奏付歌曲などを五線譜

に起こし、『日本民謡集』として出版したと考えて間違いないだろう。

では、ブラームスはどのように関わってくるのであろうか。この『日本民謡集』は、ウィーン

楽友協会に保管されている「ブラームスの遺産v」とされた資料から発見された。この資料の中

の『日本民謡集』にはブラームスの鉛筆による書き込みが随所にみられる。これはどういうこと

なのだろうか？
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3． ブラームスと「ブラームスの遺産」に残された『日本民謡集』 

ヨハネス・ブラームス Johannes Brahms（1833 - 1897）は、筆者が述べるまでもなく、偉大

なドイツ出身の音楽家である。シューマンの弟子であり、若い頃はピアニストとして活躍した。

作曲家として、バッハ（Bach）、ベートーヴェン（Beethoven）と並ぶドイツ音楽における三大

B と称される。ハンブルクに生まれ、ウィーンに没した。彼自身はロマン派時代に属するが、そ

の重厚な作風は古典主義を尊重していたと言える。

この当時ウィーン音楽界の大重鎮であったブラームスに、ボクレットが『日本民謡集』を献呈

したのは自然な流れであっただろう。「ハンガリー舞曲」に代表されるように、彼は民族音楽に

関心が高かった。楽譜を見て、実際に日本楽器の音色を聞いてみたいとの想いを抱いたに違いな

い。ボクレットを通して極子伯爵夫人の演奏を、楽譜を見ながら聞いたのだろう。

その際に、ブラームスは「もっとこうしたほうが（原曲に）忠実なのではないか？」と、若手

音楽家のボクレットの編曲譜に対して思う点があったとみる。そこで、彼は、現代の私たちが聴

音と呼ぶ、箏音を聞き取り楽譜に起こす作業をボクレットの楽譜に加筆する形で行ったのだろ

う。ブラームスの加筆は、音を消したり付け加えたりしている箇所が随所にみられる。つまり、

ブラームスは実際の演奏を聞いて、ボクレットの「行き過ぎた加工」や「誤り」そして日本音楽

のよさを生かそうとした修正版を作成したのである。

先行研究においては、戸田極子伯爵夫人の背景、ボクレット及びブラームスとの出会い、そし

てブラームスが加筆修正を行うまでの過程に関しての研究は進められてきた。しかしながら、日

本音楽の原曲からボクレットがどのようにピアノ譜に編曲したのか、さらにブラームスの加筆修

正の効果はどのようなものだったのかという点については深く分析が行われてこなかった。この

点はなぜか、理由を考える上で自身の体験をここに記したい。

このブラームスによる加筆修正が施された楽譜を入手するのは、容易ではなかった。ボクレッ

ト出版の楽譜集は、国内図書館には所蔵がなかったものの海外の大学図書館には所蔵されていた

ため、入手可能であった。しかし、上述したブラームス加筆修正版はウィーン楽友協会に所蔵さ

れている。

まず、大垣図書館に本複製が所蔵されていることが判明したため、同図書館に問い合わせを行

った。その結果、原本はウィーン楽友協会に所蔵されており、所蔵者の許可がなければ複写は認

められないことが判明した。そのため、ウィーン楽友協会に複製許可に関する問い合わせを行っ

た。これは海外文献の取り寄せにおいて研究者がしばしば直面する状況であるが、英語での連絡

には返答はないため、ドイツ語で問い合わせを行った。その結果、「大垣図書館に対して複製許

可を出すことはできないが、デジタルコピーを送付することは可能である」という回答を得た。

すなわち、ウィーン楽友協会で複写を行い、その複写物を提供することは可能であるとの寛大な

返事をいただいた。しかしながら、複写を行うにあたり高額な手数料が発生することが判明し

た。そこでウィーン在住の友人であり、世界的に活躍するピアニスト大淵真悠子氏が、ウィーン

楽友協会に赴いて支払いを行ってくれた。彼女のおかげで、ドイツ語での連絡も滞りなくすませ

ることができ、本研究は彼女の助けがなければ不可能であっただろう。この場を借りて御礼を申

し上げたい。

繰り返しになるが、これまで音楽的な分析が行われてこなかった要因に、上述したような資料

入手の困難さは介在するだろう。

さらに分析にあたり、原曲の日本音楽と西洋音楽の両知識、加えて伴奏付けに関する和声学の

－ 22 －



ウィーンに響く六段の調べ

－ボクレット編曲『日本民謡集』のブラームスによる加筆修正の音楽的考察― 

- 5 -

知識も必要となる。つまり、西洋音楽に加えて日本音楽に対する知識、作曲法に対する見解も必

要であった。

 そこで筆者は、クラシック音楽講座において「海を渡った六段の調べ ―ブラームスと日本音

楽の出会い―」との題目で、名古屋を代表する箏奏者佐藤亜衣氏、作曲家の山口由紀氏にピアノ

演奏として出演をお願いし、箏曲の演奏とボクレット版の演奏、その後ブラームスが加筆修正を

施した版の演奏の比較演奏を行ったvi。実際の演奏を比較したことによって、ボクレットがどの

ように編曲を行ったか、西洋とは全く異なる音階で構成される音楽を西洋音階にあてはめて曲を

制作した試みが明らかになった。またブラームスの加筆・修正の内容や意図も判明した。

前述したように 5 曲が収載されていたが、本稿では「Rokudan; Sechstheiliges Musikstück 
für das"Koto"(六段 : 箏のための 6 部よりなる器楽曲)」に焦点を当て、考察を行いたい。本曲

の元曲は筝曲「六段の調べ」と考えられる。

4．ボクレット版「Rokudan」に対する考察 

楽曲「六段の調べ」は、段物の箏曲である。八橋検校（1614-1685）が確立した歌を伴わない

純器楽曲と考えられ、拍数が一定ではなく、まちまちであるところが曲名の由来である。箏組歌

は、平均 6 歌ずつ組み合わせて歌詞とした楽曲で、きわめて厳格な形式性を持ち、その後の盲人

演奏家の修業の規範となった。「六段の調べ」も八橋検校が確立した歌を伴わない純器楽曲であ

り、この箏組歌に準ずる曲として重要な曲とされてきた。

原曲が箏曲であるため、戸田極子氏の演奏からボクレットが採譜し編曲した点は間違いない。

彼女が山田流の筝の名手であることは既に述べた。

今回『日本民謡集』から本曲を分析対象としたのは、他曲の場合必ずしも極子氏の演奏から、

ボクレットが採譜したとは限らないという見方も存在するためである。

三味線を極子は演奏しなかったvii。そのため、「春雨」といった三味線伴奏の歌曲が原曲の場

合、例えば極子の子供たちが歌を歌い、彼がそれを聴き採譜した可能性も否定できない。よって

本稿では、極子が確実に演奏し、ボクレットがそれを書き取った可能性が極めて高い「六段 : 
箏のための 6 部よりなる器楽曲」に着目したいviii。 

4 分の 4 拍子、全 157 小節、各段が 1 曲ずつにわけられており変奏曲の体裁をとっている。厳

密に言うと、西洋音楽における変奏曲（Variation）は１つの主題を音程やリズム、拍子などを

変え繰り返す形式であり、段物の本来の性質とは異なるが、ボクレットはそのように捉えたのだ

ろう。図３は、「Rokudan」の 1 頁目である。上述したように所蔵権がウィーン楽友協会にある

ため本稿では分析に必要な、楽譜の該当箇所のみ掲載するに留める。

まず、大譜表上段のト音記号パートである右手は、箏のメロディーを忠実に採譜しようとする

ボクレットの努力が見られる。イ短調で楽曲は構成されており、「ミ」の音から右手は始まって

いるが、この点につき「六段の調べ」が本音から始まることは稀であるという。現代では、箏を

平調子に調弦して演奏を行うのが一般的ではあるが、この点につき、当時代には基音をミで取る

という概念はまだ存在していなかったのではないかとの見方も可能であろう。弦楽器の筝はピア
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図３ ブラームスの修正が施された「Rokudan」の第 1 曲 丸記号の箇所がブラームスによ

る加筆（大宮 1998: 183 一部筆者改変） 
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 次に大譜表下部のヘ音記号パートの左手は、単旋律を奏でる箏曲には存在しないパートであ

る。すなわちボクレットの、まったくのオリジナルと考えてよいだろう。

その伴奏付けを分析すると、基本的に I・IV・V の３つの和音で構成されている。しかしなが

ら、この 3 和音のみで左手を演奏するとあまりに単調になってしまう。そのため、彼はアルペジ

オや変則的なリズム・強弱で変化をつけた。

興味深い点は、第 2 曲、箏曲では二段に当たる部分は、ト音記号譜のみ、つまり右手のみが書

かれていた。Dem original gleich（オリジナルのように）との指示が書かれた本曲はなぜ、左手

パートを彼は作曲しなかったのであろうか。

これは原曲を聞いて筆者もわかったことではあるが、箏曲で本段は拍が一定ではない。西洋音

楽を演奏する場合、拍感は非常に重要であり、拍が一定でないと演奏は不可能である。前述した

ように「拍数が一定ではなく、まちまちであるところが曲名の由来」である六段の調べならでは

の本段ではあるが、拍が一定でない場合ピアノでは演奏が難しく、伴奏付けは不可能であった。

そのためボクレットは「オリジナルの（リズムや速さ）ように（弾きなさい）」と書いたのであ

ろう。この点につき、佐藤氏によると、筝奏者も一段から二段までが修得に時間を要するとい

う。それは一定の拍が存在しないため、自身で日本音楽特有の「間」を修得しなければならない

ためであるという発言からも裏付けられるだろう。西洋音楽でいうところの、音と音との休符の

時間を、自身の体感で取得しなければならないのは、日本音楽特有の難しさではある。繰り返す

が、この概念は日本音楽特有であり、西洋音楽には存在しない。この点はボクレットも非常に驚

いただろう。

しかしこの段のみ採譜がないのはおかしい、そこで彼は極子の演奏した主旋律のみ採譜し、便

宜上 4 分の 4 拍子で第 2 曲としてト音記号譜表の右手パートのみ残した。 
第 3 曲目以降は全て左手パートが付けられている、これは原曲も徐々にテンポ（速度）が上が

っていき、拍がとりやすくなっているという事実が反映されている。

5．ブラームスの加筆修正版「Rokudan」に対する考察 

筝の主旋律を聞き取り、左手の伴奏付けを行って構成されたボクレットオリジナルピアノ編曲

「Rokudan」ではあるが、ブラームスは細かな加筆修正を行った。書き込みは記号にとどまら

ず、図 3 の A 箇所に示されるように、ドイツ語による走り書きも随所に確認される。本箇所に

書かれたドイツ語の走り書きは、不明瞭で解読不可であったが、他曲では読み取れるドイツ語文

も存在する。

楽曲の修正は右手パートのみにとどまっている。まず顕著であるのが、音の付け足しである。

B、C、D 箇所のように符頭を書き込み、B、C には上部に「hc」すなわち「シド」と音名が書

いてあるが、このような 2 度の和音の書き足しが一番多く見られる。筝の隣り合わせの弦を鳴ら

した時に生じる 2 度の隣接和音であるが、まさにこの和音は西洋音楽では不協和音になるため取

り扱わない。そのためボクレットは全６曲を通して、意図的に避けた和音であったix。しかしな

がら、ブラームスはその点を見逃さなかった。これが日本音楽の箏曲の特徴であるという事を、

彼は一瞬にして理解したのであろう。あえて不協和音を避けるのではなく、書き足した点は、多

くの民族音楽をピアノ譜で表現した経験を持つブラームスの所業である。西洋音楽では避けられ

る２度の和音を積極的に取り入れたブラームスの当修正により、原曲にかなり忠実な響きとなっ

たのは間違いない。
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ウィーンに響く六段の調べ

－ボクレット編曲『日本民謡集』のブラームスによる加筆修正の音楽的考察― 

- 7 -

 次に大譜表下部のヘ音記号パートの左手は、単旋律を奏でる箏曲には存在しないパートであ

る。すなわちボクレットの、まったくのオリジナルと考えてよいだろう。

その伴奏付けを分析すると、基本的に I・IV・V の３つの和音で構成されている。しかしなが

ら、この 3 和音のみで左手を演奏するとあまりに単調になってしまう。そのため、彼はアルペジ

オや変則的なリズム・強弱で変化をつけた。

興味深い点は、第 2 曲、箏曲では二段に当たる部分は、ト音記号譜のみ、つまり右手のみが書

かれていた。Dem original gleich（オリジナルのように）との指示が書かれた本曲はなぜ、左手
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楽を演奏する場合、拍感は非常に重要であり、拍が一定でないと演奏は不可能である。前述した
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しかしこの段のみ採譜がないのはおかしい、そこで彼は極子の演奏した主旋律のみ採譜し、便
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第 3 曲目以降は全て左手パートが付けられている、これは原曲も徐々にテンポ（速度）が上が

っていき、拍がとりやすくなっているという事実が反映されている。
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筝の主旋律を聞き取り、左手の伴奏付けを行って構成されたボクレットオリジナルピアノ編曲

「Rokudan」ではあるが、ブラームスは細かな加筆修正を行った。書き込みは記号にとどまら

ず、図 3 の A 箇所に示されるように、ドイツ語による走り書きも随所に確認される。本箇所に

書かれたドイツ語の走り書きは、不明瞭で解読不可であったが、他曲では読み取れるドイツ語文

も存在する。

楽曲の修正は右手パートのみにとどまっている。まず顕著であるのが、音の付け足しである。

B、C、D 箇所のように符頭を書き込み、B、C には上部に「hc」すなわち「シド」と音名が書

いてあるが、このような 2 度の和音の書き足しが一番多く見られる。筝の隣り合わせの弦を鳴ら

した時に生じる 2 度の隣接和音であるが、まさにこの和音は西洋音楽では不協和音になるため取

り扱わない。そのためボクレットは全６曲を通して、意図的に避けた和音であったix。しかしな

がら、ブラームスはその点を見逃さなかった。これが日本音楽の箏曲の特徴であるという事を、

彼は一瞬にして理解したのであろう。あえて不協和音を避けるのではなく、書き足した点は、多

くの民族音楽をピアノ譜で表現した経験を持つブラームスの所業である。西洋音楽では避けられ
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E 箇所では、ブラームスは２分音符に二重斜線を引いている。これはボクレットによる加工を

減らし、箏曲のメロディーを浮きだたせようとするブラームスの試みが反映されている。このよ

うな音の削除は全体を通して頻繁に見られる。

図４ 第 6 曲の冒頭部分 ブラームスの加筆箇所は筆者が模写した （Bocklet 1888: 9 一部筆

者改変）

図４は、第 6 曲冒頭、すなわち六段目の編曲であるが、これまでにないブラームスの修正記号が

見受けられる。F 箇所の音符上部にはテヌートにも見える横線、符頭の横には斜線のような記号

が書かれている。ブラームスは、本箇所でどのようなことを伝えたかったのであろうか。

F 箇所において筝曲は、「割り爪」と「引き色」奏法を行っていた。まず「割り爪」奏法と

は、筝奥部のミ・ラの弦を人差し指と中指でひっかき、手前のミの弦を親指で弾く奏法である。

そのため、ミの音は程よく余韻を残さねばならない。

加えて「引き色」奏法では、右手で筝を弾いた後に、左手で弦を柱の方にひっぱり、音の余韻

を下げる。「割り爪」に加えた「引き色」の効果により、ブラームスには、ミの音が 2 拍明確に

伸びている感覚はしなかったのであろう。

そのため、2 分音符の 2 拍とも表現できないことから斜線を引き、しかし余韻は残すというこ

とでテヌート記号を加筆したのではないだろうか。さらに、音の高低も「引き色」効果により絶

対音としての「ミ」とは聞こえなかったのかもしれない。しかしながら、ピアノでは一度発した

音を変えることは不可能である。そのために、ブラームスはこのように斜線で表現したとも考え

られる。

図５ 第 6 曲の終部 ブラームスの加筆箇所は筆者が模写した （Bocklet 1888: 9 一部筆者改

変）
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図 5 は、第 6 曲の終部であり、すなわち「Rokudan」の曲の終わりにあたる。G 箇所の左部

に書かれた波線のような記号はどのような意図なのだろうか。原曲の最後は、筝手前から中指と

人差し指の爪を弦の上で滑らせる、「裏連」奏法、西洋音楽でいう下降系グリッサンドを使用し

ていたx。本箇所の右部の「f」の書き込みは、下降グリッサンドの後最後の音をエフ、すなわち

ファとする事を表現したかったのではないだろうか。

反して、ボクレットは典型的な西洋の終止系で曲を終わらせたかった。グリッサンドで曲を終

始させることは通常では考えられないため、和音で終止させるために、装飾音の短前打音をつけ

る事でなんとか留めたい意図が見受けられる。しかしブラームスは原曲に忠実に、ラの音から始

まったグリッサンドを最後ファの音で終わらせる意図を、この加筆で表現したかった。

 以上の修正を鑑みると、ブラームスはオリジナルの箏曲の奏法を非常に重視したことがわか

る。さらに右手パートのみブラームスは修正を行っている点は注目に値するだろう。なぜブラー

ムスは大譜表上段のト音記号パートのみに加筆修正を行ったのだろうか？無論、単旋律である筝

の音を聞いて修正しているため、彼が筝の音である右手を加筆するのは当然である。しかし、こ

の点は他にも理由があるように感じる。

 ブラームスは、左手のパートを鑑みて右手を修正していないため、右手と左手の音のぶつか

り、不協和音が発生する点は鑑みていない。ブラームス版を演奏する際に演奏者は留意しなけれ

ばならないが、重厚な和音が作風の特徴であるブラームスが左手と右手の重なりに気が至らない

とは考えにくい。この点につき、左手はボクレットオリジナルであるため、そこまでを加筆・修

正するのはブラームスとしても躊躇したのではないだろうか。当時全く未知の日本音楽をピアノ

曲に編曲した事は、間違いなくボクレットの成し遂げた偉業である。大作曲家であるブラームス

からの、若手ボクレットの尽力に対する配慮がこの点からは感じられる。

おわりに 

ボクレットは筝曲のメロディーを活かしながら、あくまで西洋の音階とピアノ奏法にあてはめ

て「Rokudan」を完成させた。しかしながら、ブラームスは西洋のピアノという楽器を用い

て、日本音楽の特有の響きを尊重した、オリジナルに基づいた表現を目指した。

また、ブラームスは幾度も極子の演奏を聞いて加筆修正を行っていないと推察される。その点

は、上述したような修正が右手パートのみに限定されたこと、また走り書きのような彼の筆体か

らも読み取れる。ブラームスが極子の演奏を実際に聞いた、その頻度はごく僅かであっただろ

う。しかし、その少ない回数で確実に箏曲の特徴を捉え、五線に反映させることを可能にしたの

は、まさに往年の大作曲家ブラームスが成せる業である。

最後に、講座を通して日本音楽に関する知識を教授してくださった佐藤亜衣氏、作曲家の視点

からボクレットとブラームスの編曲の意図に関する助言をくださった山口由紀氏に感謝の意を記

したい。
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図 5 は、第 6 曲の終部であり、すなわち「Rokudan」の曲の終わりにあたる。G 箇所の左部
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ファとする事を表現したかったのではないだろうか。
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とは考えにくい。この点につき、左手はボクレットオリジナルであるため、そこまでを加筆・修

正するのはブラームスとしても躊躇したのではないだろうか。当時全く未知の日本音楽をピアノ

曲に編曲した事は、間違いなくボクレットの成し遂げた偉業である。大作曲家であるブラームス

からの、若手ボクレットの尽力に対する配慮がこの点からは感じられる。

おわりに 
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また、ブラームスは幾度も極子の演奏を聞いて加筆修正を行っていないと推察される。その点

は、上述したような修正が右手パートのみに限定されたこと、また走り書きのような彼の筆体か
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う。しかし、その少ない回数で確実に箏曲の特徴を捉え、五線に反映させることを可能にしたの
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i 大宮氏は先行研究で長女と言及している（大宮 1998: 181）。その後、萩谷氏は調査の結果三女と結論づ

けた（萩谷 2021: 20）。 
ii 山田流箏曲を初代山木千賀に師事していた。 
iii 大正 12 年の関東大震災の際の火災で東京の駿河台にあった邸宅・家財の一切を焼失した。そのため、在

墺時代の記録が現存していない。しかし、大宮氏は娘の徳川元子氏に聞き取り調査を行っている（大宮

1998: 181）。 
iv 琵琶ではなく三味線を指すと考えられる。 
v ブラームスは独身であったため、作品などの資料はウィーン楽友協会に収められている。「ブラームスの

遺産」と名付けられ、今日まで保管されている。
vi リバイバル公演のおおがきクラシック講座では、佐藤氏の筝演奏に加えてピアニスト野田知美氏に出演

をお願いし、さらなる知見を得た。
vii 極子は、三味線を演奏しなかったと、娘の元子氏が述べている（大宮 1998: 182） 
viii みだれ、も箏曲が原曲であるが、本稿の字数制限の都合上、六段を選択した。 
ix 確認したところボクレットが意図的に二度和音を使用した箇所は、「輪連」奏法を表現するために使用し

ていた。
x 現代ではトレモロ奏法を使用するが、極子の時代では行わない（佐藤氏談）。 
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フリースクールにおける学びの独自性と質保証のジレンマ

－行政による助成制度が多様な学びの機会の創出に与える影響－

竹中 烈

１．問題意識 

『令和 5 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査』（令和 6 年 10
月 31 日結果公表）によれば、令和 5 年度の不登校児童生徒数は 346,482 人（長期欠席者数は

493,440 人）であり、ここ 10 年間で約 2.8 倍（長期欠席者数は約 2.7 倍）に増加している。昨

今の不登校支援施策では、戦後堅持されてきた単線型学校制度を土台としつつも、子どもが持つ

学習権の保障という理念のもとに多様な学びの場が整備されつつあり（１）、「『準公式の普通教

育』（公式に認められた普通教育に準じた教育）という新しい教育の領域が立ち上がりつつあ

る」（高山 2021）と指摘されるところであり、「公教育の複線化」（２）が進展してきている。 
2016 年「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」を

ふまえ、2023 年「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（COCORO プラン）」

では具体的施策として「教育支援センターの機能強化」（業務委託等を通して NPO やフリース

クール等との連携）や「多様な学びの場、居場所の確保」(学校・教育委員会等と NPO・フリー

スクールの連携強化）が提示された。このような流れの中では、「学びの多様化学校」の設置推

進や夜間中学校の利活用といった取り組みだけでなく、出席認定制度の柔軟な運用や公設民営に

よる教育支援センター運営、行政から団体への助成金/補助金交付、あるいは個人への経済的支

援など、多様な学びを保障するための官民協働の新しい形が模索・推進されていくであろう。

 しかし、官民協働には、民間フリースクールからすれば、「学校」に準ずる場として認められ

るための様々な「制約」を課されるという側面がある。時にはその「制約」が自身の教育理念や

活動の妨げになる場合もあるという意味で、官民協働には常に「学びの多様性（独自性）」が存

立するためのジレンマが伴う。

文部科学省が 2015 年 3 月に実施した「小・中学校に通っていない義務教育段階の子供が通う

民間の団体・施設に関する調査」でも示されているように、民間フリースクールの多くは利用者

から収められる会費を主な財源として成り立っており、無給で、もしくは兼業をしながら運営に

携わるスタッフも一定数いる。そのような状況の中で、運営を維持させるために、やむを得ず教

育理念や活動の内容を折り合わせて「協働」を行う場合もあるだろうし、そことは折り合わず

「学びの多様性（独自性）」を強調しつづける場合もあろう。

 本稿では、近年フリースクールに通う子どもたちを支援する動きとして全国に広がりつつある

フリースクール助成金交付制度に着目し、フリースクールの「学びの多様性（独自性）」に助成

金交付がどのような影響を与えるのかについて考察し、公教育の複線化が進展していく中でフリ

ースクールが抱えうる学びの独自性と質保証のジレンマの一端を描出することを目指したい。

２．分析視座 

 前章の問題意識をふまえ、本稿では「福岡県フリースクール支援事業補助金制度」を分析の対

象に据えたい。行政による経済的支援には団体への助成金交付（場を通じた支援）や個人の利用

料や交通費に関わる補助金給付（個への直接支援）といったように多様な種別があり、それぞれ

がフリースクールの「学びの多様性（独自性）」に与える影響について多角的に検討する必要が
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あるが、本稿では、各フリースクールの活動に直接的な影響を与える可能性をもつ団体助成金交

付制度に目を向けたい。また全国的にもまだまだ助成金交付制度を有する自治体は多くはない中

で、本制度は 2007 年度（平成 19 年度）から福岡県私学振興課により不登校・中途退学対策事

業費（フリースクール支援事業）として計上され、一定の運用年数実績があることから分析対象

として妥当であると考える。

本分析を行うにあたって、2024 年 4 月に福岡県情報公開条例に基づき福岡県教育委員会に情

報公開請求を行い、当該補助金に関わる資料（３）を得ている。さらに、それに先駆けて 2021 年

6 月に福岡県に所在し、助成金交付を受けているフリースクールへ訪問し、代表及び職員にヒア

リングを実施している。それらの資料やヒアリングを通して得たデータ（もしくは示唆）は、研

究倫理上問題がない範囲内で適宜参照する。

３．「福岡県フリースクール支援事業補助金制度」について

本制度は、2007 年度（平成 19 年度）から福岡県私学振興課により不登校・中途退学対策事業

費（フリースクール支援事業）として計上され、採択団体には団体助成として上限 200 万円を

補助している。制度創設以降、「福岡県フリースクール支援事業補助金交付要綱」（以下、交付要

綱）は７度改訂されており、直近では令和 4 年度に改訂が加えられ、現時点では補助対象施設と

しての要件として、下記の 5 点（下線は筆者による）が示されている。 

（１）不登校児童生徒に対する相談・指導を行うことを主たる目的としていること。

（２）施設の設置者は、非営利法人（学校法人を除く。）であり、学校との間に十分な連

携・協力関係が構築されていること。

（３）１年以上の活動実績（任意団体として活動していた期間を含む。）があり、原則とし

て、補助対象年度の前年度中に施設に受け入れた児童生徒のうち、施設において相談・指

導等を受けた日数が、児童生徒が在籍している学校において指導要録上の「出席扱い」と

なった児童生徒がいること。

（４）原則として、複数の児童生徒を受け入れていること。

（５）施設の利用料が著しく営利本位でなく、入会金、授業料等が明確にされ、保護者等に

情報提供がなされていること。また、当該収入のみでは適切な運営が困難と認められるも

のであること。

 （２）（３）（５）を見ると、営利団体や不適切な活動を行う団体を明確に排除する形で設計さ

れ、出席認定の有無が信頼性を判断する基準として用いられている。「適切」に運営されている

団体に対して、限られた予算の公平・妥当な配分が意識されていることが窺える。

さらに令和 5 年度を起点に過去 5 年分の採択状況の詳細を「表１．採択状況の詳細（R1～
R5）」にまとめた。採択施設数は、当該期間において大きな変化はなく、安定した制度運用が行

われているといえる。採択対象施設も 7 団体（7 法人）が 5 か年連続で採択されており、対象施

設数の変動もほとんど見られない。

－ 30 －



フリースクールにおける学びの独自性と質保証のジレンマ

－行政による助成制度が多様な学びの機会の創出に与える影響－

- 2 -

あるが、本稿では、各フリースクールの活動に直接的な影響を与える可能性をもつ団体助成金交

付制度に目を向けたい。また全国的にもまだまだ助成金交付制度を有する自治体は多くはない中

で、本制度は 2007 年度（平成 19 年度）から福岡県私学振興課により不登校・中途退学対策事

業費（フリースクール支援事業）として計上され、一定の運用年数実績があることから分析対象

として妥当であると考える。

本分析を行うにあたって、2024 年 4 月に福岡県情報公開条例に基づき福岡県教育委員会に情

報公開請求を行い、当該補助金に関わる資料（３）を得ている。さらに、それに先駆けて 2021 年

6 月に福岡県に所在し、助成金交付を受けているフリースクールへ訪問し、代表及び職員にヒア

リングを実施している。それらの資料やヒアリングを通して得たデータ（もしくは示唆）は、研

究倫理上問題がない範囲内で適宜参照する。

３．「福岡県フリースクール支援事業補助金制度」について

本制度は、2007 年度（平成 19 年度）から福岡県私学振興課により不登校・中途退学対策事業

費（フリースクール支援事業）として計上され、採択団体には団体助成として上限 200 万円を

補助している。制度創設以降、「福岡県フリースクール支援事業補助金交付要綱」（以下、交付要

綱）は７度改訂されており、直近では令和 4 年度に改訂が加えられ、現時点では補助対象施設と

しての要件として、下記の 5 点（下線は筆者による）が示されている。 

（１）不登校児童生徒に対する相談・指導を行うことを主たる目的としていること。

（２）施設の設置者は、非営利法人（学校法人を除く。）であり、学校との間に十分な連

携・協力関係が構築されていること。

（３）１年以上の活動実績（任意団体として活動していた期間を含む。）があり、原則とし

て、補助対象年度の前年度中に施設に受け入れた児童生徒のうち、施設において相談・指

導等を受けた日数が、児童生徒が在籍している学校において指導要録上の「出席扱い」と

なった児童生徒がいること。

（４）原則として、複数の児童生徒を受け入れていること。

（５）施設の利用料が著しく営利本位でなく、入会金、授業料等が明確にされ、保護者等に

情報提供がなされていること。また、当該収入のみでは適切な運営が困難と認められるも

のであること。

 （２）（３）（５）を見ると、営利団体や不適切な活動を行う団体を明確に排除する形で設計さ

れ、出席認定の有無が信頼性を判断する基準として用いられている。「適切」に運営されている

団体に対して、限られた予算の公平・妥当な配分が意識されていることが窺える。

さらに令和 5 年度を起点に過去 5 年分の採択状況の詳細を「表１．採択状況の詳細（R1～
R5）」にまとめた。採択施設数は、当該期間において大きな変化はなく、安定した制度運用が行

われているといえる。採択対象施設も 7 団体（7 法人）が 5 か年連続で採択されており、対象施

設数の変動もほとんど見られない。

フリースクールにおける学びの独自性と質保証のジレンマ

－行政による助成制度が多様な学びの機会の創出に与える影響－

- 3 -

表１．採択状況の詳細（R1～R5） 

年度 採択施設数
補助金総額 

（千円）

施設ごとの補助金確定額

最大値（千円） 最小値（千円）

令和 1 年度 11（11 法人） 16,000 1,583 1,280

令和 2 年度 14（13 法人） 18,000 1,364 1,191

令和 3 年度 14（13 法人） 18,000 1,354 1,176

令和 4 年度 11（9 法人） 16,075 2,000 853

令和 5 年度 12（10 法人） 18,345 2,000 675

ただし、令和 4 年度より施設ごとの補助金確定額の最大値と最小値の大きな開きが見られるよ

うになる。これは令和 4 年度より、本制度の交付条件がフリースクールの児童生徒数に応じて申

請金額の上限額が変わるように改訂されたことが起因すると考える。従来の人件費や体験活動費

への補助であれば結果として児童生徒一人あたり額にばらつきが生じ不公平感が生まれることか

ら、利用料金を徴収しないようなフリースクールに対し、一定の利用料金の設定を促すことが企

図されている。

 一方で、この改訂に対する福岡県に所在する民間フリースクールの反応は必ずしも肯定的では

ない。申請金額の増額を望むのであれば、フリースクールによっては、スタッフや場所のキャパ

シティをふまえずに多くの子どもを受け入れる可能性があり、子どもを手放せなくなる危険性が

あるからだ。子どもの意思に関わらず、フリースクールに囲い込んでしまうことは、子どもの多

様な学びの機会、ひいてはウェルビーイングの保障とは言い難い。

 このように、助成金交付制度には、フリースクール運営が、その制度に依る度合いが高いほ

ど、フリースクール運営の方向性や内容に一定の影響を与える可能性がある。さらに、助成金交

付制度の枠組みが、意図した/意図せざる結果として、「求められるフリースクール像」を提示し

ているとも考えられる。

４．助成金交付制度内容からみる求められるフリースクール像 

 では、助成金交付制度内容から実際にどのような「求められるフリースクール像」が垣間見え

るであろうか。本制度は、前述したように 2007 年度（平成 19 年度）以降、交付要綱は 7 度改

訂が行われ、直近で令和 4 年度に改訂が加えられたところである。本章では「交付の目的」「補

助対象施設要件」「補助対象経費及び補助額」の観点から、その変遷を「創設時（平成 19 年

度）」「令和 3 年度時点」（４）「令和 4 年度以降」の 3 時点で対照させ、「求められるフリースクー

ル像」を考察する。

４．１．交付の目的 

交付要綱第 2 条には「交付の目的」が規定されている。本助成金交付制度の社会的意義が述べ

られる制度の根幹を成す部分であり、その変遷を「表２．交付の目的（第 2 条）」にまとめた。 
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表２．交付の目的（第 2 条） ※下線は筆者による 
創設時（平成 19 年度） 令和 3 年度時点 令和 4 年度以降 
・活動の支援

・施設を利用する児童生徒の指

導体制の整備、教材や体験活動

等の充実を図り、児童生徒の学

校復帰や社会的自立に資する。

・安定的かつ持続的な運営及び活

動の支援

・施設を利用する児童生徒の指導

体制の整備に係る経費、教材や体

験活動等の経費の一部を助成する

ことによってその充実を図り、児

童生徒の学校復帰や社会的自立に

資する。

※「児童生徒」とは県内の小学校、

中学校、義務教育学校、中等教育学

校の前期課程、特別支援学校の小

学部及び中学部に在籍している児

童生徒をいう。

・安定的かつ持続的な運営及び活

動の支援

・施設の活動のために支出する経

費の一部を助成することによって

その持続可能な運営支援を図り、

児童生徒の学校復帰や社会的自立

に資する。

※「児童生徒」とは県内の小学校、

中学校、義務教育学校、中等教育

学校の前期課程、特別支援学校の

小学部及び中学部に在籍している

児童生徒をいう。

「創設時（平成 19 年度）」は不登校児童生徒の受け皿となっているフリースクールの「活動の

支援」をもって、「施設を利用する児童生徒の指導体制の整備、教材や体験活動等の充実を図

り、児童生徒の学校復帰や社会的自立に資する」ことが強調されている。「令和 3 年度時点」

（「令和 4 年度以降」も含む）では、「安定的かつ持続的な運営及び活動の支援」と運営の持続可

能性を意識した文言と変化している。本制度は、一時的な助成であり、民間団体の自律した運営

体制の構築を強く求め、限られた予算の公平・妥当な配分がより意識されていることが窺える。

 また、交付対象について「施設を利用する児童生徒の指導体制の整備、教材や体験活動等の充

実を図」（創設時（平成 19 年度））るための経費から「施設を利用する児童生徒の指導体制の整

備に係る経費、教材や体験活動等の経費の一部」（令和 3 年度時点）「施設の活動のために支出す

る経費の一部」（令和 4 年度以降）と施設の活動全般に対する団体助成であることの側面を強調

するような変化が読み取れる。

４．２．補助対象施設要件 

次に、交付要綱第 3 条「補助対象施設」に着目したい。現行の補助対象施設要件は 3 章でも言

及したところであるが、ここでは交付可能な施設・団体の要件が定められており、「求められる

フリースクール像」が色濃く表れる部分でもある。「表３．補助施設対象要件（第 3 条）」として

まとめた。

表３．補助施設対象要件（第 3 条） ※下線は筆者による 
創設時（平成 19 年度） 令和 4 年度以降 ※令和 3 年度時点から変化なし 
（１）不登校児童生徒に対する相談・指導を行うこ

とを主たる目的としていること。

（２）施設の設置者は、公益法人であること。

（１）不登校児童生徒に対する相談・指導を行うこ

とを主たる目的としていること。

（２）施設の設置者は、非営利法人（学校法人を除
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表２．交付の目的（第 2 条） ※下線は筆者による 
創設時（平成 19 年度） 令和 3 年度時点 令和 4 年度以降 
・活動の支援

・施設を利用する児童生徒の指

導体制の整備、教材や体験活動

等の充実を図り、児童生徒の学

校復帰や社会的自立に資する。

・安定的かつ持続的な運営及び活

動の支援

・施設を利用する児童生徒の指導

体制の整備に係る経費、教材や体

験活動等の経費の一部を助成する

ことによってその充実を図り、児

童生徒の学校復帰や社会的自立に

資する。

※「児童生徒」とは県内の小学校、

中学校、義務教育学校、中等教育学

校の前期課程、特別支援学校の小

学部及び中学部に在籍している児

童生徒をいう。

・安定的かつ持続的な運営及び活

動の支援

・施設の活動のために支出する経

費の一部を助成することによって

その持続可能な運営支援を図り、

児童生徒の学校復帰や社会的自立

に資する。

※「児童生徒」とは県内の小学校、

中学校、義務教育学校、中等教育

学校の前期課程、特別支援学校の

小学部及び中学部に在籍している

児童生徒をいう。

「創設時（平成 19 年度）」は不登校児童生徒の受け皿となっているフリースクールの「活動の

支援」をもって、「施設を利用する児童生徒の指導体制の整備、教材や体験活動等の充実を図

り、児童生徒の学校復帰や社会的自立に資する」ことが強調されている。「令和 3 年度時点」

（「令和 4 年度以降」も含む）では、「安定的かつ持続的な運営及び活動の支援」と運営の持続可

能性を意識した文言と変化している。本制度は、一時的な助成であり、民間団体の自律した運営

体制の構築を強く求め、限られた予算の公平・妥当な配分がより意識されていることが窺える。

 また、交付対象について「施設を利用する児童生徒の指導体制の整備、教材や体験活動等の充

実を図」（創設時（平成 19 年度））るための経費から「施設を利用する児童生徒の指導体制の整

備に係る経費、教材や体験活動等の経費の一部」（令和 3 年度時点）「施設の活動のために支出す

る経費の一部」（令和 4 年度以降）と施設の活動全般に対する団体助成であることの側面を強調

するような変化が読み取れる。

４．２．補助対象施設要件 

次に、交付要綱第 3 条「補助対象施設」に着目したい。現行の補助対象施設要件は 3 章でも言

及したところであるが、ここでは交付可能な施設・団体の要件が定められており、「求められる

フリースクール像」が色濃く表れる部分でもある。「表３．補助施設対象要件（第 3 条）」として

まとめた。

表３．補助施設対象要件（第 3 条） ※下線は筆者による 
創設時（平成 19 年度） 令和 4 年度以降 ※令和 3 年度時点から変化なし 
（１）不登校児童生徒に対する相談・指導を行うこ

とを主たる目的としていること。

（２）施設の設置者は、公益法人であること。

（１）不登校児童生徒に対する相談・指導を行うこ

とを主たる目的としていること。

（２）施設の設置者は、非営利法人（学校法人を除
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（３）学校との間に十分な連携・協力関係が構築さ

れていること。

（４）原則として、複数の児童生徒を受け入れてい

ること。

（５）施設の利用料が比較的低額であり、当該収入

のみでは適切な運営が困難と認められるものであ

ること。

く。）であり、学校との間に十分な連携・協力関係が

構築されていること。

（３）１年以上の活動実績（任意団体として活動し

ていた期間を含む。）があり、原則として、補助対象

年度の前年度中に施設に受け入れた児童生徒のう

ち、施設において相談・指導等を受けた日数が、児

童生徒が在籍している学校において指導要録上の

「出席扱い」となった児童生徒がいること。

（４）原則として、複数の児童生徒を受け入れてい

ること。

（５）施設の利用料が著しく営利本位でなく、入会

金、授業料等が明確にされ、保護者等に情報提供が

なされていること。また、当該収入のみでは適切な

運営が困難と認められるものであること。

「創設時（平成 19 年度）」と「令和 4 年度以降」を比べると内容の方向性に大きな変化はな

いが、「施設の設置者」の団体格が「公益法人」であることから、「非営利法人（学校法人を除

く。）」であることと、対象となる施設の幅を拡げることにつながる変更が行われている。ただ

し、多様な施設の設置者を交付施設の対象とすることで、「不適切」な施設が申請を行う可能性

も高くなる。そのためか、その他の項目で要件が精緻化されており、「求められるフリースクー

ル像」が具体的に読み取れる。例えば、（３）の項目では、施設に受け入れた児童生徒が在籍し

ている学校において指導要録上の「出席扱い」となっていることが必須とされており、定期的か

つきめ細かい学校との連携が前提とされている。「不登校児童生徒への支援の在り方について

（通知）」（令和元年 10 月 25 日）にあるように、指導要録上の「出席扱い」が認められるため

には、在籍校の校長の判断が必要となる。交付要綱（平成 19 年度版）には、「（補足）補助対象

施設としての要件についての考え方」がつけられており、「フリースクールの実践には評価すべ

きものがある一方、設置について法的に何ら規制も基準もないため、一部には不適切な指導が疑

われるものや活動の実態がはっきりしないもの」があり、「学習塾や精神科の作業療法として行

われている施設もある」と、運営や活動の実態が明確ではないフリースクールに助成が行われる

ことの危惧が示されている。「通所者の 1 人でも、出身校の出席扱いを受けるということは、そ

の施設の指導内容が公的にも適当であるという判断を受けている。その確認は私学振興課から出

身校に電話照会を行う」とも記されており、指導要録上の「出席扱い」が認められていること

は、そういった危惧を解消するための適切さの指標として用いられている。

 また、（５）の項目では、（２）の項目の団体格の制限にも通じるが、著しく営利本位な運営に

対して制限が設けられている。前掲の「（補足）補助対象施設としての要件についての考え方」

では、「利用者が負担する利用料収入（授業料、入学金、実習費、施設費等）でもって、経費を

賄うことができていない場合、または出来ていても必要な人件費を計上していない場合」と営利

本位な運営につながる可能性がある事業の拡大や充実に対する交付ではないことが強調されてい

る。
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４．３．補助対象経費及び補助額

最後に、交付要綱第 4 条「補助対象経費及び補助額」（令和 3 年度以前は「補助額メニュー及

び補助額等」）に着目する。具体的にどのような経費が補助の対象となっているかで、行政側が

求めるフリースクールがもつ活動や支援内容の特性を窺い知ることができる。「表４．補助対象

経費及び補助額（第 4 条）」としてまとめた。 

表４．補助対象経費及び補助額（第 4 条） 
創設時（平成 19 年度） 令和 3 年度時点 令和 4 年度以降 
① 配置職員の充実

・2 名体制の確保

（上限 132 万円） 
・カウンセラー配置

（上限 48 万円） 
②体験学習・実習の経費

（上限 20 万円） 
③施設借り上げ料

（上限 24 万） 

①複数職員の配置・カウンセラー

の配置に要する経費（補助率

100％上限 148 万円） 
②体験学習・実習の経費（補助率

50％上限 50 万円）

※外部講師に要する謝金及び旅費

が追加

③広報活動費（補助率 50％上限 6
万円）

①当該フリースクールの活動のた

めに直接的に支出する職員人件

費、講師謝金、旅費、教材印刷・

購入費、消耗品費、光熱水費、通

信費、体験活動費・実習費、広報

費等（施設・設備整備費を除く。） 
②児童生徒数×基準額（22 万円） 
①と②を比較し低い額に補助率

50％を乗じた額

「創設時（平成 19 年度）」と「令和 3 年度時点」では、補助率や補助額上限や記載形式の違

いは見られるものの、複数職員とカウンセラーの配置に主眼が置かれている。また体験学習や実

習を軸にした活動に対しても補助項目が存在する。特にカウンセラーの配置は、民間フリースク

ールにおいて、専門的なカウンセリング等の方法を行うことや心理学や精神医学等、それを行う

にふさわしい専門的知識と経験を備えた指導スタッフが指導にあたることを重視しているとみる

ことができる。文部科学省（2019）「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」にお

ける「（別添３）民間施設についてのガイドライン（試案）」にて同様の点が示されたこともあっ

てか、「令和 3 年度時点」にて、「複数職員の配置・カウンセラーの配置に要する経費（補助率

100％上限 148 万円）」として、それまで「カウンセラー配置（上限 48 万円）」だったものか

ら、実質カウンセラーの配置のみでも相応額の補助を受けられるようになっている。

「令和 4 年度以降」については、「①当該フリースクールの活動のために直接的に支出する職

員人件費、講師謝金、旅費、教材印刷・購入費、消耗品費、光熱水費、通信費、体験活動費・実

習費、広報費等（施設・設備整備費を除く。）」と「②児童生徒数×基準額（22 万円）」を比較し

低い額に補助率 50％を乗じた額とはなり、少人数の利用者で運営されている小規模なフリース

クールには厳しい内容にはなっているがフリースクールの活動全体を包括的に補助する仕組みと

なっている。3 章でも指摘したように、ここ 5 年の採択結果をみてみると、採択施設のボラティ

リティは減少している。つまり、この変化は、長年の制度運営の過程で、福岡県下のフリースク

ールとの官民連携ネットワークがある程度形成され、リスクヘッジを必要以上に行うよりも、よ

り多様な施設や活動を補助しようと企図するものであると考える。

５．採択団体はどのような特性をもっているのか 

前章では、交付要綱の内容やその変化から「求められるフリースクール像」を考察した。で
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４．３．補助対象経費及び補助額

最後に、交付要綱第 4 条「補助対象経費及び補助額」（令和 3 年度以前は「補助額メニュー及

び補助額等」）に着目する。具体的にどのような経費が補助の対象となっているかで、行政側が

求めるフリースクールがもつ活動や支援内容の特性を窺い知ることができる。「表４．補助対象

経費及び補助額（第 4 条）」としてまとめた。 

表４．補助対象経費及び補助額（第 4 条） 
創設時（平成 19 年度） 令和 3 年度時点 令和 4 年度以降 
① 配置職員の充実

・2 名体制の確保

（上限 132 万円） 
・カウンセラー配置

（上限 48 万円） 
②体験学習・実習の経費

（上限 20 万円） 
③施設借り上げ料

（上限 24 万） 

①複数職員の配置・カウンセラー

の配置に要する経費（補助率

100％上限 148 万円） 
②体験学習・実習の経費（補助率

50％上限 50 万円）

※外部講師に要する謝金及び旅費

が追加

③広報活動費（補助率 50％上限 6
万円）

①当該フリースクールの活動のた

めに直接的に支出する職員人件

費、講師謝金、旅費、教材印刷・

購入費、消耗品費、光熱水費、通

信費、体験活動費・実習費、広報

費等（施設・設備整備費を除く。） 
②児童生徒数×基準額（22 万円） 
①と②を比較し低い額に補助率

50％を乗じた額

「創設時（平成 19 年度）」と「令和 3 年度時点」では、補助率や補助額上限や記載形式の違

いは見られるものの、複数職員とカウンセラーの配置に主眼が置かれている。また体験学習や実

習を軸にした活動に対しても補助項目が存在する。特にカウンセラーの配置は、民間フリースク

ールにおいて、専門的なカウンセリング等の方法を行うことや心理学や精神医学等、それを行う

にふさわしい専門的知識と経験を備えた指導スタッフが指導にあたることを重視しているとみる

ことができる。文部科学省（2019）「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」にお

ける「（別添３）民間施設についてのガイドライン（試案）」にて同様の点が示されたこともあっ

てか、「令和 3 年度時点」にて、「複数職員の配置・カウンセラーの配置に要する経費（補助率

100％上限 148 万円）」として、それまで「カウンセラー配置（上限 48 万円）」だったものか

ら、実質カウンセラーの配置のみでも相応額の補助を受けられるようになっている。

「令和 4 年度以降」については、「①当該フリースクールの活動のために直接的に支出する職

員人件費、講師謝金、旅費、教材印刷・購入費、消耗品費、光熱水費、通信費、体験活動費・実

習費、広報費等（施設・設備整備費を除く。）」と「②児童生徒数×基準額（22 万円）」を比較し

低い額に補助率 50％を乗じた額とはなり、少人数の利用者で運営されている小規模なフリース

クールには厳しい内容にはなっているがフリースクールの活動全体を包括的に補助する仕組みと

なっている。3 章でも指摘したように、ここ 5 年の採択結果をみてみると、採択施設のボラティ

リティは減少している。つまり、この変化は、長年の制度運営の過程で、福岡県下のフリースク

ールとの官民連携ネットワークがある程度形成され、リスクヘッジを必要以上に行うよりも、よ

り多様な施設や活動を補助しようと企図するものであると考える。

５．採択団体はどのような特性をもっているのか 

前章では、交付要綱の内容やその変化から「求められるフリースクール像」を考察した。で

フリースクールにおける学びの独自性と質保証のジレンマ

－行政による助成制度が多様な学びの機会の創出に与える影響－

- 7 -

は、結果として採択される団体はどのような特性をもっているのであろうか。助成制度が民間フ

リースクールの活動のバリエーションにどのような影響を与えているのかについて、他団体の特

性との比較を通して明らかにしたい。

 具体的に、①団体格の内訳、②主な活動内容、③スタッフの所持資格、④時間割の有無につい

て「採択団体」（令和 5 年度福岡県フリースクール支援事業補助金採択団体（12 団体））と「対

象外団体」（31 団体）（５）の比較を通して検証する。対象団体の情報は、団体ホームページや

SNS メディアの掲載情報を通して得た。加えて、サンプル数の少なさから生じる統計的偏りに

配慮し、全国的な傾向との比較を行うために参照カテゴリーとして「藤根・橋本調査（2016）」
（216 団体）及び「文科省調査（2017）」（319 団体）を設定した。 

５．１．団体のポジショニング 

 民間フリースクールがどのような団体格でどのような活動を主に行っているかは、その団体の

ポジショニングを明確に示す特性であるといえ、その内訳を「表５．団体格の内訳」「表６．主

な活動内容」に示した。

表５．団体格の内訳

表６．主な活動内容

表 5 をみてみると、NPO 法人の採択率が約 7 割をしめているが、助成金制度の「補助対象施

設要件」として「施設の設置者は、非営利法人（学校法人を除く。）であり、学校との間に十分

な連携・協力関係が構築されていること。」とあるので、当然のことながら団体格は制限され

る。ただし、対象外団体でみられた「その他」カテゴリー（ここではシュタイナー学校やデモク

ラティックスクール等のオルタナティブスクール）は対象外となり、採択団体のカテゴリーとし

ての多様性は縮減しているといえる。また「医療法人」の割合が相対的に高いことも注目すべき

点である。福岡県は、補助金要件にて、「複数職員の配置・カウンセラーの配置に要する経費

（補助率 100％上限 148 万円）」（令和 4 年度からは削除）を設定しており、結果的に補助金が

採択される特性をもった団体が流入してきた、もしくは団体自身がそのような特性を獲得してき

たことが窺える。表 6 では、採択団体は「学習」や「体験活動・居場所」を軸に据える団体の採

NPO法⼈ 75.0% NPO法⼈ 35.5% NPO法⼈ 37.6% NPO法⼈ 45.8%
⼀般社団法⼈ 16.7% ⼀般社団法⼈ 12.9% ⼀般社団法⼈ 0.0% ⼀般社団法⼈ 8.8%
医療法⼈ 8.3% 医療法⼈ 0.0% 医療法⼈ 0.0% 医療法⼈ ー
営利法⼈ 0.0% 営利法⼈ 3.2% 営利法⼈ 13.1% 営利法⼈ 8.5%
学校法⼈ 0.0% 学校法⼈ 0.0% 学校法⼈ 8.5% 学校法⼈ 2.2%
その他 0.0% その他 3.2% その他 7.1% その他 12.8%
なし 0.0% なし 45.2% なし 33.8% なし 21.9%

採択団体（N＝12） 対象外団体（N＝31） 藤根・橋本調査（2016）（N＝216） ⽂科省調査（2017）（N＝319）

カウンセリング・療育 16.7% カウンセリング・療育 29.0% カウンセリング・療育 28.2% カウンセリング・療育 90.9%
学習 41.7% 学習 16.1% 学習 37.5% 学習 65.3%

体験活動・居場所 41.7% 体験活動・居場所 35.5% 体験活動・居場所 77.4% 体験活動・居場所 61.2%
その他 0.0% その他 19.4% その他 0.0% その他 0.0%

採択団体（N＝12） 対象外団体（N＝31） 藤根・橋本調査（2016）（N＝216） ⽂科省調査（2017）（N＝319）
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択率が高く、「カウンセリング・療育」の割合は相対的に低かった。表５の「医療法人」の割合

が高いことと一見すると矛盾するが、助成金制度が求めるフリースクール像は「学習」や「体験

活動・居場所」を軸に据えつつ、「カウンセリング・療育」的な支援アプローチも行える団体で

あることが窺える。

５．２．活動のポジショニング 

 民間フリースクールが現場スタッフにどのような専門性を求め、学校で行われる教科学習や活

動を意識したプログラムを組んでいるのかは、団体における活動のポジショニングに関わる特性

であるといえ、その内訳を「表７．スタッフの所持資格」「表８．時間割の有無」に示した。

表７．スタッフの所持資格 

表８．時間割の有無 

 表７をみてみると、いずれの資格の所持割合も相対的に高く、教員免許の割合が約 7割を示し

ている。フリースクールでは非教師・非専門的な関係性（友達的・母親的≒ナナメの関係）が志

向される傾向があるが、近年専門的なサポートが必要な子どもも増えてきており、そういった専

門性が保護者の「安心」を喚起し、対外的なストロングポイントとなる場合もある。学校で行わ

れる教科学習や活動を意識したプログラムを組んでいるのかの指標とした時間割の有無を表８で

みてみると、「対象外団体」との比較においては、少なくとも時間割を持たないことが非採択団

体の傾向であるだろうことは窺える。つまり、教員免許資格を有し、学校教育への理解や教科指

導の専門性があることが結果的に求められており、時間割の有無とも相関があると考える。 

６．まとめ 

 オルタナティブスクールの学びの在り方を変えうる契機となった教育機会確保法等を足掛かり

に、フリースクールの学びの在り方は、地域の社会的ネットワークの中で再文脈化されており、

このような地盤変化は、「「学校でなければならない」という呪縛から解放され、不登校の子ども

や保護者が励まされていくような制度改革につながる」（喜多 2017）ものであるべきという立ち

位置から「学びの独自性（多様性）」が保障され、多様な学びの機会が創出されるべきである一

方で、教育の機会均等という理念のもとに質保証を行っていく上での一定の統制も避けられず、

そこには常にジレンマが生じることとなる。

 そういった中で、本稿では「福岡県フリースクール支援事業補助金制度」に着目し、助成金交

付によってフリースクールの「学びの多様性（独自性）」にどのような影響を与えるのかについ

て考察した。具体的に、「交付の目的」「補助対象施設要件」「補助対象経費及び補助額」の変遷

教員免許 75.0% 教員免許 41.9% 教員免許 36.8%
臨床⼼理⼠ 33.3% 臨床⼼理⼠ 22.6% 臨床⼼理⼠ 9.4%
社会福祉系 41.7% 社会福祉系 12.9% 社会福祉系 5.3%

該当する調査項⽬なし

採択団体（N＝12） 対象外団体（N＝31） 藤根・橋本調査（2016）（N＝216） ⽂科省調査（2017）（N＝319）

時間割あり 50.0% 時間割あり 16.1% 時間割あり 37.6% 時間割あり 49.7%
時間割なし 50.0% 時間割なし 83.9% 時間割なし 44.5% 時間割なし 50.3%

採択団体（N＝12） 対象外団体（N＝31） 藤根・橋本調査（2016）（N＝216） ⽂科省調査（2017）（N＝319）
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択率が高く、「カウンセリング・療育」の割合は相対的に低かった。表５の「医療法人」の割合

が高いことと一見すると矛盾するが、助成金制度が求めるフリースクール像は「学習」や「体験

活動・居場所」を軸に据えつつ、「カウンセリング・療育」的な支援アプローチも行える団体で

あることが窺える。

５．２．活動のポジショニング 

 民間フリースクールが現場スタッフにどのような専門性を求め、学校で行われる教科学習や活

動を意識したプログラムを組んでいるのかは、団体における活動のポジショニングに関わる特性

であるといえ、その内訳を「表７．スタッフの所持資格」「表８．時間割の有無」に示した。

表７．スタッフの所持資格 

表８．時間割の有無 

 表７をみてみると、いずれの資格の所持割合も相対的に高く、教員免許の割合が約 7割を示し

ている。フリースクールでは非教師・非専門的な関係性（友達的・母親的≒ナナメの関係）が志

向される傾向があるが、近年専門的なサポートが必要な子どもも増えてきており、そういった専

門性が保護者の「安心」を喚起し、対外的なストロングポイントとなる場合もある。学校で行わ

れる教科学習や活動を意識したプログラムを組んでいるのかの指標とした時間割の有無を表８で

みてみると、「対象外団体」との比較においては、少なくとも時間割を持たないことが非採択団

体の傾向であるだろうことは窺える。つまり、教員免許資格を有し、学校教育への理解や教科指

導の専門性があることが結果的に求められており、時間割の有無とも相関があると考える。 

６．まとめ 

 オルタナティブスクールの学びの在り方を変えうる契機となった教育機会確保法等を足掛かり

に、フリースクールの学びの在り方は、地域の社会的ネットワークの中で再文脈化されており、

このような地盤変化は、「「学校でなければならない」という呪縛から解放され、不登校の子ども

や保護者が励まされていくような制度改革につながる」（喜多 2017）ものであるべきという立ち

位置から「学びの独自性（多様性）」が保障され、多様な学びの機会が創出されるべきである一

方で、教育の機会均等という理念のもとに質保証を行っていく上での一定の統制も避けられず、

そこには常にジレンマが生じることとなる。

 そういった中で、本稿では「福岡県フリースクール支援事業補助金制度」に着目し、助成金交

付によってフリースクールの「学びの多様性（独自性）」にどのような影響を与えるのかについ

て考察した。具体的に、「交付の目的」「補助対象施設要件」「補助対象経費及び補助額」の変遷

教員免許 75.0% 教員免許 41.9% 教員免許 36.8%
臨床⼼理⼠ 33.3% 臨床⼼理⼠ 22.6% 臨床⼼理⼠ 9.4%
社会福祉系 41.7% 社会福祉系 12.9% 社会福祉系 5.3%

該当する調査項⽬なし

採択団体（N＝12） 対象外団体（N＝31） 藤根・橋本調査（2016）（N＝216） ⽂科省調査（2017）（N＝319）

時間割あり 50.0% 時間割あり 16.1% 時間割あり 37.6% 時間割あり 49.7%
時間割なし 50.0% 時間割なし 83.9% 時間割なし 44.5% 時間割なし 50.3%

採択団体（N＝12） 対象外団体（N＝31） 藤根・橋本調査（2016）（N＝216） ⽂科省調査（2017）（N＝319）
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から、本助成金制度が施設の活動を包括的に助成したいという意図のもとに、在籍校との緊密な

連携を図っていることを交付の前提として指導要録上の「出席扱い」が認められているかどうか

を判断基準としていること、体験学習や実習を軸にした活動と共に、専門的なカウンセリング等

の方法を行うことや心理学や精神医学等、それを行うにふさわしい専門的知識と経験を備えた指

導スタッフが指導にあたることを重視していることを指摘した。さらに、助成制度が民間フリー

スクールの活動のバリエーションにどのような影響を与えているのかについて、他団体との比較

を通して考察を行い、結果的に採択団体のカテゴリーとしての多様性は縮減していることや「医

療法人」の割合が相対的に高いこと、教員免許資格を有し、学校教育への理解や教科指導の専門

性があるフリースクールが採択される傾向が高く、時間割によって学校で行われる教科学習や活

動を意識したプログラムを枠づけていることの相関も示唆された。

 もちろん公的な資金を投入する以上、採択結果には公平性や説明責任が強く求められるし、一

定の方向性を示すことでフリースクールの運営や活動をインキュベートしていくことも重要な側

面であるが、結果的に特定の特性をもつフリースクールのみが助成制度の対象となるのであれ

ば、「学びの独自性（多様性）」の保障や多様な学びの機会の創出において、意図せざる結果を招

いている可能性がある。こういったジレンマの中で、心ある実践家（大人）によって、試行錯誤

しながら自身の理念や子どものウェルビーイングの追求を行っていることは確かであるからこ

そ、フリースクールが抱えうる学びの独自性と質保証のジレンマの一端を描出し検証の俎上にの

せることは有意義である。本稿はそのための試みであったが、資料調査が中心であり、行政やフ

リースクールの実際の声を紐づけて十分に考察するには至らなかった。また、地域性や助成金制

度の種類によって、そのジレンマの様相は異なると考える。今後の課題としたい。

＜注＞

（１）例えば、令和 3 年度に東海地区で初の公立の不登校特例校（当時）として開校した岐阜県

立草潤中学校にて開かれた開校内覧会での塩瀬隆之氏のスピーチでは「子どもたちが持っている

のは「学習権」です。学びたいと考えたときに、学んでいいという権利です。義務を負っている

のは大人で、その子どもたちが学びたいと言ったときに、学ぶ方法すべてを提供しなければなり

ません。」（Forbes JAPAN 2021.3.31）と学習権の保障という考え方を強調している。 
（２）中央教育審議会答申（2021）「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」の中でも、

「個々の才能を存分に伸ばせる高度な学びの機会など新たな学びへの対応」として、「特別な配

慮を必要とする児童生徒に関して特別の教育課程を編成し，多様なメディアを効果的に活用し遠

隔教育を行うこと（やむを得ず学校に登校することができない児童生徒については，学校外にお

ける受講も認めること）について実証研究を実施するべきである。」との記述が付されている。

（３）具体的に「補助金採択団体一覧」「福岡県フリースクール支援事業補助金交付要綱」およ

び「当該補助金制度創設・内容変更に関わる議論や決定の内容がわかる資料」である。なお、採

択団体・状況の詳細について記された「補助金採択団体一覧」は、規約上直近 5 年分以上の資料

請求はできなかった。

（４）交付要綱は、平成 19 年度以降、平成 22 年、平成 26 年、平成 29 年、平成 31 年、令和 3
年、令和 4 年に改訂が加えられているが、「令和 3 年度時点」は令和 4 年度改訂の意図が明確に

なるように、令和 3 年度改訂の交付要綱を参照している。 
（５）ふくおかフリースクールフレンドシップ協議会（2021）『子どもたちの多様な学びを支え
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る居場所情報誌 2021 年福岡県版』に掲載されている 42 団体から採択団体として重複する 11
団体を除いた 31 団体を対象とする。 
（６）藤根雅之・橋本あかね(2016）『全国のオルタナティブスクールに関する調査報告書』にお

ける調査結果に基づく。主要なネットワーク団体に加盟する組織及び関連サイトや関連図書から

調査対象 650 校に質問紙を送付（回収率 36％）し回答を得た 216 団体を対象としている。 
（７）文部科学省（2015）『小・中学校に通っていない義務教育段階の子供が通う民間の団体・

施設に関する調査』における調査結果に基づく。小・中学校に通っていない義務教育段階の子供

が通う民間の団体・施設（主に外国人の子供を対象とするものを除く）474 団体に質問紙を送付

（回収率 67％）し回答を得た 319 団体を対象としている。 
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（
10
）（
9
）
に
同
じ
。
三
六
七
～
三
六
八
頁
。
ち
な
み
に
浄
瑠
璃
『
絵
本
太
功
記
』
は
、
読
本
『
絵
本
太
閤
記
』
を
依
拠
し
て
浄
瑠
璃
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
作
品
に
は

影
響
関
係
が
見
ら
れ
る
。

（
11
）
守
屋
毅
「
信
長
の
人
間
像
」『
日
本
架
空
伝
承
人
名
事
典
』(

平
凡
社)

昭
和
六
一
年

一
二
二
頁
。 

（
12
）
井
上
泰
至
「
信
長
と
天
皇
・
朝
廷

虚
像
編
」『
信
長
徹
底
解
読

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
本
当
の
姿
』（
文
学
通
信
）
令
和
二
年

七
月

三
一
三
頁
。 

（
13
）
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
江
戸
後
期
の
歴
史
書
。
天
保
七
～
八
（
一
八
三
六
～
三
七
）
年
頃
刊
行
。

（
14
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
「
天
正
十
〔
一
五
八
二
〕
年
五
月
」
条
（『
完
訳 

フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
中
公
文
庫
・
二
〇
〇
〇
年
）

（
15
）
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』
文
化
人
類
学
的
に
日
本
文
化
の
固
有
性
を
分
析
。
欧
米
人
に
よ
る
最
初
の
日
本
文
化
論
。（The Chrysanthem

um
 and the 

Sword: Patterns of Japanese Culture
1946

）

（
16
）
笠
原
英
彦
『
歴
代
天
皇
総
覧
』「
あ
と
が
き
」（
中
公
新
書

平
成
十
三
〔
二
〇
〇
一
〕
年
）

（
17
）
愛
知
文
教
大
学
が
小
牧
市
と
提
携
し
て
実
施
す
る
市
民
講
座
「
信
長
学
」
に
お
い
て
、
令
和
六
年
度
に
は
音
楽
史
の
観
点
か
ら
野
中
亜
紀
氏
（
愛
知
文
教
大
学
非
常
勤

講
師
）
が
、
令
和
七
年
度
に
は
東
洋
哲
学
の
観
点
か
ら
西
口
智
也
氏
（
愛
知
文
教
大
学
教
授
）
が
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

（39）二
二
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あ
る
。

六
．
小
結 

以
上
、
本
稿
で
は
織
田
信
長
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
学
際
的
な
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
信
長
学
」
の
現
在
ま
で
の
実
践
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
論
じ
て

き
た
。
愛
知
文
教
大
学
は
小
規
模
な
大
学
で
あ
る
た
め
、
研
究
分
野
が
異
な
る
教
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
比
較
的
取
り
や
す
い
環
境
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し

た
学
際
的
な
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み
を
行
い
や
す
い
状
況
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
い
わ
ば
「
信
長
学
」
は
大
学
の
地
域
的
特
性
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
小
規
模
大
学
の

利
点
を
活
用
し
た
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

ま
た
「
信
長
学
」
は
、
大
学
内
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
市
民
講
座
と
し
て
地
域
に
還
元
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
市
民
講
座

に
お
い
て
は
歴
史
・
文
学
・
服
飾
文
化
に
加
え
て
音
楽
史
や
東
洋
哲
学
の
研
究
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
（

30
）
。

「
信
長
学
」
の
大
学
に
お
け
る
授
業
で
は
、
担
当
教
員
ら
に
よ
る
フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
回
を
設
け
て
意
見
交
換
を
図
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、

分
野
横
断
的
な
議
論
に
よ
っ
て
新
た
な
課
題
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
の
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は

教
員
の
研
究
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
は
「
信
長
学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
科
研
費
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
も
構
想
に
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

注
（
1
）『
信
長
公
記
』
巻
首
（『
史
籍
集
覧
』
十
九
改
定
、
近
藤
出
版
、
大
正
十
年
〔
一
九
二
九
〕）

（
2
）
前
掲
注
（
1
）
書
。

（
3
）
前
掲
注
（
1
）
書
。

（
4
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』（
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
翻
訳
『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
１
織
田
信
長
篇
１
』、
中
央
公
論
新
社
、
平
成
十
二
年
）

（
5
）「
一
五
六
九
年
七
月
一
二
日
付
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
師
が
都
よ
り
、
豊
後
の
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
師
に
宛
て
た
書
簡
」（
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・

十
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集

第
Ⅲ
期

第
３
巻
』、
同
朋
舎
、
平
成
十
年
）

（
6
）
拙
稿
「
仮
名
草
子
『
浮
雲
物
語
』
に
つ
い
て
の
一
考
察―

「
浮
雲
御
前
」
を
め
ぐ
る
信
長
・
勝
家―

」（『
愛
知
文
教
大
学
論
叢
』
第
二
五
巻

愛
知
文
教
大
学
紀
要
編

集
委
員
会

令
和
五
年
二
月
）
の
中
で
信
長
像
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
て
い
る
。

（
7
）『
仮
名
草
子
集
成

第
六
巻
』（
東
京
書
籍
）
所
収
。
昭
和
六
〇
年
刊 

（
8
）
井
上
泰
至
「
読
み
物
的
刊
行
群
書
の
展
開―

遠
山
信
春
の
軍
書
制
作
」『
近
世
刊
行
軍
書
論

教
訓
・
娯
楽
・
考
証
』（
笠
間
書
院
）
平
成
二
六
年

一
二
〇
頁
。

（
9
）
原
田
真
澄
は
「
明
智
光
秀
と
本
能
寺
の
変

虚
像
編
」『
信
長
徹
底
解
読

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
本
当
の
姿
』（
文
学
通
信
）
令
和
二
年

七
月

三
六
七
頁
で
、
光
秀

折
檻
の
際
の
流
血
事
件
を
取
り
込
ん
だ
点
は
近
松
の
工
夫
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（40）二
一
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あ
る
。

六
．
小
結 

以
上
、
本
稿
で
は
織
田
信
長
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
学
際
的
な
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
信
長
学
」
の
現
在
ま
で
の
実
践
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
論
じ
て

き
た
。
愛
知
文
教
大
学
は
小
規
模
な
大
学
で
あ
る
た
め
、
研
究
分
野
が
異
な
る
教
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
比
較
的
取
り
や
す
い
環
境
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し

た
学
際
的
な
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み
を
行
い
や
す
い
状
況
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
い
わ
ば
「
信
長
学
」
は
大
学
の
地
域
的
特
性
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
小
規
模
大
学
の

利
点
を
活
用
し
た
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

ま
た
「
信
長
学
」
は
、
大
学
内
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
市
民
講
座
と
し
て
地
域
に
還
元
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
市
民
講
座

に
お
い
て
は
歴
史
・
文
学
・
服
飾
文
化
に
加
え
て
音
楽
史
や
東
洋
哲
学
の
研
究
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
（

30
）
。

「
信
長
学
」
の
大
学
に
お
け
る
授
業
で
は
、
担
当
教
員
ら
に
よ
る
フ
ロ
ア
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
回
を
設
け
て
意
見
交
換
を
図
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、

分
野
横
断
的
な
議
論
に
よ
っ
て
新
た
な
課
題
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
の
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は

教
員
の
研
究
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
は
「
信
長
学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
科
研
費
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と
も
構
想
に
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

注
（
1
）『
信
長
公
記
』
巻
首
（『
史
籍
集
覧
』
十
九
改
定
、
近
藤
出
版
、
大
正
十
年
〔
一
九
二
九
〕）

（
2
）
前
掲
注
（
1
）
書
。

（
3
）
前
掲
注
（
1
）
書
。

（
4
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』（
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
翻
訳
『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
１
織
田
信
長
篇
１
』、
中
央
公
論
新
社
、
平
成
十
二
年
）

（
5
）「
一
五
六
九
年
七
月
一
二
日
付
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
師
が
都
よ
り
、
豊
後
の
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
師
に
宛
て
た
書
簡
」（
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・

十
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集

第
Ⅲ
期

第
３
巻
』、
同
朋
舎
、
平
成
十
年
）

（
6
）
拙
稿
「
仮
名
草
子
『
浮
雲
物
語
』
に
つ
い
て
の
一
考
察―

「
浮
雲
御
前
」
を
め
ぐ
る
信
長
・
勝
家―

」（『
愛
知
文
教
大
学
論
叢
』
第
二
五
巻

愛
知
文
教
大
学
紀
要
編

集
委
員
会

令
和
五
年
二
月
）
の
中
で
信
長
像
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
て
い
る
。

（
7
）『
仮
名
草
子
集
成

第
六
巻
』（
東
京
書
籍
）
所
収
。
昭
和
六
〇
年
刊 

（
8
）
井
上
泰
至
「
読
み
物
的
刊
行
群
書
の
展
開―

遠
山
信
春
の
軍
書
制
作
」『
近
世
刊
行
軍
書
論

教
訓
・
娯
楽
・
考
証
』（
笠
間
書
院
）
平
成
二
六
年

一
二
〇
頁
。

（
9
）
原
田
真
澄
は
「
明
智
光
秀
と
本
能
寺
の
変

虚
像
編
」『
信
長
徹
底
解
読

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
本
当
の
姿
』（
文
学
通
信
）
令
和
二
年

七
月

三
六
七
頁
で
、
光
秀

折
檻
の
際
の
流
血
事
件
を
取
り
込
ん
だ
点
は
近
松
の
工
夫
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
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再
生
産
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
受
容
す
る
側
の
意
識
と
し
て
も
、
極
め
て
興
味
深
い
事
例
を
呈
出
し
て
い
る
。
要
す
る
に
「
よ
く
で
き
た
虚
構
」
は
、「
面
白
み
の
な

い
事
実
」
に
勝
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
近
現
代
に
お
け
る
種
々
の
メ
デ
ィ
ア
の
氾
濫
は
、〈
読
者
〉
の
存
在
感
を
否
応
な
く
増
大
さ
せ
た
。
そ
れ
は
反
転
し
て
、
受
容

者
の
求
め
る
〈
イ
メ
ー
ジ
〉
こ
そ
大
衆
的
な
〈
真
実
〉
と
い
う
情
報
市
場
の
要
請
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。「
吾
敵
在
二

本
能
寺
」
と
い
う
虚
構
は
、
そ
れ
を
受
容
し
鑑
賞
す
る

〈
読
者
〉
の
要
請
に
従
っ
て
、
現
代
メ
デ
ィ
ア
上
で
反
復
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
〈
信
長
〉
で
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、〈
神
格
化
さ
れ
た
君
主
〉

と
し
て
の
〈
信
長
〉
が
あ
る
。
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
』（
14
）

に
み
え
る
記
述
を
一
例
と
し
て
挙
げ
た
い
。

・
か
く
て
彼
は
も
は
や
、
自
ら
を
日
本
の
絶
対
君
主
と
称
し
、
諸
国
で
そ
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
る
こ
と
だ
け
で
満
足
せ
ず
、
全
身
に
燃
え
上
が
っ
た
こ
の
悪
魔
的
傲
慢
さ
か

ら
、（
中
略
）
あ
た
か
も
神
的
生
命
を
有
し
不
滅
の
王
で
あ
る
か
の
よ
う
に
万
人
か
ら
礼
拝
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
。

現
代
メ
デ
ィ
ア
等
で
描
か
れ
る
〈
信
長
〉
に
は
、
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
』
に
み
る
よ
う
な
、〈
神
格
化
さ
れ
た
君
主
〉〈
悪
魔
的
な
カ
リ
ス
マ
〉
と
し
て
の
君
主
像
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
岡
村
賢
二
『
第
六
天
魔
王

織
田
信
長
』（
マ
ン
ガ
・
二
〇
一
三
年
）
や
、『Fate/G

O

』（
ゲ
ー
ム
・
二
〇
一
五
年
）、『
消
滅
都
市
０
』（
ス
マ
ホ
ゲ
ー

ム
・
二
〇
一
八
年
）
等
の
〈
織
田
信
長
〉
は
、「
第
六
天
魔
王
」
の
文
字
と
共
に
共
起
さ
れ
、〈
ど
ぎ
つ
い
力
を
有
し
た
君
主
像
〉
を
前
面
に
押
し
出
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
神
仏
に
対
抗
す
る
〈
悪
魔
的
〉
イ
メ
ー
ジ
の
〈
信
長
〉
像
が
流
通
す
る
背
景
に
は
、
激
し
く
も
鮮
烈
な
君
主
を
許
容
し
、
待
望
す
る
大
衆
の
要
請
の
現

れ
と
も
い
え
よ
う
。
さ
て
、
近
代
の
〈
勤
皇
・
敬
神
〉
の
〈
信
長
〉
像
か
ら
、
現
代
の
神
仏
に
対
抗
す
る
〈
悪
魔
的
〉
な
ど
ぎ
つ
い
君
主
と
し
て
の
〈
信
長
〉
ま
で
、
イ
メ
ー

ジ
の
変
遷
を
瞥
見
し
て
き
た
が
、
で
は
現
代
人
が
〈
信
長
〉
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
受
容
す
る
と
き
そ
こ
に
投
影
す
る
も
の
と
は
何
な
の
か
、
一
言
を
附
し
て
み
た
い
。

（
四
）
現
代
に
お
け
る
〈
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉
と
し
て
の
〈
信
長
〉

所
謂
「
日
本
文
化
」
を
俯
瞰
す
る
時
、
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』（
15
）

を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、「
天
皇
家
」
と
「
武
家
」
の
文
化
に
二
分
で
き
る
。
日
本

の
国
花
も
ま
た
「
菊
」
と
「
桜
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
家
と
武
家
に
ゆ
か
り
の
深
い
花
で
あ
る
。〈
天
皇
〉
に
つ
い
て
笠
原
英
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。（
16
）

・
天
皇
と
は
実
に
摩
訶
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
。（
中
略
）
天
皇
を
知
る
こ
と
は
日
本
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
日
本
の
文
化
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

「
天
皇
」
は
「
日
本
文
化
」
の
精
髄
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、「
日
本
」
の
歴
史
と
骨
が
ら
み
に
な
っ
て
い
る
「
天
皇
」
は
、
造
化
三
神
か
ら
天
神
七
代
、
地
神
五

代
、
人
皇
一
二
六
代
と
、
世
界
的
に
見
て
も
現
存
最
旧
王
家
と
な
っ
て
い
る
。〈
天
皇
家
〉
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
権
神
授
説
と
は
異
な
る
〈
物
語
〉
と

し
て
の
〈
永
続
性
〉
で
あ
る
。
こ
こ
に
近
現
代
の
〈
信
長
〉
像
が
出
色
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
支
持
さ
れ
る
根
源
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
天
皇

家
」
を
頂
点
と
す
る
日
本
に
お
い
て
、「
天
皇
家
以
外
の
治
世
」
を
想
像
さ
せ
る
に
足
る
〈
革
命
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉
と
し
て
の
〈
信
長
〉
で
あ
る
。
万
古
不
易
の
権
威
（
天
皇

家
）
を
超
え
、
日
本
に
お
け
る
〝
ア
ナ
ザ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
〟
を
体
現
す
る
に
足
る
〈
イ
メ
ー
ジ
〉
が
、〈
信
長
〉
へ
の
憧
憬
と
受
容
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
君
が
代
は

千
代
に
八
千
代
に

さ
ざ
れ
石
の

苔
の
む
す
ま
で
」
に
象
徴
的
な
〈
天
皇
家
〉
の
〈
永
続
性
〉
と
、
信
長
が
好
ん
だ
幸
若
舞
『
敦
盛
』「
人
間
五
十
年
、
下
天
の
う
ち
を
比
ぶ

れ
ば
、
夢
幻
の
如
く
な
り
」
に
描
か
れ
た
〈
刹
那
〉
は
、
天
皇
家
の
〈
永
続
性
〉
と
対
照
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、〈
信
長
〉
に
投
影
さ
れ
る
須
臾
の
美
を
一
層
際
立
た
せ
る
の
で

（41）二
〇
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（H
istory

）〉
も
ま
た
〈
権
力
者
・
為
政
者
の
物
語
（H

is story

）〉
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
〈
物
語
（Story

）〉
が
紡
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
生
成

と
展
開
の
必
然
性
を
対
象
と
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、「
織
田
信
長
」
も
ま
た
、「
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
時
代
的
な
必
然
性
が

前
景
化
し
て
こ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
の
目
に
映
ず
る
「
織
田
信
長
」
は
、
事
実
（Fact

）
と
い
う
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
反
復
さ
れ
強
化
さ
れ
た
虚
構

（Fiction
）
の
〈
織
田
信
長
〉
な
の
で
あ
る
。 

（
二
）『
日
本
外
史
』
と
近
代
〈
信
長
〉
像

近
代
期
に
お
け
る
〈
信
長
〉
像
の
淵
源
と
し
て
は
、「
講
談
本
」
や
「
軍
談
」
等
、
数
多
の
テ
ク
ス
ト
を
措
定
し
う
る
。
が
、
こ
こ
で
は
幕
末
の
志
士
た
ち
も
多
く
読
み
、
そ

の
後
明
治
の
元
勲
と
な
っ
た
名
士
た
ち
の
「
歴
史
教
科
書
」
と
も
な
っ
た
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』（
13
）

に
求
め
た
い
。『
日
本
外
史
』
は
「
主
君
」「
臣
下
」
の
別
を
明
確
に

し
、「
天
皇
の
権
威
」
を
絶
対
化
し
た
「
大
義
名
分
論
」
で
貫
か
れ
て
い
る
。「
名
分
論
」
で
描
か
れ
た
武
家
の
興
亡
と
い
う
側
面
も
あ
っ
て
、「
信
長
」
も
ま
た
「
天
皇
家
」
に

仕
え
る
「
従
順
な
臣
下
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
例
を
「
比
叡
山
焼
討
」
の
条
に
挙
げ
れ
ば
、
討
伐
の
理
由
と
し
て
信
長
は
「
王
道
の
衰
へ
た
る
を
興
さ
ん
と
欲
し
」「
王

師
を
塞
ぐ
国
賊
を
除
く
」
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
朝
敵
」
を
排
除
す
る
〈
信
長
〉
が
強
調
さ
れ
「
勤
皇
」
の
志
士
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、「
敬

神
」
の
念
の
篤
い
武
将
と
し
て
の
側
面
も
強
調
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
〈
勤
皇
・
敬
神
〉
の
〈
信
長
〉
像
は
、
明
治
・
大
正
期
の
み
な
ら
ず
、
昭
和
期
に
お
い
て

さ
ら
に
高
唱
さ
れ
る
。『
日
本
外
史
』
で
強
調
さ
れ
た
勤
皇
・
敬
神
の
〈
信
長
〉
像
が
、〈
近
代
〉
と
り
わ
け
戦
前
・
戦
中
期
の
「
神
格
化
さ
れ
た
天
皇
」
と
相
俟
っ
て
、
当
時

の
一
般
的
な
〈
信
長
〉
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
。
所
謂
「
尊
王
賤
覇
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
王
道
」
に
貶
位
す
る
「
覇
道
」
の
雄
と
し
て
の
〈
信
長
〉
像
で
あ
る
。
し
か

し
、
戦
後
か
ら
現
代
に
お
け
る
〈
信
長
〉
像
は
、
ま
た
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。〈
信
長
〉
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
、
時
代
や
社
会
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
要

請
さ
れ
た
の
か
を
瞥
見
し
て
み
る
。

（
三
）
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
み
る
〈
信
長
〉

現
代
〈
信
長
〉
像
も
、『
日
本
外
史
』
等
、
近
代
〈
信
長
〉
像
の
延
長
線
上
に
生
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
日
本
外
史
』
に
お
け
る
「
信
長
」
関
連
の
記
述
の
中
で
、

象
徴
的
な
虚
構
が
以
下
の
一
節
で
あ
る
。

・
光
秀
乃
舉
ㇾ

鞭
東
措
。
颺
言
曰
。
吾
敵
在
二

本
能
寺
一

（
光
秀
、
乃
ち
、
鞭
を
舉
げ
て
東
を
指
し
、
颺
言
し
て
曰
く
、「
吾
が
敵
は
本
能
寺
に
在
り
」
と
。

「
臣
下
」
で
あ
る
明
智
光
秀
が
「
主
君
」
の
織
田
信
長
討
伐
を
決
意
す
る
条
で
あ
る
。
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
〈
信
長
〉
像
を
見
る
上
で
、
こ
れ
ほ
ど
人
口
に
膾
炙
し
た
場

面
も
少
な
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
「
吾
敵
在
二

本
能
寺
」
は
、『
信
長
』（
池
上
遼
一
・
漫
画
・
二
〇
〇
四
年
）、『
信
長
協
奏
曲
』（
映
画
・
二
〇
一
六
年
）、『
本
能
寺
ホ
テ
ル
』（
映

画
・
二
〇
一
七
年
）、『
麒
麟
が
く
る
』（
大
河
ド
ラ
マ
・
二
〇
二
〇
～
二
一
年
）
等
で
も
、
き
わ
め
て
印
象
的
な
シ
ー
ン
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、「
吾
敵
在
二

本

能
寺
」
と
い
う
出
色
の
〈
虚
構
（fiction

）〉
が
、〈
信
長
〉
の
衰
滅
と
併
せ
て
象
徴
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
虚
実
綯
い
交
ぜ
の
〈
テ
ク
ス
ト
〉
を

（42）一
九
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（H
istory

）〉
も
ま
た
〈
権
力
者
・
為
政
者
の
物
語
（H

is story

）〉
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
〈
物
語
（Story

）〉
が
紡
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
生
成

と
展
開
の
必
然
性
を
対
象
と
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、「
織
田
信
長
」
も
ま
た
、「
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
時
代
的
な
必
然
性
が

前
景
化
し
て
こ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
の
目
に
映
ず
る
「
織
田
信
長
」
は
、
事
実
（Fact

）
と
い
う
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
反
復
さ
れ
強
化
さ
れ
た
虚
構

（Fiction

）
の
〈
織
田
信
長
〉
な
の
で
あ
る
。 

（
二
）『
日
本
外
史
』
と
近
代
〈
信
長
〉
像

近
代
期
に
お
け
る
〈
信
長
〉
像
の
淵
源
と
し
て
は
、「
講
談
本
」
や
「
軍
談
」
等
、
数
多
の
テ
ク
ス
ト
を
措
定
し
う
る
。
が
、
こ
こ
で
は
幕
末
の
志
士
た
ち
も
多
く
読
み
、
そ

の
後
明
治
の
元
勲
と
な
っ
た
名
士
た
ち
の
「
歴
史
教
科
書
」
と
も
な
っ
た
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』（
13
）

に
求
め
た
い
。『
日
本
外
史
』
は
「
主
君
」「
臣
下
」
の
別
を
明
確
に

し
、「
天
皇
の
権
威
」
を
絶
対
化
し
た
「
大
義
名
分
論
」
で
貫
か
れ
て
い
る
。「
名
分
論
」
で
描
か
れ
た
武
家
の
興
亡
と
い
う
側
面
も
あ
っ
て
、「
信
長
」
も
ま
た
「
天
皇
家
」
に

仕
え
る
「
従
順
な
臣
下
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
例
を
「
比
叡
山
焼
討
」
の
条
に
挙
げ
れ
ば
、
討
伐
の
理
由
と
し
て
信
長
は
「
王
道
の
衰
へ
た
る
を
興
さ
ん
と
欲
し
」「
王

師
を
塞
ぐ
国
賊
を
除
く
」
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
朝
敵
」
を
排
除
す
る
〈
信
長
〉
が
強
調
さ
れ
「
勤
皇
」
の
志
士
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、「
敬

神
」
の
念
の
篤
い
武
将
と
し
て
の
側
面
も
強
調
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
〈
勤
皇
・
敬
神
〉
の
〈
信
長
〉
像
は
、
明
治
・
大
正
期
の
み
な
ら
ず
、
昭
和
期
に
お
い
て

さ
ら
に
高
唱
さ
れ
る
。『
日
本
外
史
』
で
強
調
さ
れ
た
勤
皇
・
敬
神
の
〈
信
長
〉
像
が
、〈
近
代
〉
と
り
わ
け
戦
前
・
戦
中
期
の
「
神
格
化
さ
れ
た
天
皇
」
と
相
俟
っ
て
、
当
時

の
一
般
的
な
〈
信
長
〉
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
。
所
謂
「
尊
王
賤
覇
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
王
道
」
に
貶
位
す
る
「
覇
道
」
の
雄
と
し
て
の
〈
信
長
〉
像
で
あ
る
。
し
か

し
、
戦
後
か
ら
現
代
に
お
け
る
〈
信
長
〉
像
は
、
ま
た
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。〈
信
長
〉
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
、
時
代
や
社
会
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
要

請
さ
れ
た
の
か
を
瞥
見
し
て
み
る
。

（
三
）
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
み
る
〈
信
長
〉

現
代
〈
信
長
〉
像
も
、『
日
本
外
史
』
等
、
近
代
〈
信
長
〉
像
の
延
長
線
上
に
生
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
日
本
外
史
』
に
お
け
る
「
信
長
」
関
連
の
記
述
の
中
で
、

象
徴
的
な
虚
構
が
以
下
の
一
節
で
あ
る
。

・
光
秀
乃
舉
ㇾ

鞭
東
措
。
颺
言
曰
。
吾
敵
在
二

本
能
寺
一

（
光
秀
、
乃
ち
、
鞭
を
舉
げ
て
東
を
指
し
、
颺
言
し
て
曰
く
、「
吾
が
敵
は
本
能
寺
に
在
り
」
と
。

「
臣
下
」
で
あ
る
明
智
光
秀
が
「
主
君
」
の
織
田
信
長
討
伐
を
決
意
す
る
条
で
あ
る
。
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
〈
信
長
〉
像
を
見
る
上
で
、
こ
れ
ほ
ど
人
口
に
膾
炙
し
た
場

面
も
少
な
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
「
吾
敵
在
二

本
能
寺
」
は
、『
信
長
』（
池
上
遼
一
・
漫
画
・
二
〇
〇
四
年
）、『
信
長
協
奏
曲
』（
映
画
・
二
〇
一
六
年
）、『
本
能
寺
ホ
テ
ル
』（
映

画
・
二
〇
一
七
年
）、『
麒
麟
が
く
る
』（
大
河
ド
ラ
マ
・
二
〇
二
〇
～
二
一
年
）
等
で
も
、
き
わ
め
て
印
象
的
な
シ
ー
ン
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、「
吾
敵
在
二

本

能
寺
」
と
い
う
出
色
の
〈
虚
構
（fiction

）〉
が
、〈
信
長
〉
の
衰
滅
と
併
せ
て
象
徴
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
虚
実
綯
い
交
ぜ
の
〈
テ
ク
ス
ト
〉
を
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織
田
信
長
の
人
間
像
は
、
同
時
代
の
武
将
た
ち
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
太
閤
記
の
世
界
」
の
な
か
で
は
、
必
ず
顔
を
だ
す
が
、
徹
底
し
て
善
良
な
人
間
像
を
獲
得
し
、

そ
れ
ゆ
え
に
活
躍
の
場
の
多
い
豊
臣
秀
吉
（
真
柴
久
吉
）、
あ
る
い
は
屈
折
し
た
悪
役
を
割
り
ふ
ら
れ
、
独
自
の
個
性
を
作
り
上
げ
た
明
智
光
秀
（
武
智
光
秀
）
な
ど
に
比

べ
る
と
、
信
長
の
場
合
は
小
田
春
永
と
い
う
単
純
な
赤
面
の
暴
君
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
お
も
し
ろ
み
に
欠
け
る
印
象
を
否
め
な
い
。
ま
た
脇
役
に
と
ど
ま
り
、
信
長

を
主
人
公
に
扱
う
作
品
は
み
ら
れ
な
い
。
江
戸
時
代
に
は
は
な
は
だ
人
気
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
文
学
、
演
劇
作
品
を
通
し
、
信
長
像
を
追
っ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
で
は
信
長
の
評
価
は
頗
る
低
い
。
こ
の
評
価
に
つ
い
て
先
の
井
上
泰
至
は
、
江
戸
時
代
に
よ

く
読
ま
れ
た
通
史
『
本
朝
通
紀
』
の
信
長
評
価
「
信
長
は
天
性
刻
薄
の
人
也
」
を
あ
げ
つ
つ
、
信
長
の
峻
厳
か
つ
粗
暴
な
性
格
が
家
臣
の
裏
切
り
を
招
い
た
と
い
う
見
方
が
、

文
学
作
品
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。（
12
）

文
学
作
品
や
芝
居
の
中
で
「
暴
君
信
長
」
と
し
て
虚
構
化
さ
れ
た
「
信
長
像
」
は
、
江
戸
時
代
の
庶
民
に
日
常
的

に
親
し
ま
れ
、
享
受
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

（
四
）
今
後
の
課
題

本
節
で
は
、「
信
長
学
」
で
行
っ
た
講
義
内
容
を
ふ
ま
え
、
近
世
文
芸
を
通
し
て
の
信
長
像
を
概
観
し
、
考
察
を
加
え
た
。
織
田
信
長
と
い
う
人
物
像
は
、
実
像
を
離
れ
、
儒

教
的
倫
理
観
を
基
軸
と
し
た
信
長
へ
の
評
価
や
政
治
的
背
景
、
社
会
風
潮
が
文
芸
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
、
虚
構
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
近
世
と
い
う
時
代

は
、
そ
の
信
長
の
虚
像
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
日
常
的
に
享
受
し
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

今
後
は
、
絵
本
な
ど
に
描
か
れ
る
信
長
の
構
図
を
分
析
し
、
浮
世
絵
、
役
者
絵
な
ど
を
収
集
整
理
す
る
こ
と
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
浮
世
絵
は
江
戸
時
代
の
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
的
な
役
割
を
も
つ
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
か
ら
の
虚
構
化
の
変
容
を
追
跡
・
検
討
す
る
こ
と
も
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。 

五
．〈
イ
メ
ー
ジ
〉
と
し
て
の
〈
織
田
信
長
〉―

現
代
メ
デ
ィ
ア
で
の
流
通
と
受
容
（
佐
藤
良
太
） 

（
一
）
緒
言

現
代
に
お
け
る
〈
織
田
信
長
〉
は
、
歴
史
上
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
今
日
に
も
通
用
す
る
一
つ
の
規
範
と
し
て
流
通
し
受
容
さ
れ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
処
世

術
、
企
業
経
営
や
ト
ッ
プ
と
し
て
の
あ
り
方
、
既
成
観
念
の
打
破
と
進
取
の
気
風
な
ど
で
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
〈
信
長
〉
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
今
日
性
）
は
、
歴
史
的

事
実
よ
り
も
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
反
復
強
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
依
拠
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
小
稿
で
は
、
近
代
〈
信
長
〉
像
の
淵
源
と
特
徴
、
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
み

る
〈
信
長
〉
イ
メ
ー
ジ
に
触
れ
、
現
代
に
お
い
て
出
色
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
ち
う
る
〈
信
長
〉
像
に
つ
い
て
、
一
考
を
付
す
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
〈
信
長
〉
は
今
日
に
お
い
て
な

お
多
く
の
支
持
を
集
め
、
出
色
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
ち
う
る
の
か
。〈
信
長
〉
の
今
日
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
い
。

ま
ず
「
織
田
信
長
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
史
上
に
実
在
し
た
人
物
と
し
て
、
そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
〈
文
学
（Literature

）〉
は
、
虚
構
の
生
成

と
展
開
を
検
証
す
る
学
問
体
系
で
あ
り
、
主
と
し
て
創
作
さ
れ
た
虚
構
（Fiction

）
を
研
究
対
象
と
す
る
。
一
方
で
〈
歴
史
学
（H

istory

）〉
は
、
史
実
・
史
料
の
当
否
を
検

証
・
評
価
し
、
正
確
な
〈
歴
史
〉
の
構
築
を
目
途
と
す
る
。
い
う
な
れ
ば
事
実
（Fact

）
を
主
対
象
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、〈
文
学
〉
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、〈
歴
史

（43）一
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六
一
〇
）
年
）
の
流
れ
を
く
ん
だ
軍
書
（
軍
記
物
）
が
多
数
書
か
れ
、
流
布
し
始
め
る
。
軍
書
と
は
、
武
士
の
歴
史
を
語
り
、
武
士
の
生
き
方
を
教
え
る
も
の
で
、
史
伝
的
軍

書
や
考
証
的
軍
書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
軍
記
物
が
生
ま
れ
て
い
る
。
井
上
泰
至
は
、
遠
山
信
春
著
『
総
見
記
（
織
田
軍
記
）』
に
描
か
れ
る
信
長
像
を
「
信
長
の
異
端
性
を
そ
の

言
動
か
ら
ば
か
り
で
な
く
扮
装
に
焦
点
を
当
て
て
繰
り
返
し
描
写
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
の
点
か
ら
信
長
像
を
定
位
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。（
8
）

軍
書
類
に
は
心
理
描
写
は
全
く
描
か
れ
ず
、
事
実
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
一
方
で
物
語
類
で
は
、
読
み
物
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
り
、
作
者
の
意
図
が
反
映
さ
れ
た
信
長
像
が

生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
後
、
江
戸
中
期
に
な
る
と
、
武
内
確
斎
作
、
岡
田
玉
山
画
の
読
本
『
絵
本
太
閤
記
』（
一
七
九
七
～
一
八
〇
二
）
が
出
版
さ
れ
、「
太
閤
記
」
ブ
ー

ム
が
到
来
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
主
人
公
豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
で
あ
り
、
織
田
信
長
は
、
秀
吉
を
引
き
立
て
た
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
脇
役
感
が
否

め
な
い
。
こ
う
し
た
「
太
閤
記
」
ブ
ー
ム
に
乗
り
つ
つ
、
様
々
な
軍
書
類
や
実
録
か
ら
影
響
を
受
け
た
『
絵
本
太
閤
記
』
が
、
一
つ
の
信
長
像
の
転
換
点
と
な
る
。
さ
ら
に
戯

作
者
十
返
舎
一
九
は
『
化
物
太
平
記
』（
文
化
四
（
一
八
〇
四
）
年
）
の
中
で
信
長
を
蛞
蝓
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
な
ど
、
様
々
に
変
容
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
次
に
取
り
上

げ
る
近
世
演
劇
に
お
け
る
「
信
長
像
」
に
も
、
文
芸
作
品
が
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
、
創
作
面
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
読
み
物
が
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
文
学
作
品
の
変
遷

を
辿
る
こ
と
で
、
巧
み
に
虚
構
化
さ
れ
た
「
信
長
像
」
が
浮
か
び
上
が
り
、
時
代
に
応
じ
た
「
信
長
」
が
庶
民
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
近
世
演
劇
に
お
け
る
信
長
の
位
置
づ
け

次
に
近
世
演
劇
、
主
に
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
作
品
に
お
け
る
信
長
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
物
語
等
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
お
い
て
、
文
字
媒
体
を
通

し
た
信
長
像
が
広
ま
っ
た
一
方
で
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
側
面
か
ら
信
長
像
が
確
立
さ
れ
た
の
が
演
劇
作
品
だ
と
い
え
よ
う
。 

浄
瑠
璃
作
家
近
松
門
左
衛
門
は
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
二
月
に
『
本
朝
三
国
志
』
を
初
演
す
る
。
こ
の
作
品
は
太
閤
記
物
の
嚆
矢
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き

は
、
明
智
光
秀
を
打
擲
す
る
場
面
を
入
れ
込
ん
だ
演
出
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
よ
っ
て
、
信
長
は
部
下
に
対
す
る
横
暴
な
信
長
像
が
浄
瑠
璃
を
鑑
賞
し
た
人
々
へ
伝
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。（
9
）

本
作
品
は
以
降
の
浄
瑠
璃
作
品
に
大
き
く
影
響
す
る
が
、
作
品
内
で
は
あ
ま
り
光
秀
と
信
長
の
対
立
は
描
か
れ
な
い
。
そ
の
後
、
太
閤
記
物
の
流
行
と
共
に
、
秀
吉
を
描
く

出
世
奴
物
が
出
さ
れ
る
。
原
田
真
澄
は
、「
信
長
は
卑
賤
の
身
か
ら
立
身
出
世
す
る
秀
吉
を
、
身
分
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
重
用
し
な
が
ら
天
下
の
動
乱
を
鎮
め
て
い
く
理
想
的
な
武

将
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。（
10
）

こ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
の
立
身
出
世
譚
が
世
間
で
人
気
を
博
す
こ
と
に
な
る
。

総
じ
て
、
浄
瑠
璃
作
品
に
描
か
れ
る
信
長
（
作
中
で
は
春
長
）
は
、
単
な
る
短
気
で
癇
癪
持
ち
で
は
な
く
、
光
秀
へ
の
疑
念
か
ら
故
意
に
恥
辱
を
与
え
、
挑
発
し
、
心
底
を

探
り
な
が
ら
滅
ぼ
す
口
実
を
つ
か
も
う
と
す
る
人
物
と
し
て
造
型
さ
れ
る
。
疑
念
を
抱
か
れ
た
光
秀
が
主
君
に
尽
く
そ
う
と
も
信
長
（
春
長
）
は
、
一
層
苛
烈
さ
を
加
え
て
い

く
。
こ
れ
は
儒
教
的
倫
理
観
に
支
配
さ
れ
た
近
世
封
建
主
義
社
会
に
お
け
る
信
長
像
で
も
あ
り
、
主
従
関
係
の
非
情
さ
を
も
表
す
構
図
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
鶴
屋
南
北
作
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
七
月
初
演
『
時
今
也
桔
梗
旗
揚
』（
別
題
「
時
桔
梗
出
世
請
状
」）
の
中
の
信
長
像
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
。

守
屋
毅
は
演
じ
ら
れ
る
「
信
長
の
人
間
像
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。（
11
）
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六
一
〇
）
年
）
の
流
れ
を
く
ん
だ
軍
書
（
軍
記
物
）
が
多
数
書
か
れ
、
流
布
し
始
め
る
。
軍
書
と
は
、
武
士
の
歴
史
を
語
り
、
武
士
の
生
き
方
を
教
え
る
も
の
で
、
史
伝
的
軍

書
や
考
証
的
軍
書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
軍
記
物
が
生
ま
れ
て
い
る
。
井
上
泰
至
は
、
遠
山
信
春
著
『
総
見
記
（
織
田
軍
記
）』
に
描
か
れ
る
信
長
像
を
「
信
長
の
異
端
性
を
そ
の

言
動
か
ら
ば
か
り
で
な
く
扮
装
に
焦
点
を
当
て
て
繰
り
返
し
描
写
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
の
点
か
ら
信
長
像
を
定
位
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。（
8
）

軍
書
類
に
は
心
理
描
写
は
全
く
描
か
れ
ず
、
事
実
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
一
方
で
物
語
類
で
は
、
読
み
物
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
り
、
作
者
の
意
図
が
反
映
さ
れ
た
信
長
像
が

生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
後
、
江
戸
中
期
に
な
る
と
、
武
内
確
斎
作
、
岡
田
玉
山
画
の
読
本
『
絵
本
太
閤
記
』（
一
七
九
七
～
一
八
〇
二
）
が
出
版
さ
れ
、「
太
閤
記
」
ブ
ー

ム
が
到
来
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
主
人
公
豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
で
あ
り
、
織
田
信
長
は
、
秀
吉
を
引
き
立
て
た
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
脇
役
感
が
否

め
な
い
。
こ
う
し
た
「
太
閤
記
」
ブ
ー
ム
に
乗
り
つ
つ
、
様
々
な
軍
書
類
や
実
録
か
ら
影
響
を
受
け
た
『
絵
本
太
閤
記
』
が
、
一
つ
の
信
長
像
の
転
換
点
と
な
る
。
さ
ら
に
戯

作
者
十
返
舎
一
九
は
『
化
物
太
平
記
』（
文
化
四
（
一
八
〇
四
）
年
）
の
中
で
信
長
を
蛞
蝓
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
な
ど
、
様
々
に
変
容
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
次
に
取
り
上

げ
る
近
世
演
劇
に
お
け
る
「
信
長
像
」
に
も
、
文
芸
作
品
が
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
、
創
作
面
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
読
み
物
が
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
文
学
作
品
の
変
遷

を
辿
る
こ
と
で
、
巧
み
に
虚
構
化
さ
れ
た
「
信
長
像
」
が
浮
か
び
上
が
り
、
時
代
に
応
じ
た
「
信
長
」
が
庶
民
に
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
近
世
演
劇
に
お
け
る
信
長
の
位
置
づ
け

次
に
近
世
演
劇
、
主
に
人
形
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
作
品
に
お
け
る
信
長
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
物
語
等
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
お
い
て
、
文
字
媒
体
を
通

し
た
信
長
像
が
広
ま
っ
た
一
方
で
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
側
面
か
ら
信
長
像
が
確
立
さ
れ
た
の
が
演
劇
作
品
だ
と
い
え
よ
う
。 

浄
瑠
璃
作
家
近
松
門
左
衛
門
は
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
二
月
に
『
本
朝
三
国
志
』
を
初
演
す
る
。
こ
の
作
品
は
太
閤
記
物
の
嚆
矢
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き

は
、
明
智
光
秀
を
打
擲
す
る
場
面
を
入
れ
込
ん
だ
演
出
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
よ
っ
て
、
信
長
は
部
下
に
対
す
る
横
暴
な
信
長
像
が
浄
瑠
璃
を
鑑
賞
し
た
人
々
へ
伝
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。（
9
）

本
作
品
は
以
降
の
浄
瑠
璃
作
品
に
大
き
く
影
響
す
る
が
、
作
品
内
で
は
あ
ま
り
光
秀
と
信
長
の
対
立
は
描
か
れ
な
い
。
そ
の
後
、
太
閤
記
物
の
流
行
と
共
に
、
秀
吉
を
描
く

出
世
奴
物
が
出
さ
れ
る
。
原
田
真
澄
は
、「
信
長
は
卑
賤
の
身
か
ら
立
身
出
世
す
る
秀
吉
を
、
身
分
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
重
用
し
な
が
ら
天
下
の
動
乱
を
鎮
め
て
い
く
理
想
的
な
武

将
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。（
10
）

こ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
の
立
身
出
世
譚
が
世
間
で
人
気
を
博
す
こ
と
に
な
る
。

総
じ
て
、
浄
瑠
璃
作
品
に
描
か
れ
る
信
長
（
作
中
で
は
春
長
）
は
、
単
な
る
短
気
で
癇
癪
持
ち
で
は
な
く
、
光
秀
へ
の
疑
念
か
ら
故
意
に
恥
辱
を
与
え
、
挑
発
し
、
心
底
を

探
り
な
が
ら
滅
ぼ
す
口
実
を
つ
か
も
う
と
す
る
人
物
と
し
て
造
型
さ
れ
る
。
疑
念
を
抱
か
れ
た
光
秀
が
主
君
に
尽
く
そ
う
と
も
信
長
（
春
長
）
は
、
一
層
苛
烈
さ
を
加
え
て
い

く
。
こ
れ
は
儒
教
的
倫
理
観
に
支
配
さ
れ
た
近
世
封
建
主
義
社
会
に
お
け
る
信
長
像
で
も
あ
り
、
主
従
関
係
の
非
情
さ
を
も
表
す
構
図
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
鶴
屋
南
北
作
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
七
月
初
演
『
時
今
也
桔
梗
旗
揚
』（
別
題
「
時
桔
梗
出
世
請
状
」）
の
中
の
信
長
像
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
。

守
屋
毅
は
演
じ
ら
れ
る
「
信
長
の
人
間
像
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。（
11
）
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さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
信
長
没
後
の
直
後
に
お
い
て
は
、
後
年
の
よ
う
に
信
長
像
を
南
蛮
服
飾
と
と
も
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

一
五
八
二
年
一
〇
月
一
〇
～
一
七
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
大
徳
寺
で
の
信
長
葬
儀
で
は
、「
そ
の
後
同
寺
院
に
は
信
長
の
等
身
の
画
像
を
掛
け
、
か
く
の
如
く
し
て
皆
静
に
帰

っ
た
。」（『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
九
年
、
上―

三
二
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
肖
像
画
が
衆
人
の
目
に
触
れ
そ
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
「
織
田
信
長
像
」
は
没
後
す
ぐ
に
一
人
歩
き
を
し
て
い
っ
た
と
も
い
え
る
。

四
．
近
世
文
芸
に
見
る
織
田
信
長
（
松
村
美
奈
） 

（
一
）
文
芸
の
中
の
信
長
像

本
学
の
「
信
長
学
」
で
は
、
史
実
及
び
虚
構
の
両
側
面
か
ら
織
田
信
長
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
角
的
な
信
長
像
へ
の
理
解
に
結
び
つ
け
る
試
み
を
行
っ
て
い

る
。
筆
者
が
行
っ
た
講
義
で
は
、
近
世
文
学
や
近
世
演
劇
作
品
の
中
に
描
か
れ
る
「
信
長
」
に
照
射
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
を
整
理
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
上
げ
た
作
品
群
か
ら
浮
か
び
あ
が
っ
た
「
信
長
像
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
も
併
せ
て
述
べ
る
。
な
お
本
論
で
「
近
世
」

区
分
と
し
て
扱
う
時
代
は
、
一
六
〇
三
年
～
一
八
六
七
年
の
間
と
し
た
。 

（
二
）
出
版
メ
デ
ィ
ア
に
み
え
る
信
長

近
世
期
の
最
大
の
特
徴
は
、
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
り
、
多
く
の
情
報
伝
達
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
幕
藩
体
制
が
確
立
さ
れ
た
近
世
の
時

代
で
は
、
織
田
信
長
は
す
で
に
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
歴
史
上
の
有
名
な
人
物
は
、
こ
う
し
た
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
波
に
乗
り
、「
虚
構
化
」
さ
れ
、
当
時
の

人
々
に
享
受
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

近
世
前
期
頃
の
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
に
「
仮
名
草
子
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
が
あ
る
。
そ
の
中
の
『
浮
雲
物
語
』（
作
者
不
詳
・
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
九
月
刊
）
と
い
う
作

品
に
は
、「
伊
勢
物
語
」「
源
氏
物
語
」
の
主
人
公
に
仮
託
し
、
妹
へ
の
恋
心
に
苦
悩
す
る
信
長
像
が
描
か
れ
る
。（
6
）

例
え
ば
、
信
長
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
・
・
そ
の
御
子

三
郎
の
ぶ
な
が
と
て
。
世
に
す
ぐ
れ
た
る
人
あ
り
。
す
が
た
、
か
た
ち
よ
り
、
は
じ
め
て
。
御
心
も
、
す
な
ほ
に
て
。
た
ミ
を
、
あ
は
れ
み
さ
せ
。
万
に
、
た
ぐ
ひ
な
き
、
い

ろ
を
、
こ
の
ミ
給
ふ
事
、
な
り
平
の
中
将
と
は
申
べ
き
。(

略)

」（
7
）

と
描
写
さ
れ
る
。

本
作
品
の
よ
う
に
、
近
世
前
期
に
作
ら
れ
た
物
語
で
は
、
武
将
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
色
好
み
で
民
を
哀
れ
む
と
い
う
面
を
強
調
し
つ
つ
、
平
安
王

朝
貴
族
に
近
づ
け
よ
う
と
い
う
作
者
の
意
図
が
見
え
る
。
さ
ら
に
垣
間
見
の
場
面
を
再
現
す
る
よ
う
な
王
朝
物
語
の
一
つ
の
型
を
借
り
た
表
現
で
信
長
が
登
場
す
る
物
語
が
作

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
流
布
状
況
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
読
者
に
ど
の
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
信

長
の
人
物
造
型
を
試
み
た
物
語
作
家
が
存
在
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

「
仮
名
草
子
」
の
よ
う
な
物
語
類
で
は
中
世
風
の
独
特
な
信
長
像
が
描
か
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
史
実
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
太
田
牛
一
の
『
信
長
公
記
』（
慶
長
一
五
（
一

（45）一
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し
た
が
っ
て
、
神
戸
美
術
館
蔵
の
信
長
像
は
、
正
装
で
あ
る
束
帯
姿
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
威
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
格
化
し

よ
う
と
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
う
る
が
、
後
の
豊
臣
秀
吉
像
や
徳
川
家
康
像
と
比
較
す
る
と
、「
神
格
」
化
と
ま
で
は
言
い
が
た
い
穏
や
か
な
も
の
で
あ
ろ

う
。

（
三
）
長
興
寺
蔵
、
織
田
信
長
像

⑵
は
、
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
信
長
の
肖
像
画
で
あ
り
、
重
ね
小
袖
に
肩
衣
姿
（
桐
紋
付
き
）
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

肩
衣
と
は
、
袖
な
し
・
衽
な
し
の
上
半
身
に
着
用
す
る
衣
服
で
、
下
半
身
に
装
着
す
る
袴
と
同
生
地
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
裃
の
原
型
に
な
っ
た
衣
服
で
あ
る
。
衽
を
つ
け

な
い
と
い
う
特
徴
は
、
直
垂
と
い
っ
た
武
家
服
飾
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
胸
元
の
桐
紋
や
袴
の
横
縞
は
、
染
め
加
工
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
中
世
で
は

武
家
服
飾
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
加
工
方
法
で
あ
る
。

小
袖
は
、
袖
口
の
空
き
が
狭
い
形
状
の
衣
服
の
こ
と
で
、
公
家
装
束
な
ど
の
袖
口
が
広
く
空
い
て
い
る
衣
服
に
対
し
て
の
呼
称
で
あ
る
。
平
安
時
代
末
期
ご
ろ
か
ら
下
着
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
小
袖
は
、
中
世
に
服
飾
全
体
が
簡
略
化
す
る
と
中
着
と
し
て
表
出
し
、
小
袖
を
何
枚
も
重
ね
着
す
る
こ
と
で
装
飾
的
に
な
り
、
や
が
て
上
着
化
す
る
こ

と
に
な
る
。
現
在
の
い
わ
ゆ
る
「
着
物
」
の
原
型
に
な
っ
た
衣
服
で
あ
る
。
当
該
資
料
で
は
、
計
二
領
の
重
ね
小
袖
で
、
紅
無
地
の
小
袖
に
白
無
地
の
小
袖
を
重
ね
て
い
る
。

一
六
世
紀
後
半
に
は
、
小
袖
に
染
織
加
工
を
施
す
こ
と
は
一
般
的
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
肖
像
画
は
、
無
地
の
小
袖
を
着
用
し
て
お
り
、
派
手
好
み
と

い
う
織
田
信
長
像
と
は
異
な
る
姿
で
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
四
）
大
徳
寺
蔵
、
織
田
信
長
像

⑶
も
⑵
と
同
様
、
重
ね
小
袖
に
肩
衣
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

本
作
は
、
二
〇
〇
八
～
二
〇
〇
九
年
に
行
わ
れ
た
京
都
国
立
博
物
館
の
調
査
で
、
改
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
解
体
修
理
し
た
際
、
裏
面
に
改
作
さ

れ
る
前
の
姿
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
山
本
英
男
「
大
徳
寺
所
蔵
の
狩
野
永
徳
筆
織
田
信
長
像
に
つ
い
て―

修
理
で
得
ら
れ
た
新
知
見
を
中
心
に―

」（「
京
都
国
立
博
物
館
学

叢
」
第
三
三
号
、
二
〇
一
一
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
改
作
は
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
る
改
作
の
可
能
性
が
高
く
、
元
の
彩
色
は
よ
り
華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
注
目
す

べ
き
は
、
左
右
を
別
色
に
す
る
「
片
身
替
わ
り
」
の
小
袖
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
織
田
信
長
の
生
前
の
姿
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
三
回
忌
の
折
に
、
改

変
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
物
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
意
識
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
る
好
例
と
い
え
よ
う
。

（
五
）
信
長
没
後
の
「
織
田
信
長
像
」

以
上
、
三
点
の
み
で
は
あ
る
が
、
肖
像
画
か
ら
織
田
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
絵
画
化
さ
れ
る
の
か
、
実
像
と
の
乖
離
を
述
べ
て
み
た
。
い
ず
れ
も
、
正
装
で
描
か

れ
た
り
、『
信
長
公
記
』
で
描
か
れ
る
よ
う
な
派
手
な
衣
服
で
は
な
く
地
味
な
衣
服
で
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
た
と
え
華
や
か
な
衣
服
で
描
か
れ
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
書
き
直

（46）一
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し
た
が
っ
て
、
神
戸
美
術
館
蔵
の
信
長
像
は
、
正
装
で
あ
る
束
帯
姿
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
威
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
格
化
し

よ
う
と
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
う
る
が
、
後
の
豊
臣
秀
吉
像
や
徳
川
家
康
像
と
比
較
す
る
と
、「
神
格
」
化
と
ま
で
は
言
い
が
た
い
穏
や
か
な
も
の
で
あ
ろ

う
。

（
三
）
長
興
寺
蔵
、
織
田
信
長
像

⑵
は
、
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
信
長
の
肖
像
画
で
あ
り
、
重
ね
小
袖
に
肩
衣
姿
（
桐
紋
付
き
）
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

肩
衣
と
は
、
袖
な
し
・
衽
な
し
の
上
半
身
に
着
用
す
る
衣
服
で
、
下
半
身
に
装
着
す
る
袴
と
同
生
地
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
裃
の
原
型
に
な
っ
た
衣
服
で
あ
る
。
衽
を
つ
け

な
い
と
い
う
特
徴
は
、
直
垂
と
い
っ
た
武
家
服
飾
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
胸
元
の
桐
紋
や
袴
の
横
縞
は
、
染
め
加
工
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
中
世
で
は

武
家
服
飾
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
加
工
方
法
で
あ
る
。

小
袖
は
、
袖
口
の
空
き
が
狭
い
形
状
の
衣
服
の
こ
と
で
、
公
家
装
束
な
ど
の
袖
口
が
広
く
空
い
て
い
る
衣
服
に
対
し
て
の
呼
称
で
あ
る
。
平
安
時
代
末
期
ご
ろ
か
ら
下
着
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
小
袖
は
、
中
世
に
服
飾
全
体
が
簡
略
化
す
る
と
中
着
と
し
て
表
出
し
、
小
袖
を
何
枚
も
重
ね
着
す
る
こ
と
で
装
飾
的
に
な
り
、
や
が
て
上
着
化
す
る
こ

と
に
な
る
。
現
在
の
い
わ
ゆ
る
「
着
物
」
の
原
型
に
な
っ
た
衣
服
で
あ
る
。
当
該
資
料
で
は
、
計
二
領
の
重
ね
小
袖
で
、
紅
無
地
の
小
袖
に
白
無
地
の
小
袖
を
重
ね
て
い
る
。

一
六
世
紀
後
半
に
は
、
小
袖
に
染
織
加
工
を
施
す
こ
と
は
一
般
的
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
肖
像
画
は
、
無
地
の
小
袖
を
着
用
し
て
お
り
、
派
手
好
み
と

い
う
織
田
信
長
像
と
は
異
な
る
姿
で
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
四
）
大
徳
寺
蔵
、
織
田
信
長
像

⑶
も
⑵
と
同
様
、
重
ね
小
袖
に
肩
衣
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

本
作
は
、
二
〇
〇
八
～
二
〇
〇
九
年
に
行
わ
れ
た
京
都
国
立
博
物
館
の
調
査
で
、
改
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
解
体
修
理
し
た
際
、
裏
面
に
改
作
さ

れ
る
前
の
姿
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
山
本
英
男
「
大
徳
寺
所
蔵
の
狩
野
永
徳
筆
織
田
信
長
像
に
つ
い
て―

修
理
で
得
ら
れ
た
新
知
見
を
中
心
に―

」（「
京
都
国
立
博
物
館
学

叢
」
第
三
三
号
、
二
〇
一
一
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
改
作
は
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
る
改
作
の
可
能
性
が
高
く
、
元
の
彩
色
は
よ
り
華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
注
目
す

べ
き
は
、
左
右
を
別
色
に
す
る
「
片
身
替
わ
り
」
の
小
袖
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
織
田
信
長
の
生
前
の
姿
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
三
回
忌
の
折
に
、
改

変
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
物
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
意
識
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
る
好
例
と
い
え
よ
う
。

（
五
）
信
長
没
後
の
「
織
田
信
長
像
」

以
上
、
三
点
の
み
で
は
あ
る
が
、
肖
像
画
か
ら
織
田
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
絵
画
化
さ
れ
る
の
か
、
実
像
と
の
乖
離
を
述
べ
て
み
た
。
い
ず
れ
も
、
正
装
で
描
か

れ
た
り
、『
信
長
公
記
』
で
描
か
れ
る
よ
う
な
派
手
な
衣
服
で
は
な
く
地
味
な
衣
服
で
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。
た
と
え
華
や
か
な
衣
服
で
描
か
れ
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
書
き
直
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織
田
信
長
の
肖
像
画
は
、
現
在
二
〇
数
点
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
成
立
年
代
の
早
い
と
思
わ
れ
る
、

⑴
．
古
溪
宗
陳
讃
、
神
戸
美
術
館
蔵
（
信
長
一
周
忌
〈
一
五
八
三
〉
成
立
）

⑵
．
狩
野
宗
秀
筆
、
長
興
寺
蔵
（
信
長
一
周
忌
〈
一
五
八
三
〉
成
立
）

⑶
．
狩
野
永
徳
筆
か
、
大
徳
寺
蔵
（
信
長
三
回
忌
〈
一
五
八
五
〉
成
立
）

の
三
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

（
二
）
神
戸
美
術
館
蔵
、
織
田
信
長
像

⑴
は
、
束
帯
姿
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

束
帯
と
は
、
当
時
の
公
家
お
よ
び
武
家
社
会
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
格
の
高
い
正
装
で
あ
る
。
束
帯
は
さ
ま
ざ
ま
な
装
身
具
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
身
分
や
家
な
ど

に
よ
っ
て
着
用
す
る
衣
服
の
形
式
が
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
衣
服
の
自
由
度
が
低
い
と
も
い
え
る
が
、
こ
れ
は
、
一
目
で
身
分
を
認
識
で
き
る
と
い
う
、
身
分
社
会
の
中

に
あ
っ
て
は
合
理
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
上
着
で
あ
る
袍
（
ほ
う
／
う
え
の
き
ぬ
）
は
黒
で
、
織
田
家
の
木
瓜
紋
を
用
い
て
い
る
。
黒
は
、
一
～
四
位
の
身
分
を
表
す
。
織

田
信
長
は
天
正
六
年
〈
一
五
七
八
〉
正
月
六
日
、
正
二
位
に
叙
さ
れ
、
没
後
天
正
一
〇
年
一
〇
月
九
日
、
朝
廷
よ
り
従
一
位
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
家
々
に
関
係
す

る
文
様
、
す
な
わ
ち
異
文
を
使
用
で
き
る
の
は
、
大
臣
以
上
の
身
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
織
田
信
長
は
、
天
正
五
年
〈
一
五
七
七
〉
一
一
月
二
〇
日
に
右
大
臣
の
官

職
を
得
て
い
る
。
こ
の
肖
像
画
は
、
織
田
信
長
の
官
位
に
相
応
し
た
格
好
を
描
い
て
お
り
、
現
実
的
な
姿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
冠
は
全
体
的
に
小
ぶ
り
で
あ
り
、
纓
が
巾
子
の
半
ば
あ
た
り
ま
で
の
高
さ
に
な
っ
て
お
り
、
中
世
当
時
の
有
り
様
を
比
較
的
忠
実
に
描
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
袍

の
下
に
着
用
す
る
下
襲
も
、
後
ろ
身
頃
の
裾
を
長
く
裾
引
い
て
お
り
、
高
位
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
儀
仗
用
で
あ
ろ
う
と
思
し
き
太
刀
は
、
毛
抜
型
太
刀
と
思
わ
れ
る

が
、
稚
拙
な
描
き
方
の
た
め
、
種
類
の
同
定
は
難
し
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
束
帯
と
い
う
格
好
は
参
内
な
ど
に
着
用
さ
れ
る
公
家
由
来
の
格
好
で
、
あ
る
程
度
実
像
を
反
映
し
て
描
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
信

長
は
参
内
の
折
、
こ
の
正
装
で
あ
る
束
帯
を
着
用
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

『
言
継
卿
記
』
永
禄
一
三
年
〈
一
五
七
〇
〉
三
月
一
日
条
に
は
、
織
田
信
長
の
参
内
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
日
、〈
己
巳
、
雪
晴
陰
〉
○
寅
一
點
令
行
水
、
着
衣
冠
參
内
、…

次
信
長
禁
裏
へ
祗
候
、
直
に
參
、
着
衣
冠
御
作
事
回
覽
、…

（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
、
四―

三
九
三
頁

＊
〈
〉
内
は
割
注
）

こ
の
と
き
信
長
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
参
内
に
際
し
て
衣
冠
を
着
用
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
公
家
装
束
の
簡
略
化
に
伴
い
参
内
に
お
い
て
束
帯
の
代
替
と
し
て
衣
冠

を
用
い
る
風
潮
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
衣
冠
着
用
で
の
参
内
は
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
破
線
部
の
よ
う
に
、
山
科
言
継
自
身
も
衣
冠
で
参
内
を
し
て
い
る
。

『
言
継
卿
記
』
に
よ
れ
ば
、
束
帯
着
用
は
、
四
方
拝
（
永
禄
九
年
〈
一
五
六
六
〉
一
月
一
日
条
、
四―
一
頁
）
や
将
軍
宣
下
（
永
禄
一
一
年
〈
一
五
六
八
〉
一
〇
月
一
八
日

条
、
四―

二
七
八
頁
）
の
よ
う
に
、
重
儀
の
際
に
着
用
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
参
内
に
は
衣
冠
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（47）一
四



「信長学」 大学の地域的特性を活かした学際的教育・研究の取り組み 

- 3 -

私
は
別
れ
の
進
物
と
し
て
、
シ
ャ
ツ
一
枚
、
シ
ェ
イ
ラ
（cheila

．
綿
の
布
地
）
の
シ
ロ
ウ
ラ
（ciroulas

．
ズ
ボ
ン
下
）、
紅
色
の
上
履
き
を
持
参
し
た
が
、
柴
田
殿
が
進

物
を
持
っ
て
先
に
（
入
っ
て
）
行
っ
た
。
信
長
は
す
ぐ
に
シ
ロ
ウ
ラ
を
身
に
つ
け
上
履
き
を
履
い
て
私
を
呼
ば
せ
、
こ
の
衣
服
は
夏
に
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
言
っ
て
私

を
迎
え
た
。

史
実
で
は
、
織
田
信
長
は
南
蛮
文
化
の
服
飾
を
自
ら
所
有
し
ま
た
は
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
が
後
世
に
「
西
洋
風
の
甲
冑
を
ま
と
う
織
田
信
長
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
ま
で
発
展
す
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
近
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
表
現
の
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）「
織
田
信
長
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

愛
知
文
教
大
学
「
信
長
学
」
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
大
学
の
所
在
地
の
地
域
特
性
を
活
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
大
学
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な

い
地
理
的
環
境
に
織
田
信
長
ゆ
か
り
の
史
跡
が
点
在
し
、
歴
史
研
究
に
お
け
る
「
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
の
重
要
性
」
を
学
習
内
容
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の

実
施
例
で
は
主
と
し
て
小
牧
市
内
に
あ
る
史
跡
小
牧
山
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
際
し
て
は
、
事
前
学
習
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
必
要
性
・
調
査
方
法
・
注
意
点
な
ど
に
関
す
る
講
義
を
実
施
し
、
単
に
織
田
信
長
ゆ
か
り
の

地
を
探
訪
す
る
だ
け
で
な
く
歴
史
地
理
学
や
民
俗
学
に
お
け
る
現
地
調
査
と
は
何
か
、
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
シ
ラ
バ
ス
構
成
を
意
識
し
て
い
る
。

（
四
）
日
本
史
分
野
に
お
け
る
「
信
長
学
」
の
今
後
の
展
望

こ
こ
ま
で
、
愛
知
文
教
大
学
「
信
長
学
」
に
お
け
る
日
本
史
分
野
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、
服
飾
文
化
・
近
世
文
学
・
近
現
代

文
芸
と
の
分
野
間
連
携
を
強
め
る
た
め
に
、
織
田
信
長
を
描
い
た
絵
画
史
料
に
関
す
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
に
見
ら
れ
な
い
「
西
洋
風
の
鎧
を
身
に
着

け
た
織
田
信
長
」
な
ど
の
、
い
わ
ば
新
し
く
創
出
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
過
程
を
追
う
た
め
に
、
近
世
以
降
の
武
者
絵
・
絵
本
や
、
ま
た
近
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
織
田

信
長
の
表
象
の
変
遷
に
つ
い
て
検
証
し
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
。

三
．
服
飾
文
化
か
ら
見
る
織
田
信
長
（
畠
山
大
二
郎
） 

（
一
）
絵
画
化
さ
れ
た
織
田
信
長
の
服
飾

愛
知
文
教
大
学
の
「
信
長
学
」
は
、
多
角
的
視
点
か
ら
織
田
信
長
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
際
的
研
究
や
学
際
的
学
び
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
筆
者
は

そ
の
「
信
長
学
」
に
お
い
て
、
服
飾
文
化
と
い
う
視
座
か
ら
織
田
信
長
の
実
像
と
虚
像
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
と
試
み
た
。
織
田
信
長
の
服
飾
に
関
し
て
は
、
遺
品
等
の
染
織
資

料
・『
信
長
公
記
』
等
の
文
献
資
料
・
肖
像
画
等
の
絵
画
資
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
講
義
内
で
は
、
染
織
資
料
お
よ
び
絵
画
資
料
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合

上
、
特
に
絵
画
資
料
か
ら
、
織
田
信
長
像
が
ど
の
よ
う
に
絵
画
と
い
う
形
で
描
出
さ
れ
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。

現
代
、
織
田
信
長
と
し
て
想
像
さ
れ
る
姿
は
、
前
節
や
次
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
虚
像
が
混
入
し
て
お
り
、
決
し
て
史
実
通
り
で
は
な
い
。

（48）一
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私
は
別
れ
の
進
物
と
し
て
、
シ
ャ
ツ
一
枚
、
シ
ェ
イ
ラ
（cheila

．
綿
の
布
地
）
の
シ
ロ
ウ
ラ
（ciroulas

．
ズ
ボ
ン
下
）、
紅
色
の
上
履
き
を
持
参
し
た
が
、
柴
田
殿
が
進

物
を
持
っ
て
先
に
（
入
っ
て
）
行
っ
た
。
信
長
は
す
ぐ
に
シ
ロ
ウ
ラ
を
身
に
つ
け
上
履
き
を
履
い
て
私
を
呼
ば
せ
、
こ
の
衣
服
は
夏
に
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
言
っ
て
私

を
迎
え
た
。

史
実
で
は
、
織
田
信
長
は
南
蛮
文
化
の
服
飾
を
自
ら
所
有
し
ま
た
は
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
が
後
世
に
「
西
洋
風
の
甲
冑
を
ま
と
う
織
田
信
長
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
ま
で
発
展
す
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
近
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
表
現
の
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）「
織
田
信
長
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

愛
知
文
教
大
学
「
信
長
学
」
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
大
学
の
所
在
地
の
地
域
特
性
を
活
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
大
学
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な

い
地
理
的
環
境
に
織
田
信
長
ゆ
か
り
の
史
跡
が
点
在
し
、
歴
史
研
究
に
お
け
る
「
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
の
重
要
性
」
を
学
習
内
容
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の

実
施
例
で
は
主
と
し
て
小
牧
市
内
に
あ
る
史
跡
小
牧
山
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
際
し
て
は
、
事
前
学
習
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
必
要
性
・
調
査
方
法
・
注
意
点
な
ど
に
関
す
る
講
義
を
実
施
し
、
単
に
織
田
信
長
ゆ
か
り
の

地
を
探
訪
す
る
だ
け
で
な
く
歴
史
地
理
学
や
民
俗
学
に
お
け
る
現
地
調
査
と
は
何
か
、
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
シ
ラ
バ
ス
構
成
を
意
識
し
て
い
る
。

（
四
）
日
本
史
分
野
に
お
け
る
「
信
長
学
」
の
今
後
の
展
望

こ
こ
ま
で
、
愛
知
文
教
大
学
「
信
長
学
」
に
お
け
る
日
本
史
分
野
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、
服
飾
文
化
・
近
世
文
学
・
近
現
代

文
芸
と
の
分
野
間
連
携
を
強
め
る
た
め
に
、
織
田
信
長
を
描
い
た
絵
画
史
料
に
関
す
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
に
見
ら
れ
な
い
「
西
洋
風
の
鎧
を
身
に
着

け
た
織
田
信
長
」
な
ど
の
、
い
わ
ば
新
し
く
創
出
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
過
程
を
追
う
た
め
に
、
近
世
以
降
の
武
者
絵
・
絵
本
や
、
ま
た
近
現
代
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
織
田

信
長
の
表
象
の
変
遷
に
つ
い
て
検
証
し
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
。

三
．
服
飾
文
化
か
ら
見
る
織
田
信
長
（
畠
山
大
二
郎
） 

（
一
）
絵
画
化
さ
れ
た
織
田
信
長
の
服
飾

愛
知
文
教
大
学
の
「
信
長
学
」
は
、
多
角
的
視
点
か
ら
織
田
信
長
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
際
的
研
究
や
学
際
的
学
び
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
筆
者
は

そ
の
「
信
長
学
」
に
お
い
て
、
服
飾
文
化
と
い
う
視
座
か
ら
織
田
信
長
の
実
像
と
虚
像
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
と
試
み
た
。
織
田
信
長
の
服
飾
に
関
し
て
は
、
遺
品
等
の
染
織
資

料
・『
信
長
公
記
』
等
の
文
献
資
料
・
肖
像
画
等
の
絵
画
資
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
講
義
内
で
は
、
染
織
資
料
お
よ
び
絵
画
資
料
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合

上
、
特
に
絵
画
資
料
か
ら
、
織
田
信
長
像
が
ど
の
よ
う
に
絵
画
と
い
う
形
で
描
出
さ
れ
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。

現
代
、
織
田
信
長
と
し
て
想
像
さ
れ
る
姿
は
、
前
節
や
次
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
虚
像
が
混
入
し
て
お
り
、
決
し
て
史
実
通
り
で
は
な
い
。
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派
手
な
衣
装
を
片
肌
脱
ぎ
に
し
、
茶
筅
髷
を
巻
き
立
て
た
織
田
信
長
の
奔
放
な
姿
の
表
現
は
、
ほ
ぼ
こ
の
史
料
が
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
行
儀
悪
く
果
物
を
食
べ

歩
く
姿
も
こ
の
記
事
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
信
長
公
記
』
巻
首
で
は
同
様
に
父
・
信
秀
の
葬
儀
の
際
に
も
、
信
長
の
服
装
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
（

2
）
。

信
長
御
焼
香
に
御
出
其
時
信
長
公
御
仕
立
長
つ
か
の
大
刀
わ
き
さ
し
を
三
五
な
わ
に
て
ま
か
せ
ら
れ
髪
ハ
ち
や
せ
ん
に
巻
立
袴
も
め
し
候
ハ
て
仏
前
へ
御
出
有
て
抹
香
を

く
ハ
つ
と
御
つ
か
み
候
て
仏
前
へ
投
懸
御
帰
（
中
略
）
三
郎
信
長
公
を
例
の
大
う
つ
け
よ
と
執
〳
〵
評
判
候
し
也

（
傍
線
部
は
内
田
に
よ

る
）

こ
の
記
事
の
傍
線
部
は
葬
儀
の
際
に
礼
儀
を
わ
き
ま
え
ず
抹
香
を
つ
か
ん
で
投
げ
つ
け
る
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
信
長
の
荒
々
し
い

行
動
の
描
写
も
、
こ
う
し
た
史
料
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

現
代
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
織
田
信
長
は
、
こ
う
し
た
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
外
見
と
あ
わ
せ
て
「
古
い
習
慣
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
表
現
と
し
て
当
時
の
新
兵
器
で
あ
っ
た
鉄
砲
の
重
要
性
に
い
ち
早
く
気
づ
い
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
『
信
長
公
記
』
巻
首
の
中

に
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
舅
で
あ
る
斎
藤
道
三
と
の
会
見
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
三
間
々
中
柄
の
朱
や
り
五
百
本
計
弓
鉄
砲

五
百
挺
も
た
せ
ら
れ
」
と
記
さ
れ
る
（

3
）
。

こ
の
時
期
、
信
長
は
家
督
相
続
も
し
て
お
ら
ず
、
父
・
信
秀
に
し
て
も
尾
張
半
国
に
影
響
力
を
持
つ
程
度
の
勢
力
で
あ
っ
た
た
め
「
鉄
砲
五
百
挺
」
と
の
内
容
は
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
代
メ
デ
ィ
ア
で
は
こ
れ
を
最
大
限
に
解
釈
し
て
「
す
で
に
大
量
の
鉄
砲
を
揃
え
て
い
た
先
見
性
」
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。
愛
知
文
教
大

学
「
信
長
学
」
の
授
業
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
史
料
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
も
触
れ
、
後
世
の
創
作
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

（
二
）
歴
史
資
料
か
ら
拡
大
解
釈
さ
れ
た
織
田
信
長
像

『
信
長
公
記
』
に
お
け
る
織
田
信
長
の
青
少
年
期
の
「
鉄
砲
五
百
挺
」
の
記
述
の
よ
う
に
、
後
世
の
創
作
に
お
い
て
拡
大
解
釈
さ
れ
広
く
浸
透
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
西
洋

の
鎧
を
着
用
し
た
織
田
信
長
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
織
田
信
長
は
当
時
日
本
に
来
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
友
好
的
で
あ
り
、
南
蛮
文
化
へ
の
興
味
を
示
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
実
際
に
織
田
信
長
が
西
洋
の
鎧
、
す
な
わ
ち
南
蛮
胴
と
呼
ば
れ
る
甲
冑
を
着
用
し
て
い
た
史
料
は
見
ら
れ
な
い
。
織
田
信
長
と
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
、

あ
る
い
は
南
蛮
文
化
と
の
接
点
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
と
し
て
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
が
あ
る
。
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
フ
ロ
イ
ス
が
信
長
に
面
会

し
た
際
の
記
述
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（

4
）
。

司
祭
は
贈
物
と
し
て
、
非
常
に
大
き
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鏡
、
美
し
い
孔
雀
の
尾
、 

黒
い
ビ
ロ
ー
ド
の
帽
子 

、
お
よ
び
ベ
ン
ガ
ル
産
の
藤
杖
を
携
え
た
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て

は
日
本
に
は
な
い
品
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
信
長
は
贈
物
を
見
た
後
、
そ
の
う
ち
三
つ
を
司
祭
に
返
し
、 

ビ
ロ
ー
ド
の
帽
子
だ
け
を
受
理
し
た

こ
こ
で
は
信
長
が
フ
ロ
イ
ス
か
ら
「
黒
い
ビ
ロ
ー
ド
の
帽
子
」
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
「
一
五
六
九
年
七
月
一
二
日
付
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

師
が
都
よ
り
、
豊
後
の
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
師
に
宛
て
た
書
簡
」
で
も
南
蛮
文
化
の
う
ち
服
飾
に
た
だ
な
ら
ぬ
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
（

5
）
。 

（49）一
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「
信
長
学
」

大
学
の
地
域
的
特
性
を
活
か
し
た
学
際
的
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み

内
田
吉
哉
・
松
村
美
奈
・
佐
藤
良
太
・
畠
山
大
二
郎

一
．
は
じ
め
に 

本
論
は
、
愛
知
文
教
大
学
の
地
域
的
特
性
を
活
か
し
た
教
育
・
研
究
活
動
の
試
み
で
あ
る
「
信
長
学
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
オ
ム
ニ
バ
ス
講

義
で
の
各
授
業
担
当
者
の
実
施
状
況
を
解
説
し
、
さ
ら
に
今
後
の
発
展
に
向
け
て
の
構
想
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
愛
知
文
教
大
学
が
所
在
す
る
愛
知
県
小
牧
市
は
、

織
田
信
長
が
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
小
牧
山
城
を
築
い
た
地
で
あ
る
。
小
牧
市
も
自
治
体
を
あ
げ
て
「
信
長
の
城
」
で
あ
っ
た
小
牧
山
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、
人
文
系

の
大
学
で
あ
る
愛
知
文
教
大
学
が
社
会
貢
献
を
果
た
す
上
で
も
織
田
信
長
は
格
好
の
教
育
・
研
究
テ
ー
マ
と
な
り
得
る
。 

織
田
信
長
は
日
本
史
上
、
最
も
有
名
な
人
物
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
日
本
史
分
野
に
お
け
る
研
究
で
は
そ
の
業
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
の
論
考
は
ほ
ぼ
出
揃
い
、

新
た
な
史
料
が
見
出
さ
れ
な
い
限
り
は
今
後
そ
れ
ほ
ど
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
新
説
が
登
場
す
る
こ
と
は
見
込
め
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
そ
こ
で
愛
知
文
教
大
学
で
は
、
織
田
信

長
を
単
に
歴
史
的
事
象
の
み
か
ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
信
長
が
生
き
た
時
代
の
文
化
史
、
あ
る
い
は
後
世
に
文
芸
・
芸
能
等
に
お
い
て
織
田
信
長
の
人
物
像
が
再
構
成
さ
れ

て
い
く
様
相
な
ど
、「
織
田
信
長
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
分
野
横
断
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
信
長
学
」
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
授
業
担

当
教
員
は
「
織
田
信
長
」
を
自
ら
の
研
究
領
域
に
引
き
寄
せ
た
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

以
下
本
稿
で
は
各
分
野
の
教
員
に
よ
る
「
信
長
学
」
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
お
よ
び
そ
れ
に
応
じ
た
研
究
活
動
の
取
り
組
み
、
ま
た
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ

る
。

二
．
歴
史
資
料
か
ら
見
る
織
田
信
長
（
内
田
吉
哉
） 

（
一
）
織
田
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
の
原
典
と
な
っ
た
史
料

現
在
、
我
々
が
ド
ラ
マ
や
漫
画
な
ど
で
目
に
す
る
織
田
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
戦
国
時
代
の
風
雲
児
」、「
古
い
常
識
に
と
ら
わ
れ
ぬ
改
革
者
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
こ
う
し
た
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
創
作
に
よ
る
誇
張
や
改
変
も
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
そ
の
原
典
と
な
っ
た
史
料
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
信

長
学
」
の
学
修
の
中
で
近
世
・
近
代
に
登
場
し
た
織
田
信
長
の
様
々
な
表
象
を
論
じ
る
上
で
、
ま
ず
は
史
実
の
織
田
信
長
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
信
長

学
」
の
う
ち
日
本
史
分
野
に
お
け
る
授
業
回
で
は
、『
信
長
公
記
』
や
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
等
の
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
織
田
信
長
の
人
物
像
と
し
て
有
名
な
も
の
に
「
若
い
頃
は
『
う
つ
け
も
の
』
と
呼
ば
れ
奔
放
な
日
常
を
送
っ
て
い
た
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
像
の

根
拠
と
な
っ
た
の
が
『
信
長
公
記
』
に
お
け
る
記
述
で
あ
り
、
そ
の
様
子
を
記
し
た
史
料
と
し
て
『
信
長
公
記
』
巻
首
の
記
事
が
あ
る
（

1
）
。

其
比
の
御
形
儀
明
衣
の
袖
を
は
つ
し
半
袴
ひ
う
ち
袋
色
〳
〵
余
多
付
さ
せ
ら
れ
御
髪
ハ
ち
や
せ
ん
に
く
れ
な
ゐ
糸
も
ゑ
き
糸
に
て
巻
立
ゆ
わ
せ
ら
れ
大
刀
朱
ざ
や
を
さ
ヽ

せ
ら
れ
悉
朱
武
者
に
被
仰
付
（
中
略
）
爰
見
悪
事
有
町
を
御
通
り
の
時
人
目
も
無
御
憚
く
り
柿
不
及
申
瓜
を
か
ふ
り
く
ひ
に
な
さ
れ
町
中
に
て
立
な
か
ら
餅
を
□
り
人
に

よ
り
懸
り
人
の
肩
に
つ
ら
さ
が
り
て
よ
り
外
ハ
御
あ
り
き
な
く
候
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「
信
長
学
」

大
学
の
地
域
的
特
性
を
活
か
し
た
学
際
的
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み

内
田
吉
哉
・
松
村
美
奈
・
佐
藤
良
太
・
畠
山
大
二
郎

一
．
は
じ
め
に 

本
論
は
、
愛
知
文
教
大
学
の
地
域
的
特
性
を
活
か
し
た
教
育
・
研
究
活
動
の
試
み
で
あ
る
「
信
長
学
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
オ
ム
ニ
バ
ス
講

義
で
の
各
授
業
担
当
者
の
実
施
状
況
を
解
説
し
、
さ
ら
に
今
後
の
発
展
に
向
け
て
の
構
想
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
愛
知
文
教
大
学
が
所
在
す
る
愛
知
県
小
牧
市
は
、

織
田
信
長
が
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
小
牧
山
城
を
築
い
た
地
で
あ
る
。
小
牧
市
も
自
治
体
を
あ
げ
て
「
信
長
の
城
」
で
あ
っ
た
小
牧
山
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、
人
文
系

の
大
学
で
あ
る
愛
知
文
教
大
学
が
社
会
貢
献
を
果
た
す
上
で
も
織
田
信
長
は
格
好
の
教
育
・
研
究
テ
ー
マ
と
な
り
得
る
。 

織
田
信
長
は
日
本
史
上
、
最
も
有
名
な
人
物
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
日
本
史
分
野
に
お
け
る
研
究
で
は
そ
の
業
績
や
人
物
像
に
つ
い
て
の
論
考
は
ほ
ぼ
出
揃
い
、

新
た
な
史
料
が
見
出
さ
れ
な
い
限
り
は
今
後
そ
れ
ほ
ど
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
新
説
が
登
場
す
る
こ
と
は
見
込
め
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
そ
こ
で
愛
知
文
教
大
学
で
は
、
織
田
信

長
を
単
に
歴
史
的
事
象
の
み
か
ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
信
長
が
生
き
た
時
代
の
文
化
史
、
あ
る
い
は
後
世
に
文
芸
・
芸
能
等
に
お
い
て
織
田
信
長
の
人
物
像
が
再
構
成
さ
れ

て
い
く
様
相
な
ど
、「
織
田
信
長
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
分
野
横
断
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
信
長
学
」
の
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
授
業
担

当
教
員
は
「
織
田
信
長
」
を
自
ら
の
研
究
領
域
に
引
き
寄
せ
た
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

以
下
本
稿
で
は
各
分
野
の
教
員
に
よ
る
「
信
長
学
」
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
お
よ
び
そ
れ
に
応
じ
た
研
究
活
動
の
取
り
組
み
、
ま
た
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ

る
。

二
．
歴
史
資
料
か
ら
見
る
織
田
信
長
（
内
田
吉
哉
） 

（
一
）
織
田
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
の
原
典
と
な
っ
た
史
料

現
在
、
我
々
が
ド
ラ
マ
や
漫
画
な
ど
で
目
に
す
る
織
田
信
長
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
戦
国
時
代
の
風
雲
児
」、「
古
い
常
識
に
と
ら
わ
れ
ぬ
改
革
者
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
こ
う
し
た
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
創
作
に
よ
る
誇
張
や
改
変
も
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
そ
の
原
典
と
な
っ
た
史
料
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
信

長
学
」
の
学
修
の
中
で
近
世
・
近
代
に
登
場
し
た
織
田
信
長
の
様
々
な
表
象
を
論
じ
る
上
で
、
ま
ず
は
史
実
の
織
田
信
長
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
信
長

学
」
の
う
ち
日
本
史
分
野
に
お
け
る
授
業
回
で
は
、『
信
長
公
記
』
や
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
等
の
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
織
田
信
長
の
人
物
像
と
し
て
有
名
な
も
の
に
「
若
い
頃
は
『
う
つ
け
も
の
』
と
呼
ば
れ
奔
放
な
日
常
を
送
っ
て
い
た
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
像
の

根
拠
と
な
っ
た
の
が
『
信
長
公
記
』
に
お
け
る
記
述
で
あ
り
、
そ
の
様
子
を
記
し
た
史
料
と
し
て
『
信
長
公
記
』
巻
首
の
記
事
が
あ
る
（

1
）
。

其
比
の
御
形
儀
明
衣
の
袖
を
は
つ
し
半
袴
ひ
う
ち
袋
色
〳
〵
余
多
付
さ
せ
ら
れ
御
髪
ハ
ち
や
せ
ん
に
く
れ
な
ゐ
糸
も
ゑ
き
糸
に
て
巻
立
ゆ
わ
せ
ら
れ
大
刀
朱
ざ
や
を
さ
ヽ

せ
ら
れ
悉
朱
武
者
に
被
仰
付
（
中
略
）
爰
見
悪
事
有
町
を
御
通
り
の
時
人
目
も
無
御
憚
く
り
柿
不
及
申
瓜
を
か
ふ
り
く
ひ
に
な
さ
れ
町
中
に
て
立
な
か
ら
餅
を
□
り
人
に

よ
り
懸
り
人
の
肩
に
つ
ら
さ
が
り
て
よ
り
外
ハ
御
あ
り
き
な
く
候
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＼
楝
（
ア
フ
チ
）
緂
（
ノ
）
平
緒

＼
紺
地
（
ノ
）
平
緒

尋
常
用
之
蒔
繪
太
刀
《
ニ
ハ
》
大
略
用
之

＼
萌
木
（
ノ
）
平
緒

＼
紫
地
（
ノ
）
平
緒

〈
當
家
相
傳
之
故
准
后
被
進
勝
定
院
（
義
持
公
）
贈
相
国
／
甚
美
麗
物
也
〉

＼
紅
梅
地
（
ノ
）
平
緒

染
装
束
（
ノ
）
時
用
之
嘉
保
二
臨
時
客
二
條
殿
著
火
色
（
ノ
）
下
襲
紅
梅
地
平
緒
給
左
府
被
難
《
云
〻
》
或
抄
云
火
色
下
襲
《
ニ
ハ
》
必
用
紺
地

平
緒
《
云
〻
》

＼
小
忌
（
ヲ
ミ
）
平
緒

白
地
有
繍
大
嘗
會
著
小
忌
時
用
之

＼
鈍
（
ニ
ブ
）
色
平
緒

凶
服
用
之
諒
闇
時
著
之

＼
白
地
平
緒

〈
小
忌
之
外
不
用
之
／
小
忌
平
緒
同
事
也
〉

注
１

『
国
史
大
辞
典
』「
桃
華
蘂
葉
」（
是
澤
恭
三
、
吉
川
弘
文
館
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
）。

２

『
国
史
大
辞
典
』「
桃
華
蘂
葉
」（
是
澤
恭
三
、
吉
川
弘
文
館
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
）。

３

拙
論
「「
古
典
Ｂ
」
教
科
書
の
付
録
に
お
け
る
「
衣
服
」「
色
」「
色
目
」
解
説
の
彩
色
化
」（「
愛
知
文
教
大
学
論
叢
」
第
一
九
巻
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）。

４

『
国
書
総
目
録
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
。
な
お
、
所
在
の
中
に
「
異
本
」
の
存
在
を
示
し
て
い
る
が
、
他
の
装
束
抄
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

付
記

本
稿
は
、
若
手
研
究(

Ｂ)

「
装
束
抄
を
用
い
た
宮
廷
装
束
お
よ
び
か
さ
ね
色
目
の
基
礎
的
研
究
」（20K

12870

）
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
翻
字
の
確
認
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
愛
知
文
教
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
学
部
生
、
池
田
安
寿
氏
の
協
力
を
得
た
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（51）一
〇
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＼
魚
袋

江
次
㐧
云
魚
袋
付
右
㐧
二
石
随
人
（
ノ
）
肥
痩
（
ニ
）
或
付
㐧
一
石
或
付
㐧
二
石
或
付
㐧
一
㐧
二
石
間
腰
《
云
〻
》

○
即
位
潅
頂―

一
剱
色
々
事
〈
元
永
四
正
一
御
記
曰
関
白
著
餝
剱
代
其
勢
（
北
イ
）
如
用
／
螺
鈿
剱
以
金
懸
伏
輪
紫
檀
地
上
唐
草
尻
（
共
イ
）（
ニ
）
摺
見
（
具
ヲ
）
其
鞆
／
用
瑠
璃
露
同
之
定

舊
物
（
ク
モ
ツ
）
也
／
欤
殊
勝
（
ノ
）
物
也
〉

＼
餝
剱
（
カ
サ
タ
チ
）

三
節
會
内
宴
御
禊
行
幸
等
王
（
公
イ
）
卿
用
之

＼
餝
剱
代
号
内
裏
剱
諸
節
會
公
卿
又
用
之
〈
其
装
束
見
承
／
元
四
正
峯
殿
御
記
〉

＼
螺
鈿
長
剱
〈
地
ハ
沈
地
紫
檀
／
等
也
摺
貝
〉
行
幸
公
卿
以
下
著
之
節
會
日
諸
衛
（
ノ
）
将
佐
用
之
又
節
會
日
執
政
人
号
代
之
代
用
之
〈
故
殿
用
給
愚
／
老
度
〻
用
之
〉
御

堂
御
流
元
三
之
間
帯
螺
鈿
但
於
殿
上
人
著
用
蒔
繪
也

＼
樋
螺
鈿
剱

蒔
繪
と
螺
鈿
と
通
用
剱
之
由
見
峯
殿
御
記
又
金
樋
ハ
過
差
之
儀
也
行
幸
公
卿
著
用

＼
蒔
繪
螺
鈿
剱

遠
所
行
幸
公
卿
帯
之
又
拜
賀
之
時
必
用
之

＼
蒔
繪
剱

号
平
塵
（
ヒ
ラ
チ
リ
ノ
）
剱
尋
常
著
用
之
蒔
絵
細
剱
同
事
也

＼
螺
鈿
野
剱

束
（
ニ
）（
近
来
イ
）
有
毛
抜
形
〈
金
色
（
也
イ
）〉
将
佐
行
幸
時
用
之
又
春
日
等
遠
所
行
幸
公
卿
次
将
若
大
将
等
著
之
摂
家
一
流
之
所
為
也
其
例
永
長
二

〈
春
日
行
幸
左
大
将
／
知
足
院
殿
〉
天
永
二
〈
同
中
納
言
中
将
／
法
性
寺
殿
〉
○
（
長
○
（
承
）
元
四
同
左
大
将
峯
殿
）
元
徳
二
〈
同
左
大
将
後
芬
陀
／
利
花
院
殿

經
通

公
〉
元
徳
○
（
同
年

日
吉
行
幸
／
同
人
）

＼
蒔
繪
野
剱
〈
革
帯
也
〉
大
将
等
直
衣
始
《
并
》
御
幸
供
奉
直
衣
之
時
帯
之
大
納
言
直
衣
始
猶
用
野
剱
有
例

＼
平
鞘
（
サ
ヤ
）
剱

細
〻
出
行
時
入
車
中
或
令
持
人
不
帯
之
〈
上
皇
褻
御
幸
時
／
被
入
御
車
《
云
〻
》〉
蒔
繪
野
剱
或
号
平
鞘
剱
或
号
毛
抜
形
太
刀
或
号
革
緒
（
ノ
）
太
刀

之
由
載
東
山
左
府
名
目
抄
可
尋
之

一
平
緒
色
〻
事

＼
紫
緂
平
緒

節
會
行
幸
拝
賀
等
之
日
用
之
又
若
年
之
人
尋
常
用
之

＼
蘓
芳
緂
平
緒

執
政
之
人
用
之

＼
青
緂
平
緒

五
月
最
勝
講
用
之
而
正
和
三
年
正
月
二
日
朝
覲
行
幸
後
円
光
院
関
白
（
冬
教
公
）〈
于
時
／
大
納
言
〉
帯
沈
地
螺
鈿
剱
〈
瑠
璃
柄
〉
有
文
巡
方
帯
青
緂
平
緒

《
云
〻
》

＼
櫨
（
ハ
シ
）
緂
（
ノ
）
平
緒

〈
承
元
四
八
廿
春
日
行
幸
／
左
大
将
峯
殿
用
櫨
緂
平
緒
給
《
云
〻
》

（52）九
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＼
魚
袋

江
次
㐧
云
魚
袋
付
右
㐧
二
石
随
人
（
ノ
）
肥
痩
（
ニ
）
或
付
㐧
一
石
或
付
㐧
二
石
或
付
㐧
一
㐧
二
石
間
腰
《
云
〻
》

○
即
位
潅
頂―

一
剱
色
々
事
〈
元
永
四
正
一
御
記
曰
関
白
著
餝
剱
代
其
勢
（
北
イ
）
如
用
／
螺
鈿
剱
以
金
懸
伏
輪
紫
檀
地
上
唐
草
尻
（
共
イ
）（
ニ
）
摺
見
（
具
ヲ
）
其
鞆
／
用
瑠
璃
露
同
之
定

舊
物
（
ク
モ
ツ
）
也
／
欤
殊
勝
（
ノ
）
物
也
〉

＼
餝
剱
（
カ
サ
タ
チ
）

三
節
會
内
宴
御
禊
行
幸
等
王
（
公
イ
）
卿
用
之

＼
餝
剱
代
号
内
裏
剱
諸
節
會
公
卿
又
用
之
〈
其
装
束
見
承
／
元
四
正
峯
殿
御
記
〉

＼
螺
鈿
長
剱
〈
地
ハ
沈
地
紫
檀
／
等
也
摺
貝
〉
行
幸
公
卿
以
下
著
之
節
會
日
諸
衛
（
ノ
）
将
佐
用
之
又
節
會
日
執
政
人
号
代
之
代
用
之
〈
故
殿
用
給
愚
／
老
度
〻
用
之
〉
御

堂
御
流
元
三
之
間
帯
螺
鈿
但
於
殿
上
人
著
用
蒔
繪
也

＼
樋
螺
鈿
剱

蒔
繪
と
螺
鈿
と
通
用
剱
之
由
見
峯
殿
御
記
又
金
樋
ハ
過
差
之
儀
也
行
幸
公
卿
著
用

＼
蒔
繪
螺
鈿
剱

遠
所
行
幸
公
卿
帯
之
又
拜
賀
之
時
必
用
之

＼
蒔
繪
剱

号
平
塵
（
ヒ
ラ
チ
リ
ノ
）
剱
尋
常
著
用
之
蒔
絵
細
剱
同
事
也

＼
螺
鈿
野
剱

束
（
ニ
）（
近
来
イ
）
有
毛
抜
形
〈
金
色
（
也
イ
）〉
将
佐
行
幸
時
用
之
又
春
日
等
遠
所
行
幸
公
卿
次
将
若
大
将
等
著
之
摂
家
一
流
之
所
為
也
其
例
永
長
二

〈
春
日
行
幸
左
大
将
／
知
足
院
殿
〉
天
永
二
〈
同
中
納
言
中
将
／
法
性
寺
殿
〉
○
（
長
○
（
承
）
元
四
同
左
大
将
峯
殿
）
元
徳
二
〈
同
左
大
将
後
芬
陀
／
利
花
院
殿

經
通

公
〉
元
徳
○
（
同
年

日
吉
行
幸
／
同
人
）

＼
蒔
繪
野
剱
〈
革
帯
也
〉
大
将
等
直
衣
始
《
并
》
御
幸
供
奉
直
衣
之
時
帯
之
大
納
言
直
衣
始
猶
用
野
剱
有
例

＼
平
鞘
（
サ
ヤ
）
剱

細
〻
出
行
時
入
車
中
或
令
持
人
不
帯
之
〈
上
皇
褻
御
幸
時
／
被
入
御
車
《
云
〻
》〉
蒔
繪
野
剱
或
号
平
鞘
剱
或
号
毛
抜
形
太
刀
或
号
革
緒
（
ノ
）
太
刀

之
由
載
東
山
左
府
名
目
抄
可
尋
之

一
平
緒
色
〻
事

＼
紫
緂
平
緒

節
會
行
幸
拝
賀
等
之
日
用
之
又
若
年
之
人
尋
常
用
之

＼
蘓
芳
緂
平
緒

執
政
之
人
用
之

＼
青
緂
平
緒

五
月
最
勝
講
用
之
而
正
和
三
年
正
月
二
日
朝
覲
行
幸
後
円
光
院
関
白
（
冬
教
公
）〈
于
時
／
大
納
言
〉
帯
沈
地
螺
鈿
剱
〈
瑠
璃
柄
〉
有
文
巡
方
帯
青
緂
平
緒

《
云
〻
》

＼
櫨
（
ハ
シ
）
緂
（
ノ
）
平
緒

〈
承
元
四
八
廿
春
日
行
幸
／
左
大
将
峯
殿
用
櫨
緂
平
緒
給
《
云
〻
》
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一
鞍
具
足
事

＼
鞍

倭

水
精
地
〈
天
永
三

春
日
詣
／
中
納
言
中
将
〉

銀
地
〈
同
時
引
馬
〉

鏡
地
〈
赤
銅
〉

黒
地
〈
壽
永
二

朝
覲
中
将
／
良
経
〉

黄
地
〈
治
承
三
朝
覲
／
三
位
中
将
〉

亀
甲
地
〈
大
治
五
朝
覲
／
少
将
頼
長
〉

蒔
繪

鉢
鞍
〈
野
（
ノ
）
眺
望
用
之
〉

表
敷
〈
赤
地
錦
〉

下
鞍
〈
水
豹
竹
豹
小
豹
／
切
付
同
事
也
〉

大
滑
（
ナ
メ
）〈
紫
革
（
ノ
）
緣
○
（
縁
）
／
行
幸
時
用
之
〉

泥
障
〈
伏
輪
華
族
人
懸
之
或
／
以
黄
絲
組
押
之
〉

御
幸
及
春
日
詣
等
之
時
用
之
行
幸
日
地
下
前
駈
不
指
泥
障
摂
政
乗
用
（
ノ
）
馬
同
不
指
泥
障
之
由
見
玉
葉

鞦
連
著
〈
承
安
五
朝
覲
／
三
位
中
将
〉

小
総

辻
総

紫
末
濃
（
ス
ソ
ゴ
）〈
仁
平
四
春
日
／
上
卿
乗
替
〉

小
畝
（
コ
ウ
ネ
）
連
著
〈
大
永
三
春
日
詣
／
中
納
言
（
ノ
）
中
将
〉

＼
鐙
壺

舌
長

半
舌

＼
力
皮
〈
赤
〉

貫
鞘
〈
豹
皮
〉

＼
轡
《
鏡
》

＼
手
綱

蘓
芳
緂

紫
緂

楝
（
オ
ヽ
チ
）（
ノ
）
緂

＼
差
縄
《
白
二
筋
》
菊
（
ノ
）
打
交
〈
大
治
五
朝
覲
／
少
将
頼
長
〉
萌
木
○
（
匂
（
白
イ
））
打
交
〈
在
総
治
承
／
元
十
二
行
幸
〉

山
吹
〈
元
（
天
イ
）
永
三
春
日
詣
／
中
納
言
中
将
〉
紫
村
濃
〈
仁
平
四
春
日
上
卿
／
中
納
言
隆
長
〉

＼
腹
帯
〈
白
〉

由
木
搦
（
ユ
ガ
ラ
ミ
）

＼
鞍
覆

打
鞍
覆
薄
物
〈
有
繍
天
永
三
春
日
詣
中
納
言
（
ノ
）
中
将
／
萌
木
浮
線
綾
（
ノ
）
鞍
覆
（
イ
ナ
シ
）

＼
鞭

蒔
繪

柄
立
袋

舎
人
指
懐
中
〈
ス
ジ
カ
ヘ
テ
／
指
之
〉
狩
衣
の
右
腋
よ
り
取
所
を
出
な
り
或
右
手
に
持
之
或
指
頸
紙
〈
實
房
説
〉
主
人
束
帯
（
ノ
）
時
自
持
鞭
事
ハ
稀
事
也
《
云
〻
》

一
狩
襖
事

た
ゝ
あ
を
と
も
い
ふ
な
り
ぬ
い
物
を
も
し
く
ゝ
り
ぞ
め
に
も
す
る
な
り
又
織
物
を
も
用
ふ
織
襖
と
い
ふ
此
事
に
や
或
説
織
襖
と
号
す
る
狩
衣
二
重
（
ノ
）
綾
也
《
云
〻
》

（53）八
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一
狩
衣
事

狩
衣
其
色
不
定
若
年
の
時
ハ
紅
梅
萌
木
の
浮
文
織
物
盛
年
ハ
遠
文
堅
（
シ
）
十
五
未
満
時
ハ
袖
絬
○
（
括
）
毛
抜
形
若
（
キ
）
人
ハ
う
す
ひ
ら
の
組
萌
木
紫
紅
等
の
打
交
次

は
紫
（
ノ
）
匂
欤
○
（
次
）
薄
色
等
也
浅
黄
な
と
を
用
る
程
に
あ
ら
ハ
小
直
衣
を
著
す
へ
き
也
狩
衣
ハ
大
納
言
迄
著
用
す
る
也
裏
ハ
面
（
ノ
）
色
を
用
へ
き
也
名
あ
る
狩
衣

ハ
又
勿
論
是
ハ
た
ゝ
朝
夕
尋
常
著
用
事
を
云
也

＼
大
帷

尋
常
用
之
晴
時
ハ
可
著
衣
《
并
》
単
等
指
貫
下
袴
上
に
い
ふ
に
お
な
し

＼
烏
帽
子

當
家
ハ
も
ろ
額
也
四
十
以
後
や
う

く
○
（
に
イ
）
さ
は
す
へ
し

一
水
干
事

紗
に
て
も
平
絹
生
に
て
も
又
色
ハ
白
て
も
何
色
に
て
も
大
納
言
の
時
ま
て
内
〻
著
用
之
陽
明
の
家
に
ハ
大
臣
又
前
途
の
後
も
如
長
絹
（
ノ
）
直
垂
被
著
用
之
尤
不
審
也

一
衛
府
（
ノ
）
具
足
事

摂
家
中
少
将
時
よ
り
行
幸
供
奉
す
公
卿
ハ
二
位
三
位
（
ノ
）
中
将
中
納
言
（
ノ
）
中
将
大
将
の
時
ま
て
も
帯
弓
箭
供
奉
す
至
大
臣
（
ノ
）
大
将
ハ
雖
令
持
胡
籙
不
懸
老
懸

（
ヲ
）
昔
雷
鳴
（
ノ
）
陣
の
時
大
臣
（
ノ
）
大
将
帯
平
胡
籙
而
不
懸
緌
《
云
〻
》

爰
鹿
苑
院
入
道
相
国
永
徳
二
年
左
大
臣
○
（
右
）
大
将
の
時
行
幸
供
奉
被
称
別
勅
之
由

（
ヲ
）
懸
緌
帯
胡
籙
有
供
奉
別
段
（
ノ
）
事
也
更
不
可
為
傍
例
見
故
殿
御
記
者
也

＼
冠

行
幸
の
時
巻
纓
懸
緌

＼
袍

羽
林
の
時
ハ
闕
腋
公
卿
已
後
縫
腋
帯
弓
箭

＼
弓
蒔
繪
若
年
の
時
以
紅
梅
（
ノ
）
檀
紙
巻
之
宿
徳
人
（
ノ
）
用
白
紙
後
鳥
羽
院
（
ノ
）
仰
（
ニ
）
云
隨
年
巻
紅
梅
非
正
義
只
何
も
可
用
白
○
（
真
（
マ
））
加
波
（
カ
バ
、

左
：
私
云
加
波
巻
弓
筈
（
ハ
ツ
）
加
波
也
）
其
色
薄
紅
梅
也
《
云
云
》

＼
平
胡
籙

木
地
螺
鈿
胡
籙
〈
紫
草
（
革
）（
ノ
）
／
装
束
〉
行
幸
日
用
之
蒔
繪
螺
鈿
（
ノ
）
胡
籙
ハ
蒔
繪
と
螺
鈿
と
の
両
方
通
用
又
行
幸
（
ノ
）
時
帯
之
蒔
繪
（
ノ
）
平
胡

籙
例
幣
行
幸
用
之
帯
螺
鈿
太
刀
時
也
不
可
有
妨
《
云
〻
》

＼
壷
胡
籙

譲
位
（
ノ
）
節
會
等
警
固
（
ノ
）
時
衛
府
（
ノ
）
公
卿
帯
之
但
大
将
検
非
違
使
（
ノ
）
別
當
ハ
不
負
壷
《
云
〻
》
治
承
五
正
三
右
大
将
良
通

＼
箭

水
精
筈
鷲
羽
を
は
ぐ
以
紅
梅
紙
若
白
紙
巻
之
箭
（
ノ
）
枚
○
（
數
）
平
胡
籙
に
ハ
お
と
し
矢
ま
て
廿
一
筋
壷
胡
籙
に
ハ
七
筋
《
云
〻
》

＼
薄
様

間
塞
（
フ
タ
ギ
、
左
：
フ
サ
キ
）
也
○
（
之
イ
）
妻
紅

＼
丸
緒

蘓
芳
緂
上
達
部
（
ノ
）
次
将
（
ハ
）
遠
所
（
ノ
）
行
幸
帯
野
剱
の
時
引
丸
緒
《
云
〻
》
舊
記
結
表
帯
と
も
あ
り
同
事
也
五
位
（
ノ
）
次
将
必
結
之
《
云
〻
》

（54）七
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一
狩
衣
事

狩
衣
其
色
不
定
若
年
の
時
ハ
紅
梅
萌
木
の
浮
文
織
物
盛
年
ハ
遠
文
堅
（
シ
）
十
五
未
満
時
ハ
袖
絬
○
（
括
）
毛
抜
形
若
（
キ
）
人
ハ
う
す
ひ
ら
の
組
萌
木
紫
紅
等
の
打
交
次

は
紫
（
ノ
）
匂
欤
○
（
次
）
薄
色
等
也
浅
黄
な
と
を
用
る
程
に
あ
ら
ハ
小
直
衣
を
著
す
へ
き
也
狩
衣
ハ
大
納
言
迄
著
用
す
る
也
裏
ハ
面
（
ノ
）
色
を
用
へ
き
也
名
あ
る
狩
衣

ハ
又
勿
論
是
ハ
た
ゝ
朝
夕
尋
常
著
用
事
を
云
也

＼
大
帷

尋
常
用
之
晴
時
ハ
可
著
衣
《
并
》
単
等
指
貫
下
袴
上
に
い
ふ
に
お
な
し

＼
烏
帽
子

當
家
ハ
も
ろ
額
也
四
十
以
後
や
う

く
○
（
に
イ
）
さ
は
す
へ
し

一
水
干
事

紗
に
て
も
平
絹
生
に
て
も
又
色
ハ
白
て
も
何
色
に
て
も
大
納
言
の
時
ま
て
内
〻
著
用
之
陽
明
の
家
に
ハ
大
臣
又
前
途
の
後
も
如
長
絹
（
ノ
）
直
垂
被
著
用
之
尤
不
審
也

一
衛
府
（
ノ
）
具
足
事

摂
家
中
少
将
時
よ
り
行
幸
供
奉
す
公
卿
ハ
二
位
三
位
（
ノ
）
中
将
中
納
言
（
ノ
）
中
将
大
将
の
時
ま
て
も
帯
弓
箭
供
奉
す
至
大
臣
（
ノ
）
大
将
ハ
雖
令
持
胡
籙
不
懸
老
懸

（
ヲ
）
昔
雷
鳴
（
ノ
）
陣
の
時
大
臣
（
ノ
）
大
将
帯
平
胡
籙
而
不
懸
緌
《
云
〻
》

爰
鹿
苑
院
入
道
相
国
永
徳
二
年
左
大
臣
○
（
右
）
大
将
の
時
行
幸
供
奉
被
称
別
勅
之
由

（
ヲ
）
懸
緌
帯
胡
籙
有
供
奉
別
段
（
ノ
）
事
也
更
不
可
為
傍
例
見
故
殿
御
記
者
也

＼
冠

行
幸
の
時
巻
纓
懸
緌

＼
袍

羽
林
の
時
ハ
闕
腋
公
卿
已
後
縫
腋
帯
弓
箭

＼
弓
蒔
繪
若
年
の
時
以
紅
梅
（
ノ
）
檀
紙
巻
之
宿
徳
人
（
ノ
）
用
白
紙
後
鳥
羽
院
（
ノ
）
仰
（
ニ
）
云
隨
年
巻
紅
梅
非
正
義
只
何
も
可
用
白
○
（
真
（
マ
））
加
波
（
カ
バ
、

左
：
私
云
加
波
巻
弓
筈
（
ハ
ツ
）
加
波
也
）
其
色
薄
紅
梅
也
《
云
云
》

＼
平
胡
籙

木
地
螺
鈿
胡
籙
〈
紫
草
（
革
）（
ノ
）
／
装
束
〉
行
幸
日
用
之
蒔
繪
螺
鈿
（
ノ
）
胡
籙
ハ
蒔
繪
と
螺
鈿
と
の
両
方
通
用
又
行
幸
（
ノ
）
時
帯
之
蒔
繪
（
ノ
）
平
胡

籙
例
幣
行
幸
用
之
帯
螺
鈿
太
刀
時
也
不
可
有
妨
《
云
〻
》

＼
壷
胡
籙

譲
位
（
ノ
）
節
會
等
警
固
（
ノ
）
時
衛
府
（
ノ
）
公
卿
帯
之
但
大
将
検
非
違
使
（
ノ
）
別
當
ハ
不
負
壷
《
云
〻
》
治
承
五
正
三
右
大
将
良
通

＼
箭

水
精
筈
鷲
羽
を
は
ぐ
以
紅
梅
紙
若
白
紙
巻
之
箭
（
ノ
）
枚
○
（
數
）
平
胡
籙
に
ハ
お
と
し
矢
ま
て
廿
一
筋
壷
胡
籙
に
ハ
七
筋
《
云
〻
》

＼
薄
様

間
塞
（
フ
タ
ギ
、
左
：
フ
サ
キ
）
也
○
（
之
イ
）
妻
紅

＼
丸
緒

蘓
芳
緂
上
達
部
（
ノ
）
次
将
（
ハ
）
遠
所
（
ノ
）
行
幸
帯
野
剱
の
時
引
丸
緒
《
云
〻
》
舊
記
結
表
帯
と
も
あ
り
同
事
也
五
位
（
ノ
）
次
将
必
結
之
《
云
〻
》
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左
府
長
永
○
（
承
）
二
年
春
日
祭
上
卿
〈
于
時
／
十
四
歳
〉
出
京
時
著
紫
織
物
指
貫
帰
京
日
著
亀
甲
薄
色
指
貫
《
云
〻
》
十
五
歳
以
後
用
亀
甲
文
例
同
左
府
保
延
四
年
院
御

登
山
時
〈
歳
十
九
〉
著
薄
色
織
物
指
貫
〈
亀
甲
〉
建
暦
二
四
卅
玉
蘂
〈
法
性
寺
殿
文
永
二
年
歳
廿
／
三
始
著
浅
黄
織
物
指
貫
見
玉
林
《
云
〻
》〉

△
「
頭
書
：
△
蒲
萄
染
（
エ
ビ
ゾ
メ
）
指
貫
源
氏
物
語
（
ニ
）
在
故
入
道
殿
云
若
キ
人
の
さ
し
ぬ
き
（
ハ
）
ゑ
ひ
染
也
い
つ
れ
も
著
用
す
る
也
當
時
も
其
分
也
《
云
〻
》」

＼
下
袴

紅
或
白
下
絬
○
（
括
）
時
用
之

紫
若
薄
色
指
貫
下
絬
○
（
括
）
之
時
若
年
人
用
腹
白
組
さ
し
ぬ
き
の
上
よ
り
貫
之
或
籠
絬
○
（
括
）
の
末
を
組
て
垂
之
或
又
籠
絬
無
腹
白
て
も
以
紫
組
一
筋
絬
○
（
括
）

之
也
浅
黄
（
ノ
）
指
貫
に
ハ
白
組
一
筋
用
之

＼
帯

下
襲
の
切
を
用
る
故
（
ニ
）
冬
浮
線
綾
の
文
の
綾
白
蛍
（
瑩
）
裏
ハ
遠
文
た
て
菱
濃
打
也
夏
ハ
縠
立
菱
蘓
芳
染
也
源
氏
物
語
の
所
見
ハ
直
衣
の
切
を
帯
に
用
た
る
よ

し
見
え
た
り
聴
直
衣
人
ハ
猶
直
衣
の
き
れ
を
用
へ
き
に
や

主
上
ハ
御
直
衣
の
あ
ま
り
を
御
引
帯
に
用
給
ふ
ゆ
へ
な
り
愚
老
近
年
ハ
白
平
絹
〈
冬
練
／
夏
生
張
〉
を
た
ゝ
み

て
帯
と
せ
り
下
か
さ
ね
の
き
れ
な
ら
（
く
イ
）
ハ
白
重
を
老
人
は
著
す
る
ゆ
へ
な
り

又
直
衣
も
平
絹
を
著
用
す
れ
ハ
何
方
へ
も
か
よ
ふ
へ
き
と
な
り

＼
蒔
繪
（
ノ
）
野
太
刀

革
帯
也

大
将
直
衣
始
《
并
》
御
幸
供
奉
の
時
用
之
可
依
先
例
也
大
納
言
直
衣
始
も
猶
用
野
剱
之
由
見
承
久
三
年
正
月
玉
蘂
又
長
者
之
後
春
日
詣

衣
冠
の
時
著
蒔
繪
野
太
刀
為
代
〻
例
之
由
見
寛
喜
二
年
二
月
同
御
記

＼
半
襪
（
靴
、
左
：
ハ
ウ
ク
ワ
）

御
幸
供
養
（
奉
）
直
衣
騎
馬
の
時
用
之

一
布
袴
事

〈
反
古
裏
円
明
寺
殿
御
筆
布
袴
ハ
無
別
（
ノ
）
子
細
欤
只
先
如
衣
冠
／
下
衣
ど
も
（
左
：
共
に
）
著
し
て
○
（
扨
）
其
（
ノ
）
上
（
ニ
）
下
重
き
て
袍
を
著
し
候

尻
／
こ
そ
如
束
帯
／
唯
著
玉
帯

韈
〉
常
（
ノ
）
袍
に
著
下
襲
指
貫
是
を
布
袴
と
い
ふ
著
用
事
ハ
可
隨
先
規
也
布
袴
の
時
ハ
無
文
丸
鞆
（
ノ
）
帯
野
剱
を
帯
す
る
よ
し
文
治

三
年
十
月
の
御
記
に
見
え
た
り
又
布
袴
に
不
帯
剱
事
も
有
也
天
永
二
正
六
叙
位
予
今
日
在
簾
中
大
臣
不
参
之
上
御
物
忌
故
也
予
今
日
著
布
袴
〈
見
知
足
院
／
殿
御
記
〉
直
衣

布
袴
と
い
ふ
ハ
直
衣
に
下
襲
指
貫
を
は
著
す
る
事
也
源
氏
物
語
に
も
見
え
た
り

邂
逅
事
也
勝
定
院
贈(

応
永
廿
七
二
九)

太
政
大
臣
（
義
持
）
嵯
峨
宝
幢
寺
供
養
之
時
被
著
直

衣
布
袴
密
〻
有
顧
問
事
愚
老
未
練
之
間
不
及
子
細
大
略
任
時
冝
計
申
之
其
時
著
紅
梅
直
衣
下
襲
指
貫
給
又
蒔
絵
剱
紫
地
平
緒
を
用
ら
れ
し
也
布
袴
に
ハ
用
野
剱
欤
但
治
安
二

年
五
月
廿
六
日
関
白
競
馬
下
官
布
袴
著
細
剱
之
由
見
小
野
宮
右
府
記
又
春
日
詣
御
前
（
ノ
）
上
官
（
ノ
）
少
納
言
ハ
布
袴
用
節
繪
細
剱
平
緒
《
云
〻
》
布
袴
（
ニ
）
用
蒔
繪

（
ノ
）
○
（
細
イ
）
太
刀
平
緒
事
粗
有
准
拠
據
例
不
可
為
雖
者
欤
直
衣
著
下
重
事
ハ
度
〻
（
ノ
）
儀
小
右
記
に
見
え
た
り

一
狩
衣
直
衣
事
《
常
称
（
ニ
）
小
直
衣
也
》

當
家
丞
相
已
後
著
之
凡
家
ハ
幕
下
之
後
著
之
文
色
ハ
大
略
同
狩
衣
尋
常
著
用
ハ
浮
文
織
物
夏
生
冬
練
也
堅
文
織
物
《
并
》
練
薄
物
夏
冬
通
用
浮
文
ハ
し
け
く
堅
文
ハ
遠
也
但

依
年
齢
可
相
計
也
風
流
（
ノ
）
小
直
衣
ハ
無
法
令
且
可
依
先
規
也
裏
ハ
平
絹
練
生
任
心
色
ハ
可
随
面
（
ノ
）
色
（
ニ
）
袖
（
ノ
）
絬
○
（
括
）
ハ
う
す
ひ
ら
（
ノ
）
紫
蘓
芳

緂
宿
老
ハ
浅
黄
色
濃
薄
打
交
又
堅
固
内
〻
長
絹
小
直
衣
に
ハ
白
絲
を
よ
り
て
二
筋
な
ら
へ
て
絬
○
（
括
）
と
す
無
定
法
狩
衣
指
貫
に
下
括
ハ
常
事
也
小
直
衣
に
下
絬
○

（
括
）
す
る
事
先
規
未
勘
出
之
衣
単
等
か
さ
ぬ
る
事
ハ
久
安
四
年
三
月
宇
治
左
府
高
野
詣
記
に
見
え
た
り
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一
直
衣
事

摂
家
元
服
日
禁
色
事
被
宣
下
也
雑
袍
事
別
不
被
仰
之
仍
不
待
勅
免
著
直
衣
参
内
當
家
代
〻
例
也
但
永
徳
二
年
四
月
譲
位
時
故
殿
（
成
恩
寺
経
嗣
也
）〈
于
時
大
／
納
言
〉
直
衣

勅
免
事
以
摂
政
（
ノ
）
宣
被
仰
之
其
時
儀
等
（
未
）
一
決
二
条
家
代
始
毎
度
蒙
勅
許
《
云
々
》
委
細
事
見
故
殿
御
記
者
（
物
イ
）
也
又
著
烏
帽
子
直
衣
参
院
中
事
蒙
免
許
可

進
退
而
近
代
著
小
直
衣
参
院
不
及
勅
免
沙
汰
頗
不
可
然
事
也
諸
家
所
為
一
同
之
間
一
身
不
及
守
株
愚
老
（
兼
良
公
）
又
著
小
直
衣
参
入
了
又
社
参
之
時
不
可
著
直
衣
神
体
ハ

必
直
衣
に
て
現
給
之
故
也
と
故
殿
被
仰
者
也

＼
直
衣

童
体
の
時
ハ
白
浮
織
物
直
衣
〈
文
小
葵
〉
裏
濃
紫
也
元
服
の
後
ハ
白
（
ノ
）
志
々
良
綾
〈
文
浮
線
／
綾
丸
〉
裏
（
ハ
）
平
絹
染
色
隨
年
齢
若
年
の
時
ハ
紫
次

（
ハ
）
薄
色
〈
或
半
／
色
〉
次
浅
黄
〈
有
浅
深
〉
老
者
用
無
○
（
文
イ
）
志
〻
良
白
綾
或
平
絹
裏
ハ
い
つ
れ
も
平
絹
白
也
夏
（
ハ
）
縠
（
童
時
又
同
之
）〈
文
三
重
／
タ
ス

キ
〉
色
又
隨
年
齢
〈
紫
薄
色
／
浅
黄
〉
老
者
生
単
張
平
絹
或
著
用
無
文
薄
物
《
云
々
（
云
ニ
）》
烏
帽
子
直
衣
大
納
言
以
上
参
院
之
時
著
之
但
可
蒙
勅
免
於
私
者
依
便
冝
用

（
著
イ
）
之
無
子
細
〈
浅
位
（
官
イ
）
の
人
著
烏
帽
子
直
衣
事
／
大
井
川
逍
遥
の
時
藏
人
頭
著
烏
帽
／
子
直
衣
其
外
／
無
例
〉

＼
大
帷
《
白
》
腰
継
〈
内
〻
上
括
（
ア
ゲ
グ
ヽ
リ
）
之
時
／
用
之
〉

（
袍
袍
（
衵
）
見
上
老
者
張
衵
刷
之
日
著
之
暦
應
元
薄
青
衣
白
張
単
不
出
衣
《
云
々
》）

＼
出
衣
《
同
単
》

直
衣
始
并
刷
之
日
可
著
之
各
以
先
規
可
進
退
也

＼
指
貫

童
躰
時
紫
二
倍
織
物
指
貫
〈
地
文
亀
甲
白
／
浮
線
綾
丸
〉
夏
ハ
生
用
腹
白
（
ノ
）
組
自
指
貫
（
ノ
）
上
貫
（
ク
）
之
元
服
之
後
濃
紫
浮
織
物
〈
文
亀
／
甲
〉
次
薄

色
（
ノ
）
浮
織
物
〈
文
亀
甲
或
鳥
襷
半
色
（
ハ
シ
タ
イ
ロ
）
薄
色
の
／
紫
の
方
へ
よ
り
た
る
を
い
ふ
な
り
〉
次
薄
色
堅
織
物
〈
文
藤
／
丸
〉
次
薄
色
〈
付
色
（
三
字
イ
ナ

シ
）
／
也
〉
綾
〈
文
藤
丸
ニ
ワ
ナ
ノ
藤
也
／
堅
文
綾
志
ゝ
羅
〉
次
浅
黄
堅
織
物
〈
文
藤
／
丸
〉
次
浅
黄
綾
〈
又
同
志
ゝ
良
以
上
／
裏
同
表
（
ノ
）
色
〉
次
白
〈
藤
丸
或
／
平

絹
〉
以
上
其
色
隨
年
齢
或
依
官
位
可
進
退
○
（
止
イ
）
也
○
（
之
イ
）
必
し
も
一
〻
に
こ
れ
を
著
用
す
へ
き
に
あ
ら
す
夏
指
貫
其
色
同
冬
但
織
物
浮
文
ハ
生
也
堅
織
物
と
綾

と
ハ
冬
（
夏
）
冬
の
差
別
な
し
○
「
頭
書
：
○
（
傍
注
）
濃
色

濃
紫
（
コ
キ
ム
ラ
サ
キ
）
／
薄
色

〈
経
紫
／
緯
白
〉
／
半
色

〈
経
緯
共
／
薄
紫
也
〉
／
花
田

〈
浅

黄
色
／
也
〉
／
薄
青

〈
経
青
／
緯
白
〉
／
赤
色

経
紫
／
緯
赤
也
」
／
鈍
色
（
ニ
ヒ
、
左
：
ニ
ブ
）

花
田
／
染
也
〉
／
ウ
ツ
シ
バ
ナ
ニ
テ
／
染
ナ
リ
」
指
貫
可
依
年
齢

事
〈
以
峯
殿
御
記
載
之

大
概
／
是
に
て
可
了
簡
也
〉

十
五
歳

〈
中
納
言
大
将
時
／
濃
紫
浮
文
〉

十
七
歳

〈
大
納
言
／
薄
色
固
織
物
〉

十
八
歳

〈
同
官
／
薄
色
綾
固
○
（
同
イ
）
文
〉

廿
八
歳

〈
左
大
臣
／
綾
浅
黄
〉

卅
七
歳

〈
関
白
直
衣
始
／
薄
色
堅
織
物
〉

承
元
四
二
十
四
《
玉
蘂
》
仲
基
（
左
：
春
イ
）
入
道
来
談
古
事
又
曰
御
一
家
「
頭
書
：
ゑ
ひ
染
ハ
面
蘓
芳
裏
花
田
也
當
時
著
用
薄
色
指
貫
事
也
」
不
必
依
老
少
任
心
著
指
貫

雖
幼
少
人
著
堅
文
織
物
綾
指
貫
文
薄
色
浅
黄
指
貫
同
著
之
皆
藤
丸
是
恒
事
也
雖
老
人
極
晴
に
ハ
浮
又
（
文
な
し
）
紫
（
ノ
）
指
貫
恒
事
也
《
云
〻
》
同
時
著
紫
薄
色
例
宇
治

（56）五
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一
直
衣
事

摂
家
元
服
日
禁
色
事
被
宣
下
也
雑
袍
事
別
不
被
仰
之
仍
不
待
勅
免
著
直
衣
参
内
當
家
代
〻
例
也
但
永
徳
二
年
四
月
譲
位
時
故
殿
（
成
恩
寺
経
嗣
也
）〈
于
時
大
／
納
言
〉
直
衣

勅
免
事
以
摂
政
（
ノ
）
宣
被
仰
之
其
時
儀
等
（
未
）
一
決
二
条
家
代
始
毎
度
蒙
勅
許
《
云
々
》
委
細
事
見
故
殿
御
記
者
（
物
イ
）
也
又
著
烏
帽
子
直
衣
参
院
中
事
蒙
免
許
可

進
退
而
近
代
著
小
直
衣
参
院
不
及
勅
免
沙
汰
頗
不
可
然
事
也
諸
家
所
為
一
同
之
間
一
身
不
及
守
株
愚
老
（
兼
良
公
）
又
著
小
直
衣
参
入
了
又
社
参
之
時
不
可
著
直
衣
神
体
ハ

必
直
衣
に
て
現
給
之
故
也
と
故
殿
被
仰
者
也

＼
直
衣

童
体
の
時
ハ
白
浮
織
物
直
衣
〈
文
小
葵
〉
裏
濃
紫
也
元
服
の
後
ハ
白
（
ノ
）
志
々
良
綾
〈
文
浮
線
／
綾
丸
〉
裏
（
ハ
）
平
絹
染
色
隨
年
齢
若
年
の
時
ハ
紫
次

（
ハ
）
薄
色
〈
或
半
／
色
〉
次
浅
黄
〈
有
浅
深
〉
老
者
用
無
○
（
文
イ
）
志
〻
良
白
綾
或
平
絹
裏
ハ
い
つ
れ
も
平
絹
白
也
夏
（
ハ
）
縠
（
童
時
又
同
之
）〈
文
三
重
／
タ
ス

キ
〉
色
又
隨
年
齢
〈
紫
薄
色
／
浅
黄
〉
老
者
生
単
張
平
絹
或
著
用
無
文
薄
物
《
云
々
（
云
ニ
）》
烏
帽
子
直
衣
大
納
言
以
上
参
院
之
時
著
之
但
可
蒙
勅
免
於
私
者
依
便
冝
用

（
著
イ
）
之
無
子
細
〈
浅
位
（
官
イ
）
の
人
著
烏
帽
子
直
衣
事
／
大
井
川
逍
遥
の
時
藏
人
頭
著
烏
帽
／
子
直
衣
其
外
／
無
例
〉

＼
大
帷
《
白
》
腰
継
〈
内
〻
上
括
（
ア
ゲ
グ
ヽ
リ
）
之
時
／
用
之
〉

（
袍
袍
（
衵
）
見
上
老
者
張
衵
刷
之
日
著
之
暦
應
元
薄
青
衣
白
張
単
不
出
衣
《
云
々
》）

＼
出
衣
《
同
単
》

直
衣
始
并
刷
之
日
可
著
之
各
以
先
規
可
進
退
也

＼
指
貫

童
躰
時
紫
二
倍
織
物
指
貫
〈
地
文
亀
甲
白
／
浮
線
綾
丸
〉
夏
ハ
生
用
腹
白
（
ノ
）
組
自
指
貫
（
ノ
）
上
貫
（
ク
）
之
元
服
之
後
濃
紫
浮
織
物
〈
文
亀
／
甲
〉
次
薄

色
（
ノ
）
浮
織
物
〈
文
亀
甲
或
鳥
襷
半
色
（
ハ
シ
タ
イ
ロ
）
薄
色
の
／
紫
の
方
へ
よ
り
た
る
を
い
ふ
な
り
〉
次
薄
色
堅
織
物
〈
文
藤
／
丸
〉
次
薄
色
〈
付
色
（
三
字
イ
ナ

シ
）
／
也
〉
綾
〈
文
藤
丸
ニ
ワ
ナ
ノ
藤
也
／
堅
文
綾
志
ゝ
羅
〉
次
浅
黄
堅
織
物
〈
文
藤
／
丸
〉
次
浅
黄
綾
〈
又
同
志
ゝ
良
以
上
／
裏
同
表
（
ノ
）
色
〉
次
白
〈
藤
丸
或
／
平

絹
〉
以
上
其
色
隨
年
齢
或
依
官
位
可
進
退
○
（
止
イ
）
也
○
（
之
イ
）
必
し
も
一
〻
に
こ
れ
を
著
用
す
へ
き
に
あ
ら
す
夏
指
貫
其
色
同
冬
但
織
物
浮
文
ハ
生
也
堅
織
物
と
綾

と
ハ
冬
（
夏
）
冬
の
差
別
な
し
○
「
頭
書
：
○
（
傍
注
）
濃
色

濃
紫
（
コ
キ
ム
ラ
サ
キ
）
／
薄
色

〈
経
紫
／
緯
白
〉
／
半
色

〈
経
緯
共
／
薄
紫
也
〉
／
花
田

〈
浅

黄
色
／
也
〉
／
薄
青

〈
経
青
／
緯
白
〉
／
赤
色

経
紫
／
緯
赤
也
」
／
鈍
色
（
ニ
ヒ
、
左
：
ニ
ブ
）

花
田
／
染
也
〉
／
ウ
ツ
シ
バ
ナ
ニ
テ
／
染
ナ
リ
」
指
貫
可
依
年
齢

事
〈
以
峯
殿
御
記
載
之

大
概
／
是
に
て
可
了
簡
也
〉

十
五
歳

〈
中
納
言
大
将
時
／
濃
紫
浮
文
〉

十
七
歳

〈
大
納
言
／
薄
色
固
織
物
〉

十
八
歳

〈
同
官
／
薄
色
綾
固
○
（
同
イ
）
文
〉

廿
八
歳

〈
左
大
臣
／
綾
浅
黄
〉

卅
七
歳

〈
関
白
直
衣
始
／
薄
色
堅
織
物
〉

承
元
四
二
十
四
《
玉
蘂
》
仲
基
（
左
：
春
イ
）
入
道
来
談
古
事
又
曰
御
一
家
「
頭
書
：
ゑ
ひ
染
ハ
面
蘓
芳
裏
花
田
也
當
時
著
用
薄
色
指
貫
事
也
」
不
必
依
老
少
任
心
著
指
貫

雖
幼
少
人
著
堅
文
織
物
綾
指
貫
文
薄
色
浅
黄
指
貫
同
著
之
皆
藤
丸
是
恒
事
也
雖
老
人
極
晴
に
ハ
浮
又
（
文
な
し
）
紫
（
ノ
）
指
貫
恒
事
也
《
云
〻
》
同
時
著
紫
薄
色
例
宇
治
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藤
丸
を
用
子
細
な
し
一
日
晴
に
ハ
宿
老
（
ノ
）
大
臣
摂
政
関
白
も
浮
文
窠
霰
を
著
用
有
例
也

＼
赤
大
口

生
平
絹
紅
に
染
て
用
也
（
之
イ
）
濃
装
束
に
ハ
濃
生
袴
也

＼
韈

著
練
貫
小
袖
之
時
ハ
用
練
貫
宿
老
ハ
白
（
ノ
）
平
絹
の
ね
り
は
り
た
る
也

＼
履

鼻
切
沓
と
い
ふ
物
也
敷
物
ハ
表
袴
き
れ
を
用
也

＼
靴
（
ク
ワ
ノ
ク
ツ
）

靴
箋
（
氊
（
セ
ン
）
イ
、
左
：
ヲ
モ
テ
）
ハ
赤
地
の
錦
靴
帯
ハ
ひ
き
は
た
の
皮
有
黄
金
物
節
會
の
内
辦
外
辦
公
卿
若
行
幸
供
奉
の
時
用
之
深
沓
同

事
也
《
云
〻
》（
後
人
加
筆
）

＼
笏

拜
賀
の
時
ハ
京
極
殿
の
御
笏
を
用
ふ
こ
れ
を
慶
賀
（
ノ
）
笏
と
名
つ
く

＼
扇

十
五
歳
以
前
ハ
杦
目
の
扇
繪
ハ
松
鶴
龜
な
と
祝
物
を
か
く
う
ら
の
方
ハ
蝶
小
鳥
を
書
色
〻
の
糸
に
て
こ
れ
を
と
ち
て
糸
の
あ
ま
り
を
あ
は
ひ
む
す
ひ
に
し
て
梅
の
ち

り
花
な
と
を
結
つ
け
て
扇
に
ま
き
て
持
な
り
か
な
め
ハ
蝶
鳥
を
か
ね
に
て
打
て
用
之
十
六
歳
の
時
分
ま
て
も
宥
用
く
る
し
か
ら
す
檜
扇
ハ
廿
五
枚
若
年
の
時
ハ
白
糸
に
て
と

ち
て
糸
の
あ
ま
り
を
藤
の
花
に
置
物
に
し
て
か
な
め
よ
り
う
へ
二
三
寸
持
と
こ
ろ
を
残
す
へ
し
是
ハ
中
納
言
中
将
十
七
八
歳
の
大
納
言
大
臣
な
と
の
時
持
へ
し
宿
徳
の
大
臣

な
と
の
時
ハ
ふ
ち
の
丸
を
糸
に
て
は
ハ
し
（
は
り
て
イ
）
て
両
方
の
面
に
押
也
束
帯
の
時
ハ
夏
も
檜
扇
を
持
也
衣
冠
直
衣
な
と
の
時
極
熱
に
ハ
蝙
蝠
（
ヘ
ン
フ
ク
、
左
：
カ

ワ
ホ
リ
）
の
扇
も
子
細
な
し
老
者
ハ
猶
冬
の
扇
を
持
へ
し
近
比
ハ
夏
冬
を
い
は
す
蝙
蝠
を
も
つ
人
あ
り
例
た
る
へ
か
ら
す
宇
治
左
府
ハ
夏
の
扇
香
染
（
カ
ウ
ゾ
メ
）
無
薄
を

持
給
へ
る
よ
し
見
え
た
り
〈
仁
平
元
八
十
長
者
／
之
後
春
日
詣
時
如
此
〉
尋
常
に
も
是
を
も
ち
侍
る
よ
し
旧
（
日
イ
）
記
に
し
る
さ
れ
た
り
（
見
え
た
り
イ
）
又
香
染
冬
扇

を
持
給
へ
る
事
も
有
〈
保
延
四
（
○
年
イ
）
二
（
○
四
）
春
日
祭
／
上
卿
時
事
也
〉

＼
剱

蒔
繪
太
刀
ハ
尋
常
用
之
木
地
螺
鈿
剱
〈
沈
地
或
紫
／
檀
〉
行
幸
時
帯
之
樋
螺
鈿
剱
蒔
繪
螺
鈿
剱
も
行
幸
用
之
又
蒔
繪
螺
鈿
太
刀
ハ
拜
賀
の
日
又
染
装
束
之
時
に
用
之

螺
鈿
野
剱
ハ
公
卿
次
将
大
将
の
時
遠
所
行
幸
〈
春
日
日
吉
／
行
幸
等
〉
帯
之
餝
剱
ハ
節
會
并
御
禊
行
幸
供
奉
の
公
卿
用
之
又
餝
剱
代
と
い
ふ
太
刀
あ
り
〈
名
の
み
き
ゝ
て
／

い
ま
に
（
た
）
見
す
〉
節
會
の
日
執
政
の
時
代
が
代
と
号
し
て
螺
鈿
釼
を
用
る
事
あ
り
故
殿
ハ
常
に
是
を
用
給
へ
り
餝
釼
代
の
又
代
の
心
に
代
が
代
と
ハ
い
へ
る
也
大
臣
の

時
は
金
装
（
コ
ガ
ネ
ヅ
ク
リ
）
束
大
納
言
ま
て
ハ
銀
づ
く
り
に
て
あ
る
へ
け
れ
と
近
比
ハ
あ
る
に
ま
か
せ
て
用
る
に
よ
り
て
金
銀
の
さ
た
に
を
よ
は
さ
る
な
り
羽
林
よ
り
大

将
ま
て
ハ
職
に
つ
き
て
帯
剱
勿
論
也
大
将
を
兼
せ
さ
る
大
納
言
の
時
ハ
（
に
イ
）
勅
授
帯
剱
の
宣
下
を
申
て
帯
剱
す
へ
し
又
大
臣
の
大
将
を
辞
し
て
後
ハ
勅
授
帯
剱
如
元
之

由
宣
下
せ
ら
れ
て
前
途
の
時
ま
て
も
帯
剱
す
へ
き
也

＼
平
緒

紫
緂
平
緒
ハ
節
會
行
幸
拜
賀
等
之
と
き
用
之
餝
太
刀
螺
鈿
を
著
す
る
時
ハ
大
略
紫
緂
を
用
る
也
又
若
年
の
人
は
常
に
用
之
紺
地
平
緒
ハ
尋
常
用
之
蒔
繪
太
刀
○

（
に
）
ハ
紺
地
よ
ろ
し
き
也
叙
位
除
目
執
筆
な
と
の
時
ハ
紺
地
然
へ
し
其
外
異
（
ル
）
色
（
ノ
）
平
緒
ハ
一
日
邂
逅
の
時
用
之
先
規
に
よ
る
へ
き
也

＼
帯

有
文
を
ハ
隠
文
の
帯
と
も
い
ふ
也
有
文
巡
方
ハ
節
會
行
幸
拜
賀
の
時
用
之
餝
剱
螺
鈿
（
○
剱
）
に
ハ
必
す
巡
方
を
用
る
也
又
有
文
丸
鞆
帯
ハ
巡
方
丸
鞆
を
兼
た
る
帯

也
但
節
會
行
幸
に
い
た
く
ハ
（
シ
イ
テ
ノ
心
也
ア
ナ
ガ
チ
也
）
不
用
之
其
外
刷
（
ハ
レ
）
の
時
用
へ
し
行
幸
に
も
帯
胡
籙
に
は
有
文
丸
鞆
を
用
へ
し
と
い
へ
り
無
文
丸
鞆
帯

ハ
尋
常
諸
公
事
に
用
之
蒔
繪
太
刀
に
ハ
無
文
丸
鞆
を
用
也

＼
魚
袋

公
卿
ハ
（
右
腋
腰
程
付
之
）
皆
金
魚
袋
也
《
三
節
會
又
御
禊
（
左
：
左
腋
腰
程
付
之
）》
行
幸
の
時
に
ハ
（
著
之
也
）
右
（
ノ
）
腋
（
ノ
）（
○
程
ニ
）
付
之
也

（57）四
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葉
を
煎
し
て
そ
む
る
が
色
も
う
つ
く
し
く
て
く
さ
く
も
な
き
と
い
へ
り
ふ
し
の
木
な
け
れ
は
し
や
く
ろ
の
皮
に
て
も
そ
む
る
と
い
へ
り
冬
ハ
平
絹
の
裏
あ
り
色
ハ
お
も
て
に

お
な
し
摂
録
の
時
の
夏
袍
文
浮
線
綾
（
ノ
）
丸
〈
下
襲
の
／
文
也
〉
の
よ
し
嘉
禎
四
年
四
月
或
記
に
見
え
た
り
近
来
は
夏
も
雲
立
涌
を
著
す
浮
線
綾
（
ノ
）
丸
を
用
る
事
も

難
有
ま
じ
き
な
り

＼
下
襲

冬
浮
線
綾
の
文
の
あ
や
白
（
シ
ロ
シ
）
粉
張
（
左
：
コ
バ
リ
）
に
し
て
や
う
貝
に
て
み
か
く
裏
ハ
遠
ひ
し
の
文
の
綾
〈
家
の
例
／
た
て
ひ
し
／
諸
家
ハ
横
／
ひ
し

を
用
也
〉
ふ
し
か
ね
に
て
そ
む
う
へ
の
き
ぬ
に
お
な
し
た
ゝ
し
下
襲
ハ
蘓
芳
の
打
下
襲
と
い
ふ
物
也
本
ハ
打
へ
き
を
近
代
ハ
板
引
に
す
る
也
す
わ
う
の
色
を
も
紫
の
こ
と
く

ふ
し
か
ね
に
て
そ
む
い
は
れ
ぬ
事
な
れ
と
久
し
く
さ
た
し
つ
け
た
り
禁
色
を
ゆ
る
さ
れ
ぬ
殿
上
人
の
平
絹
の
下
襲
を
ハ
つ
ゝ
し
の
打
下
か
さ
ね
と
い
ふ
そ
れ
も
う
ら
ハ
蘓
芳

な
る
を
ふ
し
か
ね
に
て
そ
む
る
也
夏
ハ
縠
の
（
薄
物
用
之
）
遠
菱
の
文
〈
摂
家
ハ
た
て
ひ
し
冬
の
／
下
襲
の
う
ら
に
お
な
し
〉
蘓
芳
に
て
く
ろ
む
ほ
と
是
を
そ
む
夏
の
下
襲

を
ハ
蘓
芳
の
下
か
さ
ね
と
な
つ
け
侍
れ
ハ
を
の
つ
か
ら
相
違
な
る
也
う
ら
ハ
な
し
非
職
人
夏
の
下
か
さ
ね
ハ
無
文
縠
或
生
平
絹
色
ハ
二
藍
〈
以
赤
花
及
／
青
花
染
之
也
〉
或

ハ
公
卿
も
著
也
（
之
イ
）
栁
下
襲
表
ハ
綾
の
白
瑩
裏
ハ
青
打
也
或
ハ
（
○
表
イ
）
裏
面
（
イ
ナ
シ
）
張
て
著
す
正
治
二
正
十
六
関
白
始
著
栁
（
○
張
）
下
襲
〈
普
賢
寺
関
白

／
卅
五
歳
時
事
也
〉
白
襲
と
い
ふ
ハ
綾
若
平
絹
を
表
裏
白
瑩
（
ミ
カ
キ
）
に
し
て
著
す
〈
或
表
裏
／
共
ニ
張
て
〉
四
月
十
月
更
衣
の
外
ハ
暑
月
に
著
す
久
安
二
年
七
月
三
日

法
勝
寺
御
八
講
に
宇
治
左
（
廿
七
才
／
右
イ
）
府
著
白
重
暑
月
に
ハ
可
著
之
由
見
西
宮
記
之
由
被
記
之
〈
時
廿
（
十
イ
）
九
／
歳
也
〉
傍
例
か
く
の
こ
と
し

盛
年
の
時
も

可
著
之
年
老
て
ハ
い
よ

く
勿
論
也

＼
裾

下
襲
の
尻
也
む
か
し
ハ
つ
ゝ
け
た
る
を
著
用
す
る
時
煩
あ
る
に
よ
り
て
き
り
は
な
し
て
著
之
也
仍
一
（
ツ
）
と
し
て
下
か
さ
ね
に
か
は
る
事
な
し
長
ハ
代
〻
の
製
符

不
同
也
但
近
代
摂
家
に
用
來
分
ハ
納
言
以
前
八
尺
大
臣
時
一
丈
関
白
（
○
時
）
一
丈
二
尺
計
也
大
概
か
く
の
こ
と
し
又
時
に
し
た
か
ふ
へ
し

＼
黒
半
臂

冬
ハ
綾
を
ふ
し
か
ね
に
染
て
板
引
に
し
て
著
之
濃
紫
色
の
半
臂
と
な
つ
く
裏
あ
り
夏
は
生
の
縠
〈
文
三
重
／
た
す
き
〉
又
ふ
し
か
ね
に
て
染
て
（
○
之
）
い
つ

れ
も
襴
（
ノ
）
忘
緒
（
ワ
ス
レ
ヲ
）
ハ
う
す
物
也
た
ゝ
み
て
付
之
近
代
冬
ハ
一
向
略
之
旧
例
も
壮
年
人
は
半
臂
を
著
す
老
者
か
な
ら
す
し
も
し
か
ら
さ
る
よ
し
見
え
た
り

夏
ハ
大
略
用
之
表
衣
（
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
）
ハ
（
が
）
ひ
と
へ
に
て
す
き
（
透
）
て
見
ゆ
る
ゆ
へ
こ
と
さ
ら
に
著
用
す
但
襴
を
バ
な
を
略
之
闕
腋
（
ノ
）
袍
に
あ
ら
さ
れ
ハ
襴
ま

て
ハ
見
え
さ
る
ゆ
へ
な
り
或
抄
云
近
代
以
半
臂
（
ノ
）
小
緒
結
之
也
往
古
の
例
ハ
以
大
緒
二
筋
結
之
今
世
少
知
人
《
云
〻
》
又
著
織
物
（
ノ
）
下
襲
時
用
同
色
半
臂
〈
襴
緒

皆
／
織
物
也
〉
不
用
黒
半
臂
《
云
〻
》

＼
衵
（
ア
コ
メ
）

春
冬
ハ
こ
れ
を
著
す
へ
し
然
而
近
代
一
向
略
之
若
著
用
せ
ハ
小
葵
の
文
の
綾
を
う
す
色
に
染
て
平
絹
の
同
裏
を
付
て
可
著
之
或
ハ
紅
打
衵
一
重
に
て
も

又
紅
打
に
う
す
色
あ
こ
め
を
か
さ
ね
て
も
用
之
以
上
旧
記
に
見
え
た
り

＼
単

ひ
と
へ
文
の
菱
の
綾
を
紅
に
染
て
冬
ハ
張
夏
ハ
板
引
に
す
（
建
暦
二
四
卅
玉
蘂
法
性
寺
殿
元
永
二
歳
廿
三
七
月
ノ
比
令
著
生
（
ノ
）
単
重
帷
給
七
月
己
後
不
可
著
帷

云
々
見
玉
林
也
）
十
五
未
満
濃
装
束
を
著
す
る
と
き
は
ハ
単
の
色
も
こ
き
色
也
〈
ゑ
り
袖
に
薄
（
ハ
ク
）
を
た
む
〉

＼
大
帷

ふ
る
く
は
不
用
之
近
代
為
衣
文
用
之
冬
ハ
白
夏
ハ
紅
染
是
を
ひ
と
へ
の
下
に
か
さ
ぬ
夏
ハ
汗
取
と
な
つ
く
ふ
る
く
も
著
す
る
也
〈
老
者
ハ
／
香
染
な
り
〉

＼
表
袴

中
少
将
よ
り
大
臣
（
ノ
）
大
将
に
至
ま
て
も
（
○
著
す
）
若
年
の
時
ハ
白
縮
線
綾
窠
（
ニ
）
霰
の
浮
文
を
用
ふ
裏
ハ
紅
打
平
絹
也
十
五
歳
以
前
濃
装
束
に
ハ
こ
き

打
の
う
ら
を
つ
く
へ
し
又
大
納
言
大
臣
等
の
大
将
を
不
兼
時
ハ
堅
文
の
藤
丸
を
著
す
〈
當
家
藤
丸
ハ
／
二

わ
な
の
文
也
〉
裏
ハ
紅
打
也
大
臣
大
将
も
宿
徳
の
儀
に
て
固
文

（58）三
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葉
を
煎
し
て
そ
む
る
が
色
も
う
つ
く
し
く
て
く
さ
く
も
な
き
と
い
へ
り
ふ
し
の
木
な
け
れ
は
し
や
く
ろ
の
皮
に
て
も
そ
む
る
と
い
へ
り
冬
ハ
平
絹
の
裏
あ
り
色
ハ
お
も
て
に

お
な
し
摂
録
の
時
の
夏
袍
文
浮
線
綾
（
ノ
）
丸
〈
下
襲
の
／
文
也
〉
の
よ
し
嘉
禎
四
年
四
月
或
記
に
見
え
た
り
近
来
は
夏
も
雲
立
涌
を
著
す
浮
線
綾
（
ノ
）
丸
を
用
る
事
も

難
有
ま
じ
き
な
り

＼
下
襲

冬
浮
線
綾
の
文
の
あ
や
白
（
シ
ロ
シ
）
粉
張
（
左
：
コ
バ
リ
）
に
し
て
や
う
貝
に
て
み
か
く
裏
ハ
遠
ひ
し
の
文
の
綾
〈
家
の
例
／
た
て
ひ
し
／
諸
家
ハ
横
／
ひ
し

を
用
也
〉
ふ
し
か
ね
に
て
そ
む
う
へ
の
き
ぬ
に
お
な
し
た
ゝ
し
下
襲
ハ
蘓
芳
の
打
下
襲
と
い
ふ
物
也
本
ハ
打
へ
き
を
近
代
ハ
板
引
に
す
る
也
す
わ
う
の
色
を
も
紫
の
こ
と
く

ふ
し
か
ね
に
て
そ
む
い
は
れ
ぬ
事
な
れ
と
久
し
く
さ
た
し
つ
け
た
り
禁
色
を
ゆ
る
さ
れ
ぬ
殿
上
人
の
平
絹
の
下
襲
を
ハ
つ
ゝ
し
の
打
下
か
さ
ね
と
い
ふ
そ
れ
も
う
ら
ハ
蘓
芳

な
る
を
ふ
し
か
ね
に
て
そ
む
る
也
夏
ハ
縠
の
（
薄
物
用
之
）
遠
菱
の
文
〈
摂
家
ハ
た
て
ひ
し
冬
の
／
下
襲
の
う
ら
に
お
な
し
〉
蘓
芳
に
て
く
ろ
む
ほ
と
是
を
そ
む
夏
の
下
襲

を
ハ
蘓
芳
の
下
か
さ
ね
と
な
つ
け
侍
れ
ハ
を
の
つ
か
ら
相
違
な
る
也
う
ら
ハ
な
し
非
職
人
夏
の
下
か
さ
ね
ハ
無
文
縠
或
生
平
絹
色
ハ
二
藍
〈
以
赤
花
及
／
青
花
染
之
也
〉
或

ハ
公
卿
も
著
也
（
之
イ
）
栁
下
襲
表
ハ
綾
の
白
瑩
裏
ハ
青
打
也
或
ハ
（
○
表
イ
）
裏
面
（
イ
ナ
シ
）
張
て
著
す
正
治
二
正
十
六
関
白
始
著
栁
（
○
張
）
下
襲
〈
普
賢
寺
関
白

／
卅
五
歳
時
事
也
〉
白
襲
と
い
ふ
ハ
綾
若
平
絹
を
表
裏
白
瑩
（
ミ
カ
キ
）
に
し
て
著
す
〈
或
表
裏
／
共
ニ
張
て
〉
四
月
十
月
更
衣
の
外
ハ
暑
月
に
著
す
久
安
二
年
七
月
三
日

法
勝
寺
御
八
講
に
宇
治
左
（
廿
七
才
／
右
イ
）
府
著
白
重
暑
月
に
ハ
可
著
之
由
見
西
宮
記
之
由
被
記
之
〈
時
廿
（
十
イ
）
九
／
歳
也
〉
傍
例
か
く
の
こ
と
し

盛
年
の
時
も

可
著
之
年
老
て
ハ
い
よ

く
勿
論
也

＼
裾

下
襲
の
尻
也
む
か
し
ハ
つ
ゝ
け
た
る
を
著
用
す
る
時
煩
あ
る
に
よ
り
て
き
り
は
な
し
て
著
之
也
仍
一
（
ツ
）
と
し
て
下
か
さ
ね
に
か
は
る
事
な
し
長
ハ
代
〻
の
製
符

不
同
也
但
近
代
摂
家
に
用
來
分
ハ
納
言
以
前
八
尺
大
臣
時
一
丈
関
白
（
○
時
）
一
丈
二
尺
計
也
大
概
か
く
の
こ
と
し
又
時
に
し
た
か
ふ
へ
し

＼
黒
半
臂

冬
ハ
綾
を
ふ
し
か
ね
に
染
て
板
引
に
し
て
著
之
濃
紫
色
の
半
臂
と
な
つ
く
裏
あ
り
夏
は
生
の
縠
〈
文
三
重
／
た
す
き
〉
又
ふ
し
か
ね
に
て
染
て
（
○
之
）
い
つ

れ
も
襴
（
ノ
）
忘
緒
（
ワ
ス
レ
ヲ
）
ハ
う
す
物
也
た
ゝ
み
て
付
之
近
代
冬
ハ
一
向
略
之
旧
例
も
壮
年
人
は
半
臂
を
著
す
老
者
か
な
ら
す
し
も
し
か
ら
さ
る
よ
し
見
え
た
り

夏
ハ
大
略
用
之
表
衣
（
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
）
ハ
（
が
）
ひ
と
へ
に
て
す
き
（
透
）
て
見
ゆ
る
ゆ
へ
こ
と
さ
ら
に
著
用
す
但
襴
を
バ
な
を
略
之
闕
腋
（
ノ
）
袍
に
あ
ら
さ
れ
ハ
襴
ま

て
ハ
見
え
さ
る
ゆ
へ
な
り
或
抄
云
近
代
以
半
臂
（
ノ
）
小
緒
結
之
也
往
古
の
例
ハ
以
大
緒
二
筋
結
之
今
世
少
知
人
《
云
〻
》
又
著
織
物
（
ノ
）
下
襲
時
用
同
色
半
臂
〈
襴
緒

皆
／
織
物
也
〉
不
用
黒
半
臂
《
云
〻
》

＼
衵
（
ア
コ
メ
）

春
冬
ハ
こ
れ
を
著
す
へ
し
然
而
近
代
一
向
略
之
若
著
用
せ
ハ
小
葵
の
文
の
綾
を
う
す
色
に
染
て
平
絹
の
同
裏
を
付
て
可
著
之
或
ハ
紅
打
衵
一
重
に
て
も

又
紅
打
に
う
す
色
あ
こ
め
を
か
さ
ね
て
も
用
之
以
上
旧
記
に
見
え
た
り

＼
単

ひ
と
へ
文
の
菱
の
綾
を
紅
に
染
て
冬
ハ
張
夏
ハ
板
引
に
す
（
建
暦
二
四
卅
玉
蘂
法
性
寺
殿
元
永
二
歳
廿
三
七
月
ノ
比
令
著
生
（
ノ
）
単
重
帷
給
七
月
己
後
不
可
著
帷

云
々
見
玉
林
也
）
十
五
未
満
濃
装
束
を
著
す
る
と
き
は
ハ
単
の
色
も
こ
き
色
也
〈
ゑ
り
袖
に
薄
（
ハ
ク
）
を
た
む
〉

＼
大
帷

ふ
る
く
は
不
用
之
近
代
為
衣
文
用
之
冬
ハ
白
夏
ハ
紅
染
是
を
ひ
と
へ
の
下
に
か
さ
ぬ
夏
ハ
汗
取
と
な
つ
く
ふ
る
く
も
著
す
る
也
〈
老
者
ハ
／
香
染
な
り
〉

＼
表
袴

中
少
将
よ
り
大
臣
（
ノ
）
大
将
に
至
ま
て
も
（
○
著
す
）
若
年
の
時
ハ
白
縮
線
綾
窠
（
ニ
）
霰
の
浮
文
を
用
ふ
裏
ハ
紅
打
平
絹
也
十
五
歳
以
前
濃
装
束
に
ハ
こ
き

打
の
う
ら
を
つ
く
へ
し
又
大
納
言
大
臣
等
の
大
将
を
不
兼
時
ハ
堅
文
の
藤
丸
を
著
す
〈
當
家
藤
丸
ハ
／
二

わ
な
の
文
也
〉
裏
ハ
紅
打
也
大
臣
大
将
も
宿
徳
の
儀
に
て
固
文
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〔
印
記
〕
佐
山
文
庫
、
佐
山
重
致
（
生
没
年
未
詳
。
江
戸
後
期
）

三
．
翻
字

凡
例

⑴

用
字
は
原
本
に
最
も
近
い
と
判
断
さ
れ
る
字
を
用
い
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
字
体
・
新
字
体
・
異
体
字
の
判
断
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
判
断
は
で
き
る
か
ぎ
り
資
料
の

書
写
の
様
態
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
す
こ
と
を
目
指
す
。

⑵

〈
〉
内
は
割
注
を
意
味
し
、
割
注
の
改
行
は
「
／
」
を
用
い
て
示
す
。

⑶

《
》
内
は
小
書
き
を
意
味
す
る
。

⑷

（
）
内
は
傍
注
を
意
味
し
、「
○
」
は
補
入
記
号
・
訂
正
記
号
、「
左
：
」
は
本
文
左
側
の
傍
書
を
意
味
す
る
。

⑸

「
＼
」
は
合
点
を
意
味
す
る
。

⑹

は
虫
損
を
意
味
す
る
。

⑺

は
ミ
セ
ケ
チ
を
意
味
す
る
。

⑻

頭
書
の
勘
物
に
つ
い
て
は
、
今
回
省
略
し
た
。

當
家
着
用
装
束
以
下
事

一
束
帯
色
目

＼
冠

有
文
冠
ハ
小
菱
の
文
あ
る
羅
（
ウ
ス
モ
ノ
）
を
用
る
也
近
來
羅
織
な
き
と
称
し
て
其
文
分
明
な
ら
さ
れ
と
も
有
文
の
よ
し
也
冠
の
大
小
ハ
其
人
の
か
し
ら
に
よ
る
へ

し
冠
師
を
め
し
て
津
（
頭
イ
、
左
：
図
イ
）
を
と
ら
し
む
近
來
十
五
歳
迄
ハ
う
す
額
十
六
歳
以
後
ハ
あ
つ
額
を
用
𦾔𦾔
記
を
考
れ
ハ
若
年
浅
官
の
人
ハ
十
六
（
○
歳
イ
）
已
後

も
な
を
薄
額
を
用
へ
き
よ
し
見
え
た
り
京
極
太
閤
（
関
白
イ
、
左
：
師
實
公
）
は
卅
歳
左
大
臣
の
時
厚
額
を
用
給
へ
り
延
久
三
年
事
也
後
二
条
（
師
通
公
）
殿
ハ
卅
二
内
大

臣
の
時
是
を
用
給
ふ
〈
寛
治
七
年
／
事
也
〉
宇
治
の
左
府
ハ
十
八
歳
こ
れ
も
内
大
臣
の
時
は
し
め
て
あ
つ
額
を
用
侍
り
（
給
イ
）
久
寿
（
台
記
）
二
正
七
右
大
将
兼
長
不
觸

余
用
厚
額
冠
予
問
之
陳
云
殿
下
《
謂
余
》
十
八
歳
用
之
仍
所
用
之
（
也
イ
）
仰
云
余
は
為
大
臣
所
用
也

汝
雖
同
歳
官
卑
甚
不
當
也
自
今
以
後
可
用
薄
額
者
ナ
リ

＼
袍

元
服
の
ゝ
ち
大
臣
ま
て
ハ
袍
の
文
丁
子
の
丸
杏
葉
だ
す
き
也
摂
政
関
白
に
な
り
て
ハ
雲
立
涌
の
文
太
閤
の
時
ハ
雲
に
鶴
也
地
ハ
い
つ
れ
も
し
ゝ
ら
の
綾
前
途
の
ゝ
ち

宿
老
の
人
ハ
し
ゝ
ら
な
き
熨
目
の
綾
を
も
著
す
る
な
り
夏
ハ
縠
（
コ
メ
）
文
ハ
冬
に
同
色
は
い
つ
れ
も
ふ
し
か
ね
に
て
そ
む
濃
紫
の
よ
し
也
〈
但
五
位
／
中
少
将
ハ
／
あ
け

の
／
色
也
〉
た
ゝ
し
ふ
し
か
ね
ハ
く
さ
く
て
は
や
く
く
つ
る
に
よ
り
て
近
比
故
實
の
女
工
あ
り
て
下
を
蘓
芳
の
木
を
よ
く
煎
し
て
そ
れ
に
て
染
て
う
へ
を
ふ
し
の
枝
も
し
ハ

（59）二
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佐
山
文
庫
旧
蔵
本
『
桃
華
蘂
葉
』
の
翻
刻
（
一
）

畠
山

大
二
郎

一
．
は
じ
め
に 

本
稿
は
、
佐
山
文
庫
旧
蔵
本
『
桃
華
蘂
葉
』（
と
う
か
ず
い
よ
う
）（
個
人
蔵
）
の
翻
字
を
行
う
も
の
で
あ
る
。『
桃
華
蘂
葉
』
は
、
一
条
兼
良
に
よ
る
故
実
書
で
、
一
五
世
紀

に
お
け
る
一
条
家
の
有
職
故
実
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
文
明
一
二
年
〈
一
四
八
〇
〉
四
月
上
旬
の
成
立
で
、「
当
時
の
一
条
家
の
当
主
冬
良
の
心

得
と
し
て
著
わ
し
た
も
の
で
、
兼
良
七
十
九
歳
、
死
没
の
前
年
に
あ
た
り
、
遺
誡
の
書
」（
１
）
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
多
岐
に
渡
り
、「
当
家
着
用
装
束
の
束
帯
色
目
に
始
ま
り
、
小
雑
色
事
に
及
ぶ
項
目
に
わ
た
り
日
記
類
を
引
勘
し
て
一
条
家
一
流
の
故
実
を
詳
説
、
次
に
禁
裏
仙
洞
に

進
め
る
公
私
の
書
式
、
一
条
家
相
伝
の
文
書
記
録
の
目
録
、
同
家
子
弟
の
入
門
す
べ
き
門
跡
寺
院
、
同
家
管
領
の
寺
院
、
家
領
な
ど
の
由
緒
・
現
状
を
説
明
、
付
す
る
に
本
朝

の
国
史
・
法
制
な
ど
の
古
典
の
説
明
、
そ
の
他
神
拝
作
法
・
諸
行
事
の
故
実
、
難
訓
の
読
み
、
平
出
闕
字
の
例
な
ど
を
記
す
」（
２
）
も
の
で
あ
る
。
摂
関
家
資
料
で
も
あ
る
た

め
、
関
連
分
野
に
お
い
て
古
来
引
用
や
考
証
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
活
字
化
し
た
も
の
と
し
て
、
群
書
類
従
（
第
八
輯
、
装
束
部
）
と
史
籍
集
覧
（『
改
定
史
籍
集

覧
』
第
二
七
冊
、
新
加
雑
類
）
が
あ
る
。『
桃
華
蘂
葉
』
に
は
、『
名
目
抄
』（
洞
院
実
煕
著
）
と
『
胡
曹
抄
』
を
伴
う
も
の
が
一
般
的
だ
が
、
群
書
類
従
に
は
こ
の
両
抄
を
載
せ

な
い
。
そ
し
て
、
群
書
類
従
や
史
籍
集
覧
の
刊
行
以
降
そ
の
本
文
に
つ
い
て
、
再
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
桃
華
蘂
葉
』
を
含
む
装

束
抄
全
体
も
同
じ
状
況
で
あ
る
。
以
前
、
史
籍
集
覧
本
『
胡
曹
抄
』
の
表
記
に
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。（
３
）
ま
た
、
同
じ
一
条
兼
良
著
の
故
実
書
『
女
官
飾
抄
』

（
に
ょ
か
ん
か
ざ
り
し
ょ
う
）
と
『
桃
華
蘂
葉
』
の
内
容
に
齟
齬
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
記
述
内
容
の
検
証
も
必
要
に
思
わ
れ
る
。

『
桃
華
蘂
葉
』
の
伝
本
は
、
国
立
国
会
図
書
館
や
宮
内
庁
書
陵
部
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
東
京
国
立
博
物
館
、
各
大
学
な
ど
五
〇
以
上
の
蔵
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。（
４
）
そ
こ
で
、
佐
山
文
庫
旧
蔵
本
『
桃
華
蘂
葉
』
を
翻
字
す
る
こ
と
で
、
本
文
の
異
同
を
確
認
し
た
い
。
本
稿
で
は
、『
桃
華
蘂
葉
』
の
前
半
部
の
翻
字
を
掲
載
し
、
別

稿
で
引
き
続
き
後
半
部
、『
名
目
抄
』、『
胡
曹
抄
』
に
つ
い
て
も
翻
字
の
掲
載
を
行
い
、
最
後
に
群
書
類
従
本
・
史
籍
集
覧
本
と
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
．
書
誌 

〔
体
裁
〕
写
本
、
大
本
一
冊
、
四
つ
目
袋
綴

〔
表
紙
〕
渋
引
き
表
紙

〔
題
簽
〕
な
し

〔
外
題
〕
打
付
書
き
「
桃
華
蘂
葉
」

〔
丁
数
〕
七
五
丁

（60）一
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